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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　月の照らす夜の荒野──。

「坊やには、まだ悪い手癖が残っているようだ──」

　地面に這はいつくばった少年を見下ろして、魔女は言った。

「そんな華のない剣舞を、〈精霊王〉に奉納するつもりか？」

「……っ、うる……さい、魔女……」

　血の塊かたまりを吐き、うずくまる少年──カミトの手には、闇色の刃の剣が握られている。幾度も地面に叩たたき伏せられてなお、彼は決してその剣を手放さなかった。

「ほう、まだ口答えする気力はあるようだ」

　彼女は唇くちびるの端を歪ゆがめて笑うと、倒れたカミトの腹に、容赦のない蹴りを叩たたき込こむ。

「……かっ……はっ──」

「──立て。もう一度だ」

　カミトはよろめきながらも立ち上がり、その女を睨にらみ返した。

　グレイワース・シェルマイス──オルデシア帝国〈十二騎将ナンバーズ〉の元筆頭騎士。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の異名を持つ、大陸最強の精霊使いを。

（バケモノめ……）

　口もとの血を拭ぬぐいながら、胸中で呟つぶやく。〈怪物〉と呼ばれた精霊使いは〈教きよう導どう院いん〉にもいたが、涼しげな顔で立つ目の前の女は、本物のバケモノだ。

　本気のカミトを軽くあしらいながら、息ひとつ切らしていない。

「ちょっと、いくらなんでも、やりすぎよ！」

　と、可か憐れんな声が虚こ空くうに響く。

　声を発したのは、カミトの手にした漆しつ黒こくの剣だ。

　……よほど怒っているのか、刀身の周囲で闇色の雷らい火かが激しく爆はぜる。

「死にはしないさ。あまり坊やを甘やかすなよ、闇精霊」

　そんな抗議の声を一蹴すると、魔女は荒野に突き立てた魔剣を引き抜いた。

「大丈夫だ、レスティア。まだ、やれる──」

　カミトは静かに呟くと、漆黒の剣に神威カムイを込める。

「お前は闇精霊の力に頼りすぎだ。それでは、精霊剣舞祭ブレイドダンスの優勝候補──聖国のルミナリスには勝てんよ」

「関係ない。たとえ聖精霊が相手でも、僕とレスティアに勝てる奴やつなんていない」

　眼前のグレイワースを睨にらみ据え、カミトは言った。

　それは、相棒の闇精霊に対する、絶対的な信頼の表明だった。

　少年のその想おもいに応えるように、闇の雷火が荒野に爆ぜる。

「それは、たいした自信だ──」

　唇くちびるを酷こく薄はくに歪ゆがめ、グレイワースは魔剣をゆっくりと構えた。

「まずは、その根拠のない自信を打ち砕かなくてはな」

　構えは無造作だが、まったく隙すきがない。カミトがこれまでに相対した〈教導院〉の暗殺技能者や、帝国の精霊騎士たちとは、まったく別次元の存在だ。

「どうした？　お前の好きなタイミングで撃ち込んでくるがいい」

「……っ！」

　カミトは踏み込んだ。

　魔女の挑発に乗ったわけではない。隙を窺うかがっても無駄と悟ったからだった。

「暗殺技──〈影渡り〉！」

　一瞬で距離を詰め、神速の斬撃を放はなつ。

　小細工も何もない、それゆえに完成された技だ。だが──

「なるほど、技の速度も精度も、申し分ない」

　魔女が嗤わらう。十三歳のカミトの技量、経験──すべてを乗せた必殺の剣は、しかし、魔女の喉のど元もとに届くことなく、紙一重で躱かわされる。

「まだだっ──〈飛ひ蛇じや乱らん舞ぶ〉！」

　カミトはさらに踏み込み、目にもとまらぬ連続の斬撃を放はなつ。

「ほう、必殺の一撃を囮おとりに、それより劣る技を本命にするか──」

　グレイワースは身を翻ひるがえし、虚こ空くうに奔はしる無数の剣けん閃せんを、すべて弾はじく。

　だが、それはカミトの狙いだった。

　このタイミングなら、防御魔術は使えない──

　カミトは魔剣の刃やいばに〈神威カムイ〉を籠こめた。

「穿うがて、全てを滅する裁さばきの魔雷──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　魔剣の刃から漆しつ黒こくの雷らい火かがほとばしり、地面を巻き込んで炸さく裂れつする。

（──とった！）

　そのまま、とどめの一撃を放とうと、噴煙の中に飛び込もうとした、そのときだ。

　──ゾクリ、と寒さむ気けがした。

（……っ、なんだ!?）

　カミトはぴたりと足を止めた。否、それはカミト自身の意思ではなく──

　なにか未知の恐怖を感じとった本能が、身体からだを動かす神経の伝達を強制的に止めたのだ。

「よくやったよ、坊や──」

　と──、土煙の向こうから、声が聞こえた。

　聞き慣れた魔女の声とは、何かが決定的に違う、そんな声だった。

「この私に土をつけることができたのは、あの時代でさえ、片手で数えるほどだった。まったく、お前は私を愉たのしませてくれる……」

　土煙が晴れ、月明かりの下に、それが姿を現した。

「お前にこの姿を見せるのは、二度目だったね──」






第一章　帝都の黄昏






　霧のような雨の降る帝都。〈十二騎将ナンバーズ〉レシュキル・ハーシュキルトの重力精霊によって破壊され、大量の瓦が礫れきに埋め尽くされたその場所に──

　彼女は、影の如ごとくたたずんでいた。

「……ミト君……カミト君！」

　どこか遠くで聞こえる、フィアナの声。

　いったい、何が起きたのか──理解が追いつかない。

　否、理解はしている。ただ、目の前の現実を認めるのを脳が拒否していた。

　えぐられた腹を押さえる指の隙すき間まから、赤い血が滴り落ちる。全身に満ちていたあの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力はすでに失われ、体温が徐々に奪われていくのがわかる。

（見えなかった……）

　剣けん閃せんはおろか、その動きさえ、見切ることができなかった。

　だが、カミトはその剣を知っていた。その迅じん雷らいの如ごとき太た刀ち筋すじを──

〈絶剣技〉初ノ型──〈紫し電でん〉。

　……あり得ない。

　カミト以外に、彼女の絶剣技を継承した者は存在しないはずだった。

　しかも、あの一いつ閃せんは、その精度において、カミトの上をゆく。

　何者だ──と疑問に思うと同時に、すでにその正体には気付いている。

　気付いているからこそ、それを認めたくはなかった。

　だが──

「ほう、手加減したとはいえ、今の技を躱かわすとはな──」

「……っ！」

　けぶるような雨の中、静かに響いたその声に、確かな現実を突きつけられる。

　その少女は──刃に付着した血を振り払い、地面に跪ひざまずくカミトを無感情に見下ろした。

「グレイワース……」

　カミトは、呻うめくようにその名を口にした。

　グレイワース・シェルマイス──〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉。

「どうして……どうして、あんたがここにいる！」

　カミトはかすれた声で叫んだ。

　カミトたちを手引きした、特務騎士ヴィレイの情報によれば、グレイワースはアルネウスの手に堕おち、悪名高いグァース・ギバイの〈拷ごう問もん塔〉に幽閉されたはずだった。

　であれば、彼女がここにいるはずがない。

　いや。それ以前に、あの姿は──

「……どうして……ぐっ……！」

「カミト君！」

　よろめくカミトの身体からだを、フィアナがあわてて抱きとめた。

「……どういうこと？　あの娘が、学院長先生って……」

　先ほどの呟きを聞いていたのだろう、フィアナが耳もとで尋ねてくる。

　彼女が疑問に思うのも無理はない。なぜなら、いま目の前にいる彼女は──

　ちょうどフィアナと同じ年頃の、可か憐れんな少女の姿をしていたからだ。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の二つ名こそ大陸中に知れ渡っているものの、なにしろ、彼女が戦場で活躍したのは、もう数十年も昔のことだ。

　そのときの姿を、フィアナが知っていようはずもない。

　だが、カミトは全盛期の〈魔女〉の姿を、過去に二度見たことがあった。

　一度目は、彼女の屋敷に引き取られて間もない頃。二度目は、帝都郊外の荒れ地で、最初の絶剣技〈紫し電でん〉を修得した、そのときに。

〈精霊王〉が人間界におよぼす力の影響で、〈神威カムイ〉が極端に高まる時期があるのだと、グレイワースはそう語った。そのとき、彼女の肉体は若返り、一時的に全盛期の力を取り戻すことができるのだと──

　霧きり雨さめが、可憐な少女の肢体を艶なまめかしく濡ぬらしている。

　ともすれば童女のようにさえ見える、幼い顔立ち。

　血に濡れた魔剣を手に、静かにたたずむその姿は、ゾッとするほど美しい。

「──間違いない。彼女はグレイワースだ」

　と、カミトはフィアナに言った。

　無論、擬ぎ態たい精霊などの力を借りれば、姿を真ま似ねることも可能だろう。しかし、先ほど彼女の見せた、あの神速の剣けん閃せん、あれは間違いなく〈絶剣技〉だ。シェーラ・カーンのまがい物などとは、まったく次元が違う。

「グレイワース……」

　絶望するような心地で、カミトはもう一度、その名を呼んだ。

　わき腹から溢あふれだした血が、ぬるりと指に絡みつく。

　おそらく、幽閉されたグァース・ギバイの塔で、なにかをされたのだろう、とは想像がつく。精神操作の魔術、薬物による洗脳、あるいは、もっとおぞましいなにか──なんにせよ、名前を呼んだ程度で、彼女を正気に戻せるとは思えない。

　だが、それでも──

　あの〈魔女〉ならば──という一いち縷るの望みに縋すがり、カミトは叫んだ。

「俺のこと、あんたの教え子のことを忘れちまったのか？　〈黄昏の魔女〉と畏い怖ふされた、あんたほどの女が、いいように洗脳されちまったのかよ！」

　カミトは叫んだ。だが、少女の灰色の目は、ただ無感情にカミトを見下ろすだけだ。

「くっ……」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を地面に突き立て、ゆっくりと立ち上がった。

　傷口から溢あふれた血が、足もとに血だまりをつくる。

「カミト君、まだ傷が！」

「大丈夫……だ……」

　言葉は通じない──ならば、語る手段はひとつしかない。

〈魔王殺しの聖剣〉をすっと構え、カミトは眼前の魔女を睨にらみ据える。

「ほう、その様ざまで立ち上がるか──」

　少女の姿をした〈魔女〉は、感心したように呟つぶやくと、真しん紅くの魔剣の刃を返した。

　彼女の佩はい刀とうであった漆黒の魔剣とは、色も形状も異なるが、そのおぞけだつような禍まが々まがしさは、間違いなく魔精霊のものであるとわかる。

　──と、そのときだった。

「……ふふ、ひどい怪け我がをしてるわね、お兄ちゃん」

　鈴を転がすような可か憐れんな少女の声が、ほの暗い帝都の空に響き渡った。

「……っ!?」

　カミトが頭上を見上げると、

　降りしきる雨の中──

　虚こ空くうに浮かんだ少女が、無邪気な微笑みを浮かべていた。

　その外見は、十二、三歳ほどの幼女のように見える。

　燦さん然ぜんと輝く黄金色の髪に、神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。純白の聖服を身に纏まとい、その手には〈聖国〉の上級枢すう機き卿きようの証あかしである、銀の錫しやく杖じようが握られている。

　そして、その左目は──無ぶ骨こつな眼がん帯たいに覆われていた。

「お前は……！」

　ミレニア・サンクトゥス──その左目に、〈異界の闇〉を宿した少女。

　精霊たちを狂乱させ、アレイシア精霊学院を壊滅寸前まで陥れた、その首謀者だ。

　少女はくすりと微笑ほほえむと、音もなく瓦が礫れきの上に降り立った。

「……っ、そう、アルネウスを唆そそのかしたのは、あなたたちだったのね」

　と、フィアナが少女を睨んで言った。

「あら、唆したなんて、人聞きが悪いわ。あれはもともと、あなたのお兄様が望んでいたこと。わたしたちは、そのお手伝いをしてあげただけよ」

　可愛らしいしぐさで、小さく肩をすくめる少女。

「それにしても、あれは本当に無能な男ね。小鳥さん一匹、檻おりに捕らえておくこともできないなんて。こんなことなら、優秀なあなたを傀かい儡らいにしたほうがよかったかも。ねえ、フィアナちゃん、いまからでも遅くないわ。わたしたちのお友達にならない？」

「悪いけど、お断りさせてもらうわ。友達なら間に合ってるの」

「そう、それは残念──」

　ミレニアは首を振ると、血溜まりに立つカミトに視線を移した。

「ふふ、最強の剣舞姫レン・アツシユベル──さすがのあなたも、〈魔女〉の前では赤子同然ね」

「……お前が、グレイワースを洗脳したのか？」

　カミトは低い声で唸り、鋭するどい殺気を叩たたきつけた。

　だが、ミレニアはまったく臆した風もなく、くすっと微笑する。

「洗脳なんて、そんな無駄なことしないわよ。わたしたちはただ、彼女の中にいた、本当の〈魔女〉を解放してあげただけ。ああ、でも、そうか……お兄ちゃんは知らないんだもんね。二十四年前に、彼女が〈精霊王〉にどんな〈願い〉をしたのか──」

「……なんだと？」

　──グレイワースが、二十四年前に願ったこと。

　その言葉が、なにを意味しているのか、カミトにはわからない。

　単に虚きよ言げんを弄ろうして、こちらを煙けむに巻まこうとしているだけなのか、それとも──

（……いや、いま考えるべきは、この場をどう切り抜けるかだ）

　カミトは、傍らで座り込むフィアナに、チラッと目を向けた。

〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の効果はすでに消失し、体力をかなり消耗しているようだ。

　無理もない──数日にわたって牢ろう獄ごくのような場所に監禁され、極度の衰すい弱じやく状態だったのだ。むしろ、自分の足でここまで逃げてこられたことが、奇跡のようなものだった。

（……フィアナを守りながら戦うのは、さすがに無理だろうな）

　冷静に、現実的な打開策を考える。あれは、カミトが全力以上の力を出したところでなんとかなるような、そんな生なま易やさしい存在ではない──

「フィアナ、帝都から脱出するルートはあるか？」

　と、カミトは口を開いた。

　フィアナは王族専用の抜け道を知っているはずだ──と、この救出計画の立案者であるルビアは、そう言った。

　ここに来るのに使った地下遺跡は、ヴィレイの案内なしで通り抜けるのは不可能だし、〈帝国騎士団〉を敵に回しての強行突破など論外だ。

「ええ、王家専用の抜け道のことは知っているわ」

　そのルートのことは、牢獄から逃げる段階で、すでに考えていたのだろう。すぐに答えが返ってくる。

「そこが封鎖されてる可能性は？」

　と、カミトは訊く。アルネウスもフィアナと同じ王族なのだ。当然、その抜け道の存在は把握しているだろう。すでに配下を向かわせていてもおかしくない。

　だが、フィアナは小さく首を振り、

「いいえ、それは大丈夫だと思うわ。その抜け道は、彼には決して使えないの。だから、その存在も把握していないはずよ」

「……使えない？」

　カミトは怪け訝げんに思ったが、これ以上問もん答どうしている時間はない。

「フィアナ、クレアたちと合流して、先にそこへ向かってくれ」

「カミト君は？」

「俺は、ここで彼女を食い止める──」

「そんな──」

「行ってくれ。フィアナを守りながらじゃ、俺もまともに戦えない」

　カミトは敢あえて突き放すように言った。

「……」

　その言葉を聞いたフィアナは──

　きゅっと唇くちびるを噛み、よろめく足で立ち上がった。

　ここで無駄に逡しゆん巡じゆんすれば、かえってカミトの重荷になると、そう判断したのだ。

「先に行って、待ってるわ」

「ああ、頼む」

　フィアナはカミトの耳に顔を近づけ、そっと囁ささやいた。

「〈貴族街〉で一番大きな鐘しよう楼ろうの下にある、〈ミケラ〉の小祭殿よ」

「わかった。すぐに追いつく──」

　カミトが頷うなずくと、フィアナは片足を引き摺りながら、街の路地のほうへ向かった。

「ふふ、話し合いはもういいの？」

　と、ミレニアが口を開く。

「悪いな、待っててくれたのか？」

「ええ。あなたは、この娘こと同じ剣技を修めた唯一無二の相手だもの。調整相手にちょうどいいわ。あんな足手まといがいたんじゃ、あなたも本気を出せないでしょう？」

「……だったら、この傷が治るまで、待っててくれないか？」

　カミトが、わき腹の傷を押さえながら言うと、

「よく言うわ、もう塞ふさがりかけているくせに」

「……やっぱり、気づかれてたか」

　カミトは苦笑した。漏れ出した闇の瘴しよう気きが、抉えぐられた傷口を癒やしていく。いや、これは癒やしているというより──再生している、というべきか。

（……まるで化け物みたくなっちまったな、俺の身体からだも）

　と、胸中で皮肉げに呟つぶやく。

　だが、いまはそんな化け物の力にも縋すがりたい気分だ。

　カミトは一瞬、背後に視線を移した。

　フィアナの姿は、もう路地の向こうに消えていた。

　いまは少しでも、フィアナが逃げる時間を稼ぐ──

　と、そんなカミトの考えを読み取ったのか、ミレニアがくすっと笑い、

「あら、誰だれが小鳥さんを見逃すと言ったかしら？」

「……なに？」

「彼女を逃がすと、あの愚ぐ帝てい陛下がうるさそうだしね」

　ミレニアは、ふと、足もとの瓦が礫れきを見下ろした。その下に、カミトが倒したレシュキル・ハーシュキルトの姿を発見し、唇くちびるの端を歪ゆがめる。

「そうね、この役立たずでも使ってあげようかしら」

「なにを──」

「──目を覚ましなさい、お人形さん」

　と、ミレニアは倒れ伏した〈十二騎将〉の頭を踏みつけにし──

　ゆっくりと、左目の眼がん帯たいをはずした。

〈精霊王〉さえも蝕む、〈異界の闇〉を宿した左目を。

（……なっ!?）

　左目から、ドロリと溶けだした闇が、〈十二騎将〉の顔を覆いつくす。

　途と端たん、レシュキル・ハーシュキルトの身体が、ビクン、ビクンと激しく痙けい攣れんし、その口から奇妙な呻うめき声がほとばしる。

「……ア……ガガ……ガ、ア、ガガガガ……」

〈異界の闇〉を浴びたレシュキルは、ゆらり、と幽ゆう鬼きのごとく起き上がると、壊れた人形のように、カタカタとぎこちなく動きはじめた。

（……なんだ、これは!?）

　目の前ではじまった不気味な現象に、カミトは思わず、息を呑のむ。

「第二王女殿下を追いなさい、お人形さん──殺してしまってもかまわないわ」

　ミレニアが、手にした錫しやく杖じようでフィアナの逃げた方向を指し示した。

　──と、その瞬間。

「……ア……ダイニ……オウジョ……フィアナアアアアアッ！」

　レシュキルの頭上に二つの黒い球体が出現する。

　カミトが両断した〈重力精霊〉──まだ完全に滅びてはいなかったのだ。

（しまった──！）

　カミトが剣を手に走り込むが、遅かった。〈重力精霊〉が周囲の重力場を反転させ、狂った哄こう笑しようを上げるレシュキルを宙高く浮遊させる。その身体からだは滅め茶ちや苦く茶ちやな軌道を描えがき、フィアナの逃げた方向へ飛んでいった。

　カミトはすぐに追おうとするが──

「お前の相手は私だ──」

　その眼前に、真しん紅くの魔剣を手にしたグレイワースが立ちはだかった。
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「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ──」

　雨に濡れた石畳の路地を、フィアナは懸命に走った。

　背後で激しい剣けん戟げきの音が鳴り響く。後ろ髪を引かれる思いだったが、心配な思いを必死に押し殺し、カミトを信じて、ただ〈抜け道〉のある祭殿を目指した。

　だが、限界はすぐにおとずれる。

　足首に焼けるような激痛が走った。

　バランスを崩し、フィアナは水たまりに倒れ込む。擦すり切れ、襤ぼ褸ろのようになった純白のドレスが泥の色に染まった。

「……っ、く、う……」

　ほとばしりそうになる声を、なんとか噛み殺す。ここで悲鳴を漏らせば、たちまち、周辺にいる〈帝国騎士団〉に見つかってしまうだろう。

　幸い、すでに避難指示が出ているのか、〈貴族街〉に住人の姿は見当たらないが──

　建物の壁にもたれ、フィアナはおそるおそる、自分の足を見た。

（ひどいわね……）

　踝くるぶしが真まっ赤かに腫はれていた。

　重力精霊の攻撃を受けたときに、ねじり潰されたのだろう。痛みを誤ご魔ま化かしながら、なんとかここまで走ってきたが、これでは立ち上がることもできない。

「治ち癒ゆの聖光よ、傷を癒やせ──」

　フィアナは足首にそっと指を添え、治癒の精霊魔術を唱えた。

　だが、指先に生まれた小さな光は、すぐに消えてしまう。

　聖性が極端に落ちているため、この程度の魔術さえ、満足に唱えることができないのだ。

（……これじゃ、〈ゲオルギウス〉を召しよう喚かんするなんて、とても無理ね）

　と、小さなため息をつく。さっきまで、身体の中を荒れ狂っていた、あの暴風のような〈神威カムイ〉は、もう完全に消え去ってしまっていた。

（カミト君のくれたあの神威、あれは、一体なんだったのかしら……？）

　カミトが、彼女を抱きしめ、口づけを交わしたあのときのことを思い出しながら、指先でそっと唇くちびるに触れる。

　その口づけの熱が、まだほのかに残っている気がした……。

　好きな人との初めてのキス。でも、あれはあくまで必要に迫られてしたことで、カミトのほうはなんとも思っていないのだろうか……？

（な、なに考えてるのよ、こんなときに……）

　フィアナは顔を真まっ赤かにして、首を激しく振った。

　耳を澄ませば、かん高い剣けん戟げきの音が、まだ遠くに聞こえてくる。

（カミト君……）

　心配で胸が裂けそうだった。

　カミトの強さは、もちろん知っている。

　だが、相手は、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉だ。

　それも、どんな方法を使ったのか、全盛期の頃の力を取り戻した──

（カミト君でも、勝てないかもしれない……）

　いますぐにでも、カミトのところに戻り、少しでも力になりたい──と、そんな誘惑が何度も頭をもたげてくる。

　だが、いま戻れば、それはカミトの信頼を裏切ることになってしまう。

　それはわかっていた。

（……そう、今の私にできるのは、みんなで脱出するための血路を開くことよ）

　フィアナは壁に手をつき、ゆっくりと立ち上がった。

　不完全な治ち癒ゆの魔術ではあったが、痛みをごまかすことはできたようだ。

　片足を引きずりながら、ふたたび歩きはじめた、そのとき。

　ゾクリ、と背筋に悪寒が走る。

　それは、姫ひめ巫み女この直感だった。

　まだ動くほうの足で、地面を強く蹴りつけ、転がるように前へ跳んだ。

　直後、ヴンッ──と耳障りな音がして、背後の空間が歪む。

　石畳に覆われた路地の道が、不可視の力に押し潰されて陥かん没ぼつした。

「……っ!?」

　間一髪、命拾いしたフィアナは、ハッと上を見上げた。

　と、そこに──

「ア、ハハハハ……見ツケタ……見ツケタ、ゾ……」

　壊れた表情で嗤わらう、〈十二騎将ナンバーズ〉──レシュキル・ハーシュキルトの姿があった。

「レシュキル卿!?　カミト君に倒されたはずなのに──」

　地面に倒れたまま呻うめくフィアナ。すぐに立ち上がろうとするが──

　次の瞬間、全身に強烈な圧力がかかり、身体からだが地面に押し付けられる。

「……ぁぐっ……うう……！」

　全身の骨を砕かれるような、すさまじい激痛がフィアナを襲う。レシュキルの頭上に浮かぶ、球体のような〈重力精霊〉が、あたり一帯に強力な重力場を生み出したのだ。

「アハッ、アハハハハハ……！」

　苦く悶もんにのたうつフィアナを見下ろし、おぞましい哄こう笑しようを上げるレシュキル卿。正気を失い、自身の契約精霊の力を制御しきれていないようだ。

　──その目は、虚うつろな闇の色に濁っていた。

（あれは、〈精霊王〉に取り憑ついていた……）

〈異界の闇〉だ。まさか、彼女はあれをその身に宿したというのだろうか──？

「死ネッ、死ネッ死ネッ死ネエエエエエエエッ！」

　暴走した重力精霊が、周囲の空間ごとフィアナを押し潰す。

（……っ、カミト……君……！）

　歪わい曲きよくした重力場の中で、声にならない悲鳴を上げた、そのとき──

　突然、重力場がふっと消失した。

（……？）

　顔を上げると、なぜか、そこにレシュキルの姿はなく──

「王女殿下、大丈夫か！」

「エリス!?」

　フィアナの目の前に降り立ったのは、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスだった。

「見つかってよかった……。ひどい怪け我がだな」

　エリスは屈み込むと、フィアナの身体からだをそっと抱え上げた。

「カミトは？　一人でここまで来たのか？」

「カミト君は、私が逃げるために、戦ってくれているわ……」

「そうか……」

　と、エリスが苦渋の表情を浮かべる。彼女もカミトの加勢に向かいたいのだろう。だが、それが間違った判断であることも理解している。あえてフィアナを一人で逃がした──つまり、相手はそれほどの手て練だれということだ。

「王女殿下は、帝都から脱出する方法を知っているか？」

　と、エリスが尋ねてくる。

「ええ、この先にあるミケラの祭殿よ。そこに抜け道があるわ」

「ミケラの祭殿？　あんな場所に……いや、わかった。急ごう」

　エリスは頷うなずくと、フィアナを背中に背負い、風の精霊魔術を唱えた。

　エリスの身体が、ふわりと浮かび上がる。〈帝国騎士団〉に発見されるため、あまり高くを飛ぶわけにはいかないが、移動力は地面を走るよりもはるかに上だ。

　そのとき、背後で瓦が礫れきの崩れる音がした。

　ハッと振り向くエリスとフィアナ。

「アガガッ、ギッ……アギギギギギ……」

　エリスに吹き飛ばされたレシュキルが、あらぬ方向へ曲がった手を揺らし、狂気に満ちた声で嗤わらっていた。

「……ばかなっ、〈風魔弾ウィンド・ボム〉が直撃したはず──」

　エリスが呟つぶやいた、次の瞬間。

　レシュキル・ハーキルトの両手から、無数の重力球が放たれた。
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　無数の剣けん閃せんが火花を散らし、剣けん戟げきの音が鳴り響く──

　雨を斬って乱舞する、真しん紅くの魔剣と〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉。

　それは、姫ひめ巫み女こたちの舞う、美しい剣舞にも見える。

　だが、これは精霊に奉納する剣舞ではない。

　純然たる──死し合あいだった。

　カミトの剣が唸うなる。振り下ろした渾こん身しんの一撃を、グレイワースは軽く受け止めた。

「……っ、目を覚ませ、グレイワース！」

　激しく鍔つば迫ぜり合あいながら、カミトは灰色の目を見据え、必死に呼びかける。

　だが、少女は何も答えない。まるで剣のみが言葉だと言わんばかりに、鋭するどい斬撃を叩たたきつけてくる。小柄な体たい躯くにもかかわらず、凄すさまじいまでの剣圧だった。

（……っ、これで、まだ三割ってとこだろうな──）

　カミトは奥歯を噛んだ。

　はたからみれば、互角に見えるかも知れぬその剣戟──

　だが、カミトには分かっていた。魔女の本気は、こんなものではない。

　意図して力を押さえているのか、それとも、まだ完全には肉体を使いこなせてはいないのか──後者であれば、まだ希望はあった。

（……完全に目覚める前に、倒しきる！）

　だが、それは逆に言えば──

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が完全に目覚めてしまえば、万に一つも勝ち目はないということだ。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫し電でん〉」

　カミトは踏み込んだ。一気に距離を詰め、必殺の絶剣技を放はなつ。

　相手はグレイワースだ、手加減などすれば、殺される。

　だが、渾身のその一撃を──グレイワースは見切った。

　神速の一いつ閃せんを、紙一重でかわしざま──

「〈絶剣技〉異ノ型──〈氷ひ雨さめ羅ら刹せつ〉！」

　石畳を剥はぎ取るように、魔剣の刃を叩たたきつける。

　刹せつ那な、地面を氷の蔦つたが這い、無数の鋭するどい棘とげとなってカミトに襲いかかる。

　カミトの知らない技だった。

　カミトもすべての〈絶剣技〉を継承したわけではない。絶剣技は、剣術と〈神威カムイ〉を組み合わせた剣技だが、その中には、精霊魔術を組み込んだたものもあり、そちらはカミトに素質がないため、継承されなかったのだ。

　カミトは咄とつ嗟さに、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃を地面に突き立て──

（……頼む、エスト、耐えてくれ！）

　渾こん身しんの〈神威〉を籠こめる。

　地を這う氷の蔦は、〈魔王殺しの聖剣〉の放はなつ閃せん光こうに触れた瞬間、即座に消滅した。

　精霊魔術を応用した〈絶剣技〉は、最高の耐魔術特性を備えたエストの力で無効化できる、そう読んでの賭けだった。

　グレイワースが再び、一瞬で間合いを詰めてくる。

　上段からの振り下ろしを、カミトは両手で受け止めた。

　重い。地を蹴る瞬間、足に集中させた〈神威〉を一気に解放したのだろう。それは、カミトが最初に修得した最も基本的な技だが、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の膨大な〈神威〉をもって繰り出されるその効果は、桁けた違ちがいだった。

　ただの踏み込みで、これだ。

　神速の域まで昇華させた〈紫し電でん〉は、見切ることもできないのではないか。

　では、間一髪、回避に成功した、あの〈紫電〉は──

（あれは、本当に挨あい拶さつがわりだったってことかよ……！）

　カミトは退ひかず、返しの剣を撃ち込んだ。

　退くわけにはいかない。見切れない神速の突きがある以上、間合いをとられれば、かえって危険だ。接近戦に持ち込むしかない。

　幸い、あちらもそれを望んでいるようだった。少女の目に喜き悦えつの色が浮かんでいる。

（……っ、ドＳエスなとこは、何も変わってねえな！）

　胸中で吐き捨てた、そのとき。

　遠くで、かすかな爆発音がした。

　フィアナの向かった方向だ。

　さすがに振り向きはしない──が、一瞬、気が逸れる。

「戦いの最中に、気を逸そらすな──」

　眼前の少女が冷徹に言った。次の瞬間──

「かはっ──！」

　腹に強烈な蹴りをぶち込まれる。

　地面に叩たたきつけられ、一瞬、呼吸が止まった。

「この程度か、〈魔王〉よ──」

　少女の冷徹な声。

　魔剣の刃が、目の前に閃ひらめく──

（……っ、三年前と、なにも変わってないのかよ──）

　カミトが死を覚悟した、その刹せつ那な。

　真しん紅くの閃せん光こうが飛来した。

（……なに!?）

　グレイワースは魔剣を真横に振り抜き、その閃光を弾き飛ばす。

　ドオオオオオオオオオンッ！

　あさっての方向へ弾かれた閃光は、建物にあたって大爆発を引き起こした。

　瓦が礫れきが崩れ落ち、大量の砂煙が舞い上がる。

　グレイワースは飛び下がった。そこへ、真紅の閃光が雷雨のように降りそそぐ。

（……なん……だ……？）

　カミトは視線だけを動かし、閃光の飛んできた方角に目をやった。

　と──

「──助すけ太だ刀ちしましょうか、カゼハヤ・カミト」

　凜りんとした、硝子がらすのように硬質な声が空気を震わせる。

　雨に煙けぶる帝都の空を、漆しつ黒こくの魔竜が飛んでいた。

　その背に乗っているのは、軍服姿の少女──

「レオノーラ!?」

　カミトは目を見開く。

　そう、カミトを救ったのは、レオノーラ・ランカスター。

　かつて〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で死闘を演じた〈ドラクニア竜公国〉の姫騎士だった。

「情けないですね、カゼハヤ・カミト。一度は私を破ったあなたが」

　言って、レオノーラは竜の背から、颯さつ爽そうとカミトのそばに降り立った。

「……レオノーラ、お前、なんでここに？」

　状況も忘れ、唖あ然ぜんとして尋ねるカミト。

　レオノーラはふっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、

「私はこれでも〈ドラクニア竜公国〉の公女なのですよ。竜国の代表として、オルデシアの〈諸国会議〉に参加していたのです」

「……そうか。そういえば、一応お姫様だったな」

　脳筋だったり、下着を身に着けていなかったりで、つい忘れてしまうが──

　レオノーラ・ランカスターは、れっきとしたドラクニア竜公国の公女様なのだ。

「む、一応とはなんですか、失礼な」

「わ、悪い……！　とにかく助かったぜ、レオノーラ」

　礼を忘れていたことを思い出し、カミトはあわてて言った。

「それにしても、なかなか面白いことになっているようですね」

　と、レオノーラは、宙に浮かぶミレニアのほうを見て言った。

「聖国の枢すう機き卿きよう、なにやら暗躍しているようですが、先の皇帝暗殺未遂事件にも関わっているとなると、竜国としては、さすがに見過ごせませんよ」

　ミレニアはくすっと微笑して、

「あら、竜のお嬢じようさん、聖国はアルネウス殿下の要請で、皇帝暗殺未遂の首謀者である、第二王女殿下を捕らえようとしているのよ。邪魔するようなら、聖国はもちろん、オルデシアとドラクニアとの国際問題になるわ」

　その言葉に対して、レオノーラは不敵に笑った。

「構いませんよ、すでに本国の了承はとりつけてありますので」

「……それは、どういうことかしら？」

「竜国の代表団は、本日付で本国に帰還し、〈教国〉の内乱に単独で介入します。聖国の傀かい儡らいとなったオルデシアと付き合う義理などありませんから」

「そう、ドラクニアの〈竜王〉は、あの御お方かたに敵対するというのね……」

　ミレニアの紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、不気味な光を放った。

「その選択を、きっと後悔するときがくるわよ、竜のお嬢さん──」

　グレイワースが魔剣を構え、カミトたちと対たい峙じした。

「手を貸しましょう。あなた一人では、手に余る相手なのでしょう？」

　と、レオノーラがカミトの横に並んで言った。

「レオノーラ……いや、それは──」

　カミトは首を振った。

　申し出はありがたいが、相手が相手だ。巻き込むわけにはいかない。

「いいえ、これは私の我わが侭ままです。断ることはできませんよ」

　レオノーラは空に手を掲げ、精霊語の展開式を唱える。

　と、漆しつ黒こくの魔竜は巨大な剣に姿を変え、レオノーラの手に収まった。

　凄すさまじい破壊力を秘めた精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈竜殺しの聖剣バルムンク〉だ。

「ここであなたに死んでもらっては、私が困るのですよ──」

　巨大な大剣を片手で振り回し、その刃を地面に突き立てる。

「……」

　カミトは、しばらく悩んでから──

「──助かる」

　と、それだけを口にした。

　レオノーラ・ランカスター──〈竜皇騎士団〉最強の精霊使い。

　いまのカミトにとっては、最高の援軍だ。

　グレイワースが、まだ完全に覚かく醒せいした状態でないとすれば──

　二人がかりなら、まだ勝機はある。

「レオノーラ、最初から全力だ。一気に決めないと、死ぬぞ」

「ええ、私にも分かりますよ、あれが尋常な相手ではないということは──」

　さすがに、正体には気付かないようだが、その実力は肌で感じ取ったようだ。

「──ちょうどいい。相手が一人では、物足りないと思っていたところだ」

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が、魔剣の刃を舐なめ、かすかに笑った。
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「アハハ、アハハハハハハハッ！」

　レシュキル・ハーシュキルトの壊れた哄こう笑しようが路地に響きわたる。

　乱れ飛ぶ無数の重力球が、周囲の建物を無差別に破壊する。

「……っ、なんという無む茶ちや苦く茶ちやな……！」

　フィアナを背負ったエリスは、足先にまとった風を巧みに操り、重力球を回避した。

　狙いは滅め茶ちや苦く茶ちやだが、それゆえに軌道が読みにくい。

　それに、あの威力──直撃すれば、ただではすまないだろう。

「エリス、あそこよ──」

　と、フィアナがエリスの耳もとで囁ささやいた。

　通りのはるか先に、目指す祭殿の姿が見えてきた。

〈ネフィスカール宮殿〉や〈アレイシア大祭殿〉と比較すれば、見過ごしてしまいそうなほど小さな祭殿だ。〈精霊大祭〉などの大きな祭儀で使われることはまずない、帝都にあっては、ほとんど無視されているような場所だった。

　あんな場所に、本当に王家の〈抜け道〉があるのだろうか──？

　と、レシュキルの放った重力球が、頭上の鐘しよう楼ろうに激突した。

　空間が歪み、破裂した。崩壊した瓦が礫れきが一気に落下してくる──

（しまった──！）

　エリスの顔が蒼そう白はくになった。エリス一人ならともかく、フィアナを背負った状態では、あの瓦礫すべては、とても回避しきれない。

「焼き尽くせ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球きゆう──！」

　と、飛来した炎球が、空中で爆発。

　凄すさまじい轟ごう音おんがとどろき、巨大な瓦が礫れきはエリスの頭上で粉こな微み塵じんに砕け散った。

「こっちよ、エリス！」

「クレア、助かったぞ──」

　エリスたちの前に軽やかに降り立ったのは、〈炎の鞭フレイムタン〉を手にしたクレアだった。

　別行動をとっていたのだが、こちらの爆発音を聞き、駆けつけてきたのだろう。

「フィアナ、無事だったのね」

　と、フィアナの姿を見たクレアが、ほっと胸をなでおろす。

「ええ、二人とも、心配かけて……ごめんなさい」

「気にすることないわ。あんたは第二王女である前に、〈チーム・スカーレット〉の仲間なんだから。チームメイトのピンチに、助け合うのは当然でしょ」

「うむ、その通りだ──と、いまは話している暇ひまはなさそうだな！」

　エリスは〈風翼の槍レイ・ホーク〉を薙なぎ、飛んできた重力弾を弾き飛ばした。

「アハッ、アハハハハッ、逃ガサナイワアアアアッ！」

「うわっ……な、なによアレ……」

　狂った哄こう笑しようを上げながら追ってくるレシュキルの姿を見て、クレアの顔が引ひき攣つった。

「〈十二騎将ナンバーズ〉のレシュキル・ハーシュキルトよ。〈異界の闇〉で狂乱してるわ」

「異界の闇？　どうしてそんなものが──」

「あとで話すわ、いまは逃げないと」

「そ、そうね……」

　と、クレアは頷うなずく。

　これだけ派手に暴れていれば、すぐに〈帝国騎士団〉も駆けつけてくるだろう。

「ここはあたしが食い止めるわ。エリスはフィアナを連れて逃げて──」

「ああ、わかった──」

　エリスは地面を蹴った。足もとに収束した風が爆発し、一気に加速する。

　それを見送ったクレアは、炎の鞭むちを構え、迫り来るレシュキルに対たい峙じした。

　狂乱しているとはいえ、相手はあの帝国最強を誇る〈十二騎将〉の一人だ。その実力は、いまのクレアを遙はるかに凌しのぐ。

（上等よ、やってやろうじゃないの！）

　乱打される重力球を、巧みな鞭さばきで弾き飛ばし──

「え……？」

　──そのとき、奇妙なことが起こった。

　浮遊するレシュキルの身体からだが、突然、地上に落下したのだ。

　それは、自分の意志ではなく、まるで重力を制御しきれずに墜つい落らくしたようにも見えた。

　そのまま意識を失い、パタリと動かなくなる。

「……な、なに？」

　クレアが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　と、次の瞬間。

　レシュキルの頭上に浮かんだ〈重力精霊〉が、爆発的に膨れ上がった。

「……!?」
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「いきますよ！」「ああ──」

　カミトとレオノーラは、同時に走った。

　先行するレオノーラが、〈竜殺しの聖剣バルムンク〉を振り上げて宙に跳ぶ。

　地面を蹴った衝撃で、石畳が砕け散った。

「ドラクニア流剣技──〈竜王衝鳴斬ドラグ・スラツシユ〉！」

　莫ばく大だいな〈神威カムイ〉を籠こめ、振りかぶった巨大な大剣を一気に振り下ろす。

　受け流すことは不可能だ。たとえ刃を止めたとしても、強烈な衝撃波に圧殺される。精せい妙みようを極める絶剣技に対し、それはあまりに暴力的で、大おお雑ざつ把ぱな技だった。

　──が、それゆえに、通常の剣技では対応できない。

　グレイワースが跳び下がった。

　そこへ、レオノーラの大剣が渾こん身しんの力で振り下ろされる！

　ドウッ──大砲のような轟ごう音おん。衝撃が地面を抉えぐり、巨大なクレーターが出現する。

　相変わらず、凄すさまじい破壊力だ。

　だが、グレイワースは魔剣を地面に突き立て、衝撃に耐えきった。小柄な身体からだをひねり、即座に剣を抜くと、一瞬、動きをとめたレオノーラめがけ、雷光の如ごとき刺し突とつを放はなつ。

（……っ、させるかよ！）

〈絶剣技〉初ノ方──〈紫し電でん〉。

　脚に収束させた〈神威〉を解放。地面を蹴り上げ、カミトは一気に加速する。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と真しん紅くの魔剣が交差し、激しい火花が散った。

「おおおおおおおおおっ！」

　だが、精霊魔装の力そのものは、エストのほうが上だ。そのまま力業で押し切る──

　──と、グレイワースの唇くちびるがかすかに動き、なにかを囁ささやいた。

（……精霊魔術!?）

　血のように紅あかい魔剣が、かすかに鳴動する。

　直感で、嫌な気配を感じ、カミトは咄とつ嗟さに距離をとった。

「貪欲なる吸血の下僕しもべよ──〈吸血の茨棘ブラツド・ソーン〉」

　虚こ空くうから飛び出した血色の蔦つたが、飛び退くカミトめがけて一斉に牙きばを剥く。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞〉！」

　虚空よりつぎつぎと射出される蔦を、カミトはまとめて切り払った。

　かつてのグレイワースが得意としていた、〈消滅〉の魔術ではない──おそらく、あの真しん紅くの魔剣の精霊の属性なのだろう。

　グレイワースは攻撃の手を緩めず、即座に攻勢に転じてくる。

　疾はやい。カミトは剣に〈神威カムイ〉を籠こめ、エストを片手の〈魔王剣デモンズ・ソード〉に形態変化モード・シフトさせた。

「穿うがて、全てを滅する裁きの魔雷──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　ほとばしる漆しつ黒こくの雷撃が、グレイワースを襲う。そのことごとくを、グレイワースは人間離れした動きで回避した。

　だが、これは牽けん制せいだ──

　背後で、巨大な〈神威〉が膨れ上がる気配。

「我が怒り、地を穿つ咆ほう哮こうとなれ──〈竜牙烈破弾ドラグ・ブラスト〉！」

　レオノーラの放った極大の精霊魔術が、地面を削りながら突き進む。

　同時、カミトも走り込んでいる。

（ここで、決める──！）

　グレイワースが〈神威〉を籠めた魔剣で、巨大な竜弾を弾いた。

　だが、さすがにあれだけの威力の魔術だ。その体勢が大きく崩れる。

　カミトは一気に踏み込み、〈魔王剣〉を振り下ろした。

　二閃、三閃──と連撃を繰り出し、そのまま、反撃の隙すきを与えない。

　そこへ、レオノーラが大剣を振り下ろす。手数で圧倒するカミトの剣に対し、レオノーラの剣は一撃必殺だ。交互に撃ち込まれる、異なるタイプの剣筋に、さしものグレイワースも防御に徹さざるを得ない。

「ドラクニア流剣技──〈竜王街鳴斬ドラグ・スラツシユ〉！」

　レオノーラが大技を放とうと、剣を大振りに構えた。その隙を見逃す相手ではない。瞬時に反撃に転じる──が、それこそが誘いだった。

　カミトは、エストをさらに形態変化モード・シフト──両手に双剣を生み出した。

　そして──

「〈絶剣技〉破ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十六連〉！」

　絶剣の奥義を解き放った。
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　祭殿の奥にたどり着いたエリスは、フィアナの身体からだをそっと下ろした。

　周囲には〈封ふう絶ぜつ結界〉が展開されているため、外の音はまったく聞こえない。

　最奥部には、精霊を祀まつるための小さな石せき碑ひがあった。

「王女殿下、それで、その脱出ルートというのは──」

「ええ、ちょっと待って──」

　フィアナは、祭壇にある儀式用の小刀を手に取ると──

　自分の親指に、そっと刃をあてた。

　ぽたり、と石碑の上に血が垂れる。

「一体、なにを──」

　エリスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　いまは一刻を争う事態なのだが──

　だが、次の瞬間、エリスは目を見開く。

　石碑に刻まれた精霊語の文字が、突然、青く輝きだしたのだ。

「これは……！」

「王家の血でのみ起動する──〈門ゲート〉よ」

　言って、フィアナは精霊語の詞ことばを紡ぎはじめた。

　と、そこへ──

「……っ、エリス、まずいことになったわ！」

　クレアが息を切らして駆け込んできた。

「クレア、何があった？　レシュキル卿は──」

　そこで、エリスは言葉を呑のみ込こんだ。

　入り口の外で、巨大な球体がどんどん増殖し、膨ふくれ上あがっているのだ！

「まさか、〈異界の闇〉に呑まれた精霊が、暴走しているのか？」

「レシュキルはもう、あの〈重力精霊〉を制御できていないわ。あのまま暴走し続ければ、いずれ崩壊する」

「あんなものが崩壊したら──」

「ええ、このあたり一帯が吹き飛ぶわ！」
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　絶剣の奥義〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉が〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉に炸さく裂れつする──

　グレイワースの身体は宙に舞い上がり、放物線を描えがいて地面に叩たたきつけられた。

（……やった……のか……？）

　カミトは肩で息をしつつ、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を地面に突き立てる。

　もう余力は残っていない。いまの十六連撃に、すべての〈神威カムイ〉を籠こめたのだ。

　これで倒しきれていなければ、もはや打つ手はひとつもない。

（頼む、立ち上がらないでくれよ……）

　倒れたグレイワースを見据えつつ、祈る心地でカミトは呟つぶやく。

　だが──

「なかなかに、よいものを見せてもらったぞ……」

「……っ!?」

　グレイワースは、魔剣を手にゆっくりと起き上がった。

（これで、だめなのかよ……！）

　カミトは絶望に満ちた表情でうめく。

〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉は、魔神級の精霊さえも一撃で葬ほうむる剣技だ。

　手加減などしていない。

　カミトは、あの一瞬のために残した〈神威〉をすべて解き放った。

　もっとも、撃ち込んだ十六連の斬撃のうち、まともに入ったのは、せいぜい二回──といったところか。あとはすべて見切られ、受け流された。

（──まさか、初見の〈烈華螺旋剣舞〉を受けきるとはな）

　否、正確には初見とは言い切れないのだろう。かつての記憶は失っても、〈絶剣技〉を修得した肉体は、それを覚えているのだから──

（く、そ……）

　グレイワースの頬ほおを血が伝う。

　彼女は、その血をぺろっと舐なめとった。

「ああ、これが──これが私の血なのか」

「……？」

　その瞬間。

　ゾクリ、と怖おぞ気けがした。

　なにか、よくないもの──

　決して目覚めさせてはならないものを、目覚めさせてしまったかのような──

　それは予感だった。

（……なんだ？）

　と、カミトは息を呑のむ。

　目の前の少女が、まるで別人になったかのような──

　──と、そのとき。

「──だめよ、まだその刻ときではないわ」

　空中のミレニア・サンクトゥスが、静かに口を開いた。

　穏やかな表情とは裏腹に、声にはかすかな焦しよう燥そうの色があった。

　そして、早口に、なにか聞き取れない異国の言葉──精霊語でも、古代精霊語ハイ・エンシエントでもない──を唱え、片手で印を切る。

　と、次の瞬間、グレイワースの足もとにドロリとした闇が生まれ──

　その小柄な身体からだを、あっという間に呑のみ込こんでしまった。

「な……」

　……一体、なんのつもりなのか──

　カミトが呆ぼう然ぜんとしていると──

　ミレニアはカミトを見て肩をすくめた。

「あなたに会わせるのは、まだ少し早かったみたいね。あの御お方かたの計画が台無しになってしまうところだったわ……」

「計画……？」

　ミレニアはふっと微笑ほほえむと、残念そうに首を振った。

「今日はここまでね。遊ぶのは、またの機会にしましょう、お兄ちゃん」

　と、先ほどと同じ印を切ると、ミレニアの姿もまた闇に呑み込まれ、消えてしまう。

　あとには、割れ砕けた石畳の地面。凄すさまじい戦いの痕こん跡せきだけが残された。

「逃げた……というわけでは、なさそうですね」

「ああ」

　と、カミトは頷うなずく。

　グレイワースは終始こちらを圧倒していた。

　こちらは切り札を使いきり、グレイワースにはまだ余力があった。

　あのまま戦っていれば、勝ち目はなかったはずだ。

　なぜ逃げたのか、不可解だった。

　レオノーラがゆっくりと剣を下ろして、言った。

「一体、何者ですか、あれは？」

「……」

　どう答えたものか、カミトは一瞬悩んでから──

「──俺の師匠だ」

　と、簡潔に答える。

「……そうですか、道理で」

　レオノーラは納得したように肩をすくめた。

「レオノーラ、助かった。また借りができちまったな……」

　カミトは頭をかきながら言った。

「まあ、それ相応の見返りはいただきたいですね」

　と、冗談めかして言うレオノーラ。

「ああ、俺にできることなら、なんでもするよ」

「なんでも、ですか……？」

　レオノーラは、じっとなにかを考えて、頬ほおを赤く染めた。

「で、では、いつか再会したときのために、考えておくとしましょう……」

　こほん、と咳せき払ばらいして、彼女は大剣を宙に放り投げた。

　レオノーラの〈竜殺しの聖剣バルムンク〉は、漆しつ黒こくの魔竜精霊〈ニーズヘッグ〉の姿に変化する。

〈ニーズヘッグ〉はレオノーラをその背に乗せると、大きく羽ばたいた。

　そのとき、カミトはふと思い出した。

（そういえば、ルビアはドラクニアに亡命するとか言ってた気が……）

「あ、レオノーラ、ちょっと待──」

　と、声をかけようとするカミト。

　だが、レオノーラを乗せた黒竜は颯さつ爽そうと羽ばたき、空へ跳び上がってしまった。

「──借りを返すのは、意外と早くなりそうだな」

　と、苦笑しながら呟つぶやくカミト。

「さて、と──」

　カミトは後ろを振り返る。

　フィアナが向かったのは、たしか一番大きい鐘しよう楼ろうのある方角だが──

「……って、なんだあれは？」

　街を覆い尽くすような巨大な球体に、カミトは眉まゆをひそめた。
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「フィアナ、まだなの!?」

「もう、爆発しそうだぞ──」

　フィアナの背後で防御の魔術を唱えつつ、クレアとエリスが必死に叫んだ。

　祭殿の〈封ふう絶ぜつ結界〉はすでに壊れ、入り口近くの石床がつぎつぎとめくれあがる。

　周囲の建物を呑のみ込こんで、あたり一帯を覆うほどに肥大化した〈重力精霊〉は、いまにも崩壊しそうだ。

　だが、フィアナは石せき碑ひの前で、詠唱に集中していた。

「カミトは間に合うかしら？」

　クレアが唇くちびるを噛み、不安そうに呟く。

　カミトを置いていくわけにはいかない。しかし、このままでは、あの〈重力精霊〉の崩壊に呑み込まれ、祭殿ごと木こっ端ぱ微み塵じんになるだろう。

　──と、そのときである。

　頭上で斬ざん閃せんが閃き、三角に切られた天井の石材が、ドスンッと落ちてきた。

「……ふああっ、な、なに!?」

　舞い上がった砂埃の中、降り立ったのは──

「悪い、待たせた……！」

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手にしたカミトだった。

「カミト！」

「祭殿の天井を壊すとは、バチがあたるぞ」

「悪い、入り口からは入れなかったんでな……ところで、あれはなんなんだ？」

「レシュキルの〈重力精霊〉が、暴走してるのよ──」

　重力精霊が、また大きく膨れ上がった。

　もう限界が近い──

「フィアナ、早く！」

　クレアが叫ぶ。

「我は帰還する、旧ふるき盟約に刻まれし、その地に──

　王家の血脈を継ぐ者──いまここに、〈門〉を開きたまえ──」

　フィアナが言葉を解き放った、その瞬間。

　渦巻く光の〈門ゲート〉が、虚こ空くうに出現した。

「……これが、王家の〈抜け道〉？」

「ええ、早く中に！」

　フィアナが叫んだと同時、〈重力精霊〉が一転して急速な収縮をはじめ──

「爆発するわ……！」

　直後、重力球が爆発した。






第二章　ウィンターガルフの祝宴






　さて、その頃。ローレンフロストのウィンターガルフ城では、城を挙げての祝宴が催もよおされようとしていた。

〈ジルニトラ〉によって壊滅した領地の復ふつ興こうのため、ひとり城に残ったリンスレットは、学院に戻ったカミトたちが投とう獄ごくされたことはもちろん、帝都で起きた皇帝暗殺未遂のこともまだ知らない。なにしろ、帝都とローレンフロストを繋つなぐキリア山脈の山道は、先日のジルニトラの大暴れによって崩れており、まともに行き来ができない状態なのだ。

　祝宴に沸く城の一室で、リンスレットは学院の制服に着替えていた。

「……はあ、早くカミトさんにお会いしたいですわ」

　と、ひとりそんなため息をついていると、

「リンスレットお嬢じよう様、ミレーユ様のお召し替えがすみました」

　メイド長兼〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉団長のナタリアが、ドアの外から声をかけてくる。

「い、いま行きますわ！」

　リンスレットはあわてて着替えを終えると、外の廊ろう下かに出た。

　廊下の前には、直立不動で立つナタリアの姿があった。

「ナタリア、その、今の独り言……」

「いえ、わたくしは何も聞いておりませんが」

「そ、そうですの……」

　リンスレットはひとまず、ほっと胸を撫なで下おろした。

「想おもい人に早く会われたいというお嬢様の心中、お察しいたします」

「ナタリア～！」

　ぽかぽかぽかぽかっ。

　顔を真まっ赤かにしたリンスレットが、メイド長の背中をぽかぽかしていると──

「ちょっと、お姉ねえ様さま、なにを遊んでいるの？　今日は私の大事な日なのよ」

〈神儀院〉の巫み女こ服を着た三女のミレーユが、廊下の向こうからやってきた。そのミレーユの背後に、影のように付き従うのは、専属メイドのミラ・バセット。そして、車輪付きの椅い子すに座る次女のユーディアだ。

　リンスレットはメイド長を叩くのをやめ、こほんと咳せき払ばらいした。

「ミレーユ、よく似合っていますわよ」

　リンスレットの言葉に、ミラが無言でこくこくと頷うなずく。

「そうかしら？　でもこの服、お城のドレスよりも動きにくいわ……」

　ミレーユは眉まゆをひそめると、儀式装しよう束ぞくの裾すそをつまみ、その場でくるくると回る。

「おやめなさい、はしたない振る舞いは、精霊に嫌われますわよ」

　と、回るミレーユの頭頂部を、リンスレットが押さえて止める。

「……そ、それは困るわ」

　ミレーユは急におとなしくなった。

　そう、ミレーユはこれから祠ほこらに向かい、精霊契約の儀式を執とり行うのである。

　ローレンフロスト伯はく爵しやく領は先日、長年、森の中で隠いん遁とん生活を続けてきた〈森の民〉と和解し、〈ジルニトラ〉に破壊された森の復ふつ興こうを約束した。それに対する返礼として、森の民はミレーユに、祀まつっている精霊の一ひと柱はしらを贈ることにしたのだ。

　精霊契約をする祠は、次女のユーディアが長年〈呪じゆ氷ひよう〉に閉ざされていた洞どう窟くつだ。因いん縁ねん深い場所なので、別の場所に変えようかという話も出たのだが、もう危険がないことはわかっていることだし、なんといっても、やはり、ローレンフロストで最も神聖な祠なので、結局、そこで儀式を執り行うことになったのだった。

「私の晴れ姿、カミトお兄様にも見て欲しかったわ」

　ちょっと残念そうに呟つぶやくミレーユ。

「でしたら、今度の〈冬とう至じ祭〉にお招きしてはどうかしら？」

　と、ユーディアが目を閉じたまま言った。呪氷から解き放たれ、体調は日に日に回復している彼女だが、まだ目に光は戻らない。

「あ、そうね。それなら、カミトお兄様にお姉ねえ様さまの晴れ姿もお見せできるし」

「ミ、ミレーユ、姉をからかうものではありませんわ！」

　顔を赤らめ、そわそわするリンスレット。

　ローレンフロストの〈冬至祭〉は、帝国内だけでなく、諸外国にも知られているほど有名なお祭りだ。祭りの最中は、さまざまな精霊の姿をかたどった雪像が街を埋め尽くし、大勢の観光客がおとずれる。……ちなみに、近年最も多く作られている雪像は、〈レン・アッシュベル〉の雪像であった。

〈冬至祭〉を取り仕切るのは、伝統的にローレンフロスト家の姫ひめ巫み女こなので、カミトを誘えば、自然な流れで晴れ着姿を見せることができるだろう。

「ミレーユ様、時間──」

　と、メイドのミラが言った。

「では、行きましょう──」

　車椅い子すのユーディアとメイド長のナタリアを残し、ミレーユたちは祠へ向かった。





　　　　◇






「……っ、……ててて……」

　クレアたちを抱きかかえ、輝く光の渦に飛び込んだ次の瞬間──

　カミトの身体からだは、真っ暗な闇の中に横たわっていた。

（ここは……？）

　──と、身を起こそうとしたところで、ある重大なことに気づく。

（……い、息ができない!?）

　カミトの鼻先に、なにか弾力のあるものが押し付けられ、呼吸を阻そ害がいしている。まさか、あの巨大な重力球に呑み込まれ、瓦が礫れきの下敷きになっているのだろうか──

（……生き埋めとか、シャレにならないぞ！）

　カミトはなんとか抜け出そうと、鼻先に押しつけられたものを掴つかんだ。

　ふよんっ。

　と、沈むようなやわらかい感触。指先にほのかな温かさを感じる。

（……な、なんだ？）

　その不思議な感触に、カミトは首を傾かしげる。

　ふよんっ。ふよふよんっ。

「ひゃんっ！」

「……!?」

　突然、カミトの頭上でそんな悲鳴が聞こえた。

「ほ、ほほ、炎よ、照らせ！」

　次の瞬間、暗闇の中に、ぼうっと小さな火球が浮かびあがる。

　そこにいたのは──

（……ク、クレア!?）

　カミトは胸中で叫んだ。

　火球を手にしたクレアが、きょとんとした表情で、カミトを見下ろしている。

（……ってことは、いま顔に覆おおい被かぶさってたのは、ひょっとして……）

　そう……、あの柔らかくてふよふよしたものは、クレアのお尻だったのだ。

「あ、ああ、あんた、なな、なにしてるのよ～……！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　顔を真まっ赤かにしたクレアが、真しん紅くの髪を猫のように逆立てる。

「ま、まて、俺は周囲の状況を確かめようとしただけで……」

　カミトはしどろもどろになってあとずさった。

「なんか気持ちいい感触だったから、つい……あ──」

「……～っ、こ、ここ、この変態、淫いん獣じゆう～！」

　涙目で怒るクレアの手に、〈炎の鞭フレイムタン〉が出現する。

「あ、あたし、お、お風呂入ってないのに……ばかぁっ！」

「き、気づいたら下敷きになってたんだ、ほんとだって……！」

　なんだか妙な理由で怒り出すクレアに、カミトはあわてて首を振り、

「……そ、それよりも、どこだここ？」

　立ち上がって、きょろきょろと周囲を見回した。

「む、誤ご魔ま化かしたわね……」

　クレアはむっとしつつも、手のひらにかざした火球であたりを照らす。

　天井からは無数の氷柱つららが生え、地面は固く凍りついている。……少なくとも、カミトたちのいた、あの祭殿ではないことはたしかなようだ。

（……というか、この場所、なんか見覚えがあるぞ）

　どこで見たのだろう。それほど前ではないはずだが……。

「俺、前にここに来たことがある……ような気がする」

「どういうこと？」

　眉まゆをひそめ、火球の光量を上げるクレア。

　──と、すぐ近くに、エリスとフィアナが倒れているのが見つかった。

「二人とも、大丈夫か？」

　カミトはしゃがみこむと、二人の肩を軽く揺さぶった。

「……う、ん……カミト？」

「……カミト君？」

　エリスとフィアナが目を開く。

「フィアナ、これはどういうことなの？　さっきの光の渦は一体──」

　クレアが矢や継つぎ早ばやに尋ねると、

「……どうやら、〈転移〉は成功したようね」

　フィアナは頭を押さえながら呟つぶやいた。

「転移？」

「ええ、あの祭殿は、王族が帝都の外へ脱出するための〈転移装置〉だったの」

「……なるほど、な。アルネウスに使うことができないってのは、そういう意味か」

　たとえ王家の血筋の者であろうと、精霊使いとしての力を宿さない者は、魔術装置を起動することはできない。もしアルネウスがあの場所の存在を知っていたとしても、追ってくることはできないというわけだ。

「それで、あたしたちは、どこに〈転移〉したの？」

「ええ、座標の指定にミスがなければ、たぶん……」

　と、そのときだ。暗闇の向こうから、人の気配が近付いてきた。

「……っ！」

　ハッと警戒する四人。

　カミトたち以外にも、あの光の渦を抜けて、追って来た者がいるのだろうか……？

　一同は緊迫した表情で、暗闇の奥に目を凝らした。

　と、そこに現れたのは──

「……そこに、誰だれかいるんですの！」

「リンスレット!?」

〈氷の矢〉をつがえたリンスレットと、目を丸くするミレーユだった。





　　　　◇






「はあ、本当にびっくりしましたわ……」

　ローレンフロスト辺へん境きよう伯はく領りよう──〈ウィンターガルフ城〉。

　城の大広間に通されたカミトたちは、テーブルに座り、ミラ・バセットの淹いれてくれた蜂はち蜜みつ入りの紅茶で冷えた身体からだを温めた。

「どうりで、なんか見覚えあると思ったんだよな……」

　紅茶のカップをテーブルに戻し、カミトが呟つぶやく。

　そう、あの氷に覆われた洞どう窟くつは、かつて、リンスレットの妹のユーディアが、〈水の精霊王〉の〈呪じゆ氷ひよう〉に囚とらわれていた場所だったのである。

　リンスレットは、ミレーユの精霊契約の儀式に付き添うため、あそこにいたらしい。

　その儀式も、カミトたちが洞窟を出たあとで滞とどこおりなく行われ、ミレーユはいま、新たな契約精霊となった、小さな〈雪イタチ〉を肩に乗せている。〈フェンリル〉のような迫力はないが、ミレーユに似て、すばしっこく、賢そうな精霊だ。もうミレーユに懐いている様子で、温かそうな毛皮で彼女の頬ほおをすりすりしている。

「ミレーユ嬢じよう、その、尻尾しつぽをモフモフしてもかまわないだろうか？」

　可愛かわいい動物好きのエリスが、ちょっと興奮した様子で尋ねる。

「いいわよ、はい」

　ミレーユがエリスの肩を掴むと、雪イタチの精霊はとてとてとエリスの肩に乗り、その首元にマフラーのように巻きついた。

「おお……こ、これは、すごく可愛いな」

　いつもの生き真面目まじめな表情を緩ませ、はにかむエリス。

（……いや、エリス、おまえが可愛いぞ）

　──と、突っ込むと怒られそうなので、カミトはその言葉を心にとどめておく。

「でも、〈転移〉が無事に成功してよかったわ。ローレンフロストじゃなくて、ケルザノスやファーレンガルトだったら、いろいろ面倒なことになっていたもの」

　と、フィアナが呟つぶやいた。

　あの祭殿の〈転移装置〉は、エルステイン、ファーレンガルト、ローレンフロスト、そして、ケルザノスの四大貴族の領地に〈門ゲート〉を開くものらしい。

　そのうち、取り潰されたエルステイン領に繋がる〈門〉はすでになく、ケルザノス家はアルネウス派貴族の筆頭、ファーレンガルト家は中立だが、アルネウスが正式に後継者に指名されれば、敢あえてフィアナを庇ひ護ごしようとはしないだろう。たとえ娘のエリスがいたとしてもである。現状、オルデシア帝国内で唯一、庇護を求められるのが、リンスレットのいるローレンフロスト辺へん境きよう伯はく領りようだったというわけだ。

「……とにかく、王女殿下が無事でよかったですわ」

　リンスレットがそう言うと──

　フィアナはきゅっと唇くちびるを噛み、カミトたちの顔を見回した。

「……ええ、本当に……ありがとう。みんなが来てくれなかったら、私……」

　と、震える声で口を開く。

　いままで、ずっと気き丈じように振る舞っていたフィアナだが、安全な場所に来たことで、一気に緊張の糸が切れたのだろう。声にかすかな嗚咽おえつが混じっていた。

「と、当然でしょ、あんたは〈チーム・スカーレット〉の仲間なんだから」

　照れたようなクレアの言葉に、ああ、と頷うなずくカミト。

　フィアナは指先で涙をぬぐうと、また、もとの気丈な顔に戻って言った。

「でも、カミト君たちは、どうやって帝都に潜入したの？　とくに貴族街区画は、まともな方法では入れないはずよ」

「ああ、それは話せば長くなるんだが……」

　と、カミトは前置きして、

「実は、フィアナの救出作戦を立案したのは、ルビアなんだ」

「ルビア様が？」

　フィアナが薄闇色の目を見開く。

　カミトは、飛行艇レヴアナントの中でルビアと話したことを、フィアナに聞かせた。

　オルデシア帝国を蝕む聖国の陰謀、人間界のどこかに転生した〈火の精霊王〉。そして、現オルデシア王家に対して、正統オルデシアを宣言すること──。

「正統オルデシア？」

「ええ、姉ねえ様さまはフィアナを旗はた印じるしにして、聖国の傀かい儡らいとなった帝国に対抗するつもりよ」

　訊きき返すフィアナに、クレアが頷いた。

「正統オルデシアを宣言するとなれば、王女殿下は、オルデシア王家に公然と叛はん旗きを翻ひるがえすことになりますわね」

「そう……そういうことになるわね」

　フィアナはうつむき、真剣な表情でじっと考え込む。

「べつに、いますぐに答えを出す必要はないと思うぞ」

　カミトは言った。その選択は、生まれ育った故国を、自身の家族さえも裏切り、敵対するということだ。

　すぐに答えを出せるものではないだろう。もし、フィアナがルビアの計画を拒こばんだとしても、カミトはフィアナの意思を尊重するつもりだった。クレアやエリス、リンスレットもきっと同じ気持ちだろう。

　だが、フィアナはすぐに顔を上げると、カミトたち一同を見回して──

「いいわ。私、正統オルデシアの女帝になる」

　きっぱりと、そう宣言した。

「フィアナ、いいのか？」

「ええ、私は女帝となって、〈聖国〉と戦うわ──」

　尋ねるカミトに、しっかりと頷うなずくフィアナ。

　覚悟の決まったフィアナの表情に、カミトたちは顔を見合わせる。

　そして──

　最初に手を伸ばしたのは、クレアだった。

「……わかった。その覚悟に乗るわ、フィアナ」

「ああ、私も祖国のために、王女殿下、あなたとともに戦おう」

　エリスが手を重ね、その上に、カミトが無言で手を重ねる。

「……わかりました。わたくしも、共にゆきますわ」

　と、リンスレットも覚悟を決めた表情で手を重ねる。

「リンスレット、あんたはローレンフロストを治める必要があるでしょ」

「この城はひとまず、ミレーユが城じよう代だいとして治めますわ」

　眉まゆをひそめるクレアに、リンスレットは自信たっぷりに言い切った。

「ミレーユって……本当に大丈夫なの？」

「この子はもう、契約精霊を使し役えきできる歳としですわ。それに、ウィンターガルフには〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉がいますもの」

「ええ、大丈夫よ。お姉ねえ様さまがいない間、立派に城代を務つとめて見せるわ。ミラもいるしね」

　ミレーユが頷くと、背後に控えたミラ・バセットがこくりと頷く。

「たしかに、アルネウスも、国内の貴族を掌しよう握あくできていない状態で、ローレンフロストの〈白狼騎士団〉を敵に回したくはないでしょうね……」

　と、クレアが冷静に分析する。表向き、帝国に服従する姿勢さえ見せていれば、帝国防衛の要かなめである辺境領に手を出すことはないだろう。

　手を重ねた四人の視線が、フィアナに集まる。

　フィアナは──

「……みんな、ありがとう」

　目尻に浮かんだ涙をぬぐうと、こくりと頷き、最後に手を乗せた。

「それで、これからどうしますの？」

　と、リンスレットが尋ねる。

「まずはルビアの〈飛行艇レヴアナント〉と合流しないとな……。帝都軍の目を引くために、ヴェルサリアたちが囮おとりになってくれてるはずだ」

「私の〈シムルグ〉を使いに出そう。何よりも早く、確実な連絡手段だ」

　エリスが召しよう喚かんの詞ことばを唱えると、翼を広げた〈魔風精霊シムルグ〉が虚こ空くうに姿を現した。エリスが耳元で、二言、三言呟つぶやくと、シムルグは大きく羽ばたき、空の彼方かなたへ飛んでいく──

「騎士団長の鳥さんが戻るまで、みなさん、このウィンターガルフの城でゆるりと休んでいくといいですわ。ちょうどミレーユの祝宴もあることですし」

　リンスレットは立ち上がると、優ゆう雅がに髪をかきあげた。

「悪いな、リンスレット。いろいろ迷惑かけちまって」

「なにを仰おつしやいますの。カミトさんは、ローレンフロストを救ってくれた恩人、返しきれないほどの恩義がありますのよ」

「祝宴もいいけど、その前に禊みそぎがしたいわね」

　クレアが自分の制服を見下ろして言った。

「ええ……私、三日以上禊ぎをしていないし」

　と、フィアナはカミトをチラッと見ながら、恥ずかしそうに顔を赤らめた。

　彼女は、皇帝暗殺未遂事件のあったあの日から、ずっと牢ろう獄ごくに閉じ込められていたのである。看かん守しゆがわりの姫ひめ巫み女こが、定期的に身体からだを拭ぬぐいてくれてはいたが、やはり、聖性は大きく落ちていた。あの状態で〈ゲオルギウス〉を召喚できたのは、ひとえに、契約精霊との並外れた絆きずなの強さゆえだろう。

「急いでお風呂を用意させますわ」

　リンスレットは頷うなずくと、城のメイドたちに素早く指示を出しはじめた。





　　　　◇






　帝都での監禁によって衰すい弱じやくしきっていたフィアナは、城の治療師の診療を受けた後で、城の外にある露天の禊ぎ場に案内された。

　診療の必要のないクレアとエリスは、先に禊ぎを終えて、リンスレットと一緒に、中庭で祝宴の準備を手伝っている。

　屋外にある脱衣所は、凍いてつくような寒さだった。

　震えながら、破れたドレスを脱ぎ、下着をおろして一いつ糸し纏まとわぬ姿になると、フィアナは二の腕の肉をつまみ、小さくため息をつく。

「……ずいぶん痩やせちゃったわね、肌も荒れてるわ」

　数日間にわたる投とう獄ごく中、禊みそぎをすることはおろか、水以外には満足な食事さえ与えられることがなかった。また、外界の情報が遮断された中、いつ処刑されるともしれない恐怖は、彼女の精神ばかりでなく、肉体をも確実に蝕むしばんでいたのだった。

　フィアナはゆっくりと、濡れた岩場に腰を下ろした。

　露天の湯に足の指先を浸つけると、じんと心地のよい痛みが肌を刺激する。

「はぁ……」

　ゆっくりと肩まで浸かると、思わず、そんな吐息が洩もれた。

　天然の温泉ではないが、火の精霊鉱石を使って温めた湯は十分に温かく、衰すい弱じやくした肉体を癒いやしてくれる。〈神威カムイ〉が体内を循環し、失われた聖性が回復するのを感じる。

　フィアナは目をつむり、ゆっくりと呼吸した。

　そうしていると、ようやく、本当に安あん堵どの心を感じることができた。

（ここはもう、あの牢ろう獄ごくじゃないのね……）

　灰色にけぶる寒空を見上げ、胸中で呟つぶやく。

　だが、ほっとしていられるのは、きっと今のうちだけだろう……。

　ルビアの計画する〈正統オルデシア〉──その君主になるということは、すなわち、強大なオルデシア帝国に叛はん旗きを翻ひるがえすということだ。

　あるいは、帝国を二分する大きな内乱になるかもしれない。

（オルデシアを聖国の傀かい儡らいにはさせられない……でも──）

　不安だった。一度覚悟を決めたつもりでも、やはり、心は揺れてしまう。

（大丈夫、私はもう、あの頃の〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉じゃない……）

　フィアナは、濡れた胸を両手でかき抱いた。そうしていると、カミトに抱きしめられた、あのときの感触を思い出し、思わず唇くちびるがほころんだ。

（あのときのカミト君、ちょっと、様子がおかしかったけど……）

　フィアナの前に現れ、レシュキル・ハーシュキルトを倒したときのカミトは、いつものカミトと違って、ちょっと怖い感じがした。

（でも、ああいうカミト君も、たまにはいいかも……）

　力強く抱かれ、唇を奪われたときの記憶が蘇よみがえり、頬ほおがカアッと熱くなる。

　あのとき、なにか暴力的な力がフィアナの身体からだの中で荒れ狂い、〈神威〉がほとんど尽きた状態でも〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開することができたのだ。そして、吹き荒れる暴風のようなその力は、いまなお彼女の身体の奥で、熾おき火びのように燻くすぶり続けている。

「はぁ……、ん……」

　だんだんと身体の芯しんが火ほ照てってくるのを感じ、フィアナはかすかな吐息を洩らした。

（……っ、だめ、鎮しずめないと……）

　フィアナの指先が、自然と胸の尖せん端たんに伸びる。

「……ぁ、んっ……！」

　甘く痺しびれるような痛みは、彼女がそれまで感じたことのない、未知の感覚だった。

　フィアナは痛みで身体からだの火ほ照てりを誤ご魔ま化かそうと、肌に必死に爪つめを食い込ませた。だが、それはかえって、燻くすぶる熾おき火びに薪まきをくべてしまったようだ。

「……んっ、あ……、ふぅ……あっ、ぅんんんっ……！」

　艶つややかな桜色の唇くちびるから、甘い声がこぼれる。

「……だ、だめ……、こんな、の……どうして……？」

　……いや、原因はわかっている。きっと、カミトのことを考えたからだ。

　だんだんと意識が朦もう朧ろうとしてくる。

（こ、このままじゃ、私、おかしくなっちゃう……）

　フィアナは、いったんカミトのことを頭から閉め出そうと、目を閉じて呼吸を整えた。

　どんな状況にあっても精神を落ち着ける方法は、〈神儀院〉の修行でマスターしたはずだった。何日も冷水の中に潜るような、過酷な修行である。だが、そんな術をもってしても、身体の火照りは止まらない。むしろ、考えないようにすればするほど、カミトの顔が脳裏に浮かんできてしまう……。
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（……～っ、こ、こんなはしたないこと、考えたら、だめなのにっ……！）

　清らかな姫ひめ巫み女こであるフィアナが、これまで考えたこともないような、おぞましく淫みだらな妄想が、頭の中を洪水のように押し寄せてくる……。

　その中には、現実のカミトが決してしないようなことも含まれていた。もっと、玩具おもちやみたいに乱暴に扱って、めちゃくちゃに蹂じゆう躙りんして欲しい……そんな隠れた欲望が自分の中にあったことに気づき、フィアナは羞しゆう恥ちに悶もだえる。

（さ、最低だわ、私、カミト君にこんなこと、して欲しいだなんて……）

　こんなことを考えているなんて知られたら、きっと、嫌われてしまう……。

　フィアナは、自分を罰するように、肌に爪つめを突き立てた。

　白い肌に赤い傷跡が刻まれる。それでも身体からだの疼うずきはとまらない。

「……ぁっ、ん、ゃあんっ……！」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、フィアナの指先が、胸から下腹部へ滑るようにおりていく……。





　　　　◇






「……ん？」

　岩場に座り込んでいたカミトは、ふと顔を上げた。

　カミトは、禊みそぎ場から少し離れた場所で、密ひそかにフィアナの護衛をしていたのである。

　安全なウィンターガルフ城の敷地内とはいえ、祝宴がはじまれば、近隣の領民たちが城の中に押し寄せてくる。その中に、聖国やアルネウス派の間かん者じやが紛れこんでいる可能性は十分にあった。

　近くでなにかおかしな動きをする者がいれば、即座に動く用意はできていた。

（……いま、フィアナの声が聞こえたような）

　フィアナが悲鳴を上げれば、すぐに駆けつけることのできる距離だ。しかし、いまの声は悲鳴というにはあまりにか細い。それこそ、〈教きよう導どう院いん〉で訓練されたカミトの聴ちよう力りよくがなければ、聞き取ることができないほどの声だった。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の柄つかに手をかけ、そっと立ち上がった。

　そして、フィアナが禊ぎをしている岩場のほうに耳を澄ませる。

　……ぁ、んんっ……カミ……ト君、たすけ……、て……

「……っ！」

　瞬間、カミトは弾かれたように走り出した。

　岩場を蹴って一気に上まで駆け上ると、〈神威カムイ〉で強化した脚力で石壁を跳び越える。

「フィアナ、大丈夫か！」

　禊ぎ場の岩に着地すると、たちこめる湯ゆ気げを剣けん風ぷうで薙なぎ払った。

　──と、湯船の中でぐったりとしているフィアナの姿を発見する。

「──ぁ、んっ、はぁ、はぁ、はぁ……」

「フィアナ！」

　カミトはあわてて駆け寄ると、フィアナの身体からだを抱え上げ、湯船の外に横たえた。

　初めて目にする彼女の裸身に、思わず、顔が赤くなるが、いまはそんなことを気にしている場合ではない──。

「はぁ、はぁ……カミト……君……？」

　フィアナはぼんやりとした様子で、目をしばたたかせた。

「どうした？　のぼせちまったのか？」

　と、カミトは羽織っていた上着を彼女にかける。

　フィアナはゆっくりと指先を伸ばし、カミトの腕を掴つかんだ。

　とろん、と蕩とろけた薄闇色の瞳ひとみが、カミトを見つめてくる……。

「ごめん、なさい……急に、身体が熱くなって……ぁ、ん……♪」

　ぴくん、とフィアナの身体が痙けい攣れんしたように跳ねる。

　そのとき、カミトは見てしまった。

　フィアナの首筋に、紋章のような痣あざが浮かんでいるのを──。

（……これは!?）

　それは、どこかレスティアの〈精霊刻印〉に似た印象のある紋もん様ようだった。だが、それよりもずっと複雑で、禍まが々まがしい──。

「まさか、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の刻印……！」

　カミトはハッと息を呑んだ。帝都に乗り込む前、飛行艇レヴアナントの甲かん板ぱんで交わした、ルビアとの会話を思い出したのだ。

　──〈魔王〉の姫ひめ巫み女こ。千年前、魔王スライマンは、征服した国の姫巫女たちを寵ちよう姫きとし、彼女たちに〈闇の精霊王〉の力を分け与えたという。カミトが口づけによって与えたその力が、いま、フィアナの肉体を蝕み、苦しめているのだろう……。

「……んっ、あ、んっ……はぁ、はぁ……」

　カミトの腕の中で、苦しそうに悶もだえるフィアナ。

　エリスやリンスレットのときは、こんなことにはならなかったはずだが……なにしろ、フィアナとキスしたときは、カミト自身が闇の力に呑み込まれる寸前だった。おそらく、その影響をより直接的に受けてしまったのだろう。

（……っ、どうすればいい？）

　カミトは唇くちびるを噛んだ。城の治療師のところへ連れて行っても無駄だろう。闇の力が鎮まるのを、ただ待つしかないのだろうか……。

　フィアナはカミトの腕をしっかりと握りしめ、歯を立てて噛んでくる。そうしていると、荒かった呼吸が、少し落ち着きを取り戻してくるようだ。

「……んっ、カミト君、ごめんなさい……、こんな……ぁんっ！」

「……大丈夫だ。落ち着くまで、こうしてる」

　カミトは上着の上から、フィアナの身体からだを強く抱きしめた。

　そのまま、しばらくすると……、フィアナの呼吸はゆっくりと収まった。

　カミトの肩や二の腕には、赤い噛みあとがいくつもできていた。

「もう、落ち着いたか？」

「え、ええ……」

　カミトの腕の中で、フィアナは恥ずかしそうに俯うつむいた。

「……悪い、俺のせいだ」

「……え？」

「その、帝都でフィアナとキス、しただろ？　あのとき、俺の中にあった〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力の一部が、フィアナの中に流れ込んじまったんだと思う」

「そう……あの力は、〈闇の精霊王〉の力だったのね……」

　それはフィアナも薄々気づいていたようで、こくりと小さく頷うなずく。

「あ、あのときは、自分でも、理性の箍たがが外れちまってて……その、すまん」

「わかってるわ。あのときのカミト君、明らかに様子がおかしかったもの」

　うなだれて謝るカミトに、フィアナはくすっと微笑ほほえんだ。

　それから、顔を真まっ赤かにして、

「あの……さっきのこと、秘密にしてね」

「あ、ああ、もちろん……」

　小声で囁くフィアナに、こくこくと頷くカミト。

　──そこでふと、カミトはあることを思い出した。

「秘密といえば、グレイワースのことなんだが──」

「……ええ」

「クレアたちには、まだ話さないでおいたほうがいいと思う。あいつらにとって、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は憧れの存在なんだ。いま話すのは、ショックが大きいだろう」

「そのほうがよさそうね。せっかくのお祝いの日なんだし」

「ああ、話すタイミングは、ルビアと合流してからにしよう」





　　　　◇






　夕暮れ時。

　ミレーユの精霊契約記念の祝宴は、城の広大な中庭を開放して催もよおされた。

　中庭のあちこちでかがり火が焚たかれ、テーブルの上にはご馳走が並んでいる。

　蜂はち蜜みつを塗って炙あぶった雉きじ鳩ばとの丸焼きに、カブとレンズ豆のスープ、香こう草そうに包んで蒸し上げたローレンフロスト特産の川魚に、鹿肉のローストビーフ、燻くん製せいにしたウズラの卵、チーズをたっぷりとのせた焼きたての大麦パン……、また、地下の酒蔵も開放されて、集まった近隣の領民たち全員に上等なワインが振るまわれ、子供や酒を飲めない者には、ソーダで割った果実水が用意された。

「なんだか、すごい大盤振る舞いだな」

　中庭の片隅に置かれたテーブルで、カミトはパンを口にしながら言った。

　挽ひき肉にくと煮込んだ野菜を詰め、たっぷりのころもをつけて油で揚げたパンである。ローレンフロストの名物で、出されたそばからすぐになくなるほどの人気ぶりだ。

「ええ、これで少しでも、復ふつ興こうへの士気が高まればと思いましたの」

　ホットワインを口にしながら、リンスレットが答える。ちなみに、厨ちゆう房ぼうで料理の指揮をとったのは、リンスレット本人である。量が量なので、彼女が直接料理の腕を振るったわけではないが、さすが、どの料理の味つけも絶品だった。

　中庭の中央に設けられた祭壇の上では、儀式装しよう束ぞくに身を包んだミレーユが、雪イタチの契約精霊と一緒に演えん舞ぶを舞っている。

　まだ九歳だというのに、なかなかに見事な演舞だ。

「リンスレット様、オルノール領の領主が、ぜひご挨あい拶さつをと」

「わかりました、いま行きますわ」

　メイド長のナタリアに呼ばれ、リンスレットが立ち上がる。彼女はさきほどから、地方領主への挨拶にあちこち歩き回って忙しそうだ。

　クレア、エリス、フィアナの三人は、それぞれ人気の料理の列に並んでいるようだ。

　と、おもむろに、カミトの袖そでがくいくいと引っぱられる。

　見ると、いつのまにか人間の姿に戻ったエストが、カミトをじーっと見つめていた。

「エスト、なにか好きなもの、とってきてやろうか？」

「はい、私はお腹なかがすきました」

　こくり、と頷うなずくエスト。

「エストはがんばってくれたもんな──」

　なにしろ、あのグレイワースの剣と何度も打ち合ったのだ。並の精霊なら、最初の一撃を受けただけで、粉々に砕け散っていただろう。

　カミトが料理の皿を手に、立ち上がろうとする。と──

「もし、そのお嬢じようさんは、精霊ではありませぬか？」

　領民の老婆が声をかけてくる。

「ああ、そうだけど……」

「おお、やはりそうか。人の姿をした精霊を見るのは、生まれて初めてじゃ……、ありがたや、ありがたや……」

　老婆が手を摺すり合あわせてエストを拝おがみはじめると、周囲の領民たちも集まってきて、エストを拝みはじめる。最高位の精霊が人型をとることはよく知られているが、アレイシア精霊学院に通う学院生たちでさえ、人型精霊を見る機会はまずないといっていい。

　領民たちはエストのために、料理を盛りつけた皿をつぎつぎと持ってきた。

「人間に崇すう敬けいされるのは、とてもひさしぶりな気がします……、はむ、はむ……」

　勧められるがままに、料理を食べ続けるエスト。

　……なんだか、妙に癒いやされる光景だった。

「カミトも食べさせてください」

「わかったわかった」

　カミトは揚げたてのドーナツをちぎって、エストの口もとにはこぶ。

「はむっ……おいしいです、カミト」

「いてて……エスト、俺まで食べないでくれ……」

　指ごと食べようとするエストに、カミトは苦笑する。

「ニャーニャー！」

　と、こんどはカミトの足もとで火猫が鳴いた。
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「お、スカーレットもいるか？」

「ニャー……」

　カミトは野菜で巻いた鹿肉を手に乗せて、スカーレットに食べさせる。

「ちょっと、勝手にスカーレットに餌え付づけしないでよね」

　と、皿にたくさんの料理を盛りつけたクレアたちが戻ってきた。

「あ、えっと……カミト君の分も、もってきたわ」

「あ、ああ……」

　顔を合わせたカミトとフィアナは、さっきのことを思い出したのか、頬ほおをわずかに赤らめ、気まずそうに目を逸そらす。

「制服、あったのか」

「ええ、着替えは〈ゲオルギウス〉の中に収納していたから」

　フィアナがテーブルに着くと、カミトは小声で尋ねた。

「その……、もう、大丈夫なのか？」

「え、ええ……カミト君のおかげで、収まったわ」

　こくり、と頷うなずくフィアナ。

「……なんの話をしてるの？」

　そんな二人の様子に、クレアが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。





　　　　◇






　祝宴は夜更けまで続き、招かれた近隣の領民は、大いに宴うたげを愉たのしんだ。もっとも、主役のミレーユはまだ子供なので、だいぶ早くに眠りついたようだ。

　響き渡る楽団の音楽を聞きながら、カミトも、用意された寝室のベッドに戻った。

　部屋の中ではなぜか、メイドのミラがカミトのシーツにくるまってごろごろしていたが、カミトがいることに気付くと、テキパキとシーツをととのえて、

「それではカミト様、お休みなさい」

　ぺこり、と丁てい寧ねいに頭を下げて出ていった。

「……なんだったんだ？」

　と、首を傾げながら、寝間着に着替えてベッドに寝転ぶカミト。

　ベッドはとてもやわらかく、沈み込むような心地だった。

　カミトは両手を投げ出して、天井を見上げた。

　ふさがったはずの脇わき腹ばらの傷が、かすかに疼うずく。

（……グレイワース、まさか、あんたが俺たちの敵になるなんてな）

〈魔女〉と剣を打ち合わせた両手には、いまなお、痺しびれるような生々しい感覚が残っている。三年前に嫌というほど味わった、懐かしい感覚だった。

　これほどの剣けん戟げきを交わしたのは、本当にひさしぶりだ。そもそも、カミトとまともに剣を交わせる精霊使いは、片手で数えるほどしかいなかった。

　三年前に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝で戦った、聖騎士ルミナリス、聖女の力を得たルビア・エルステイン、〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ・リザルディア、クイナ帝国代表〈四神スーシン〉のシャオ・フー、そして、ドラクニアの竜騎士レオノーラ・ランカスター……。

（……レオノーラか。あいつには、また助けられちまったな）

　あのとき、レオノーラには、カミトに助すけ太だ刀ちする理由はなかったはずだ。

〈精霊剣舞祭〉のときも、彼女はカミトに正面から戦いを挑み、敗れたあとは、約束通りエリスとリンスレットに力を貸してくれた。

　同じ精霊使いとして、本当に尊敬できる好こう敵てき手しゆだ。

　ルビアの計画では、〈正統オルデシア〉の宣言は、ドラクニア竜公国の庇ひ護ごを得て行うということだったが、そこで、ふたたび彼女とまみえることもあるのだろうか──

　そんなことを考えながら、瞼まぶたを閉じると、すぐに睡魔が襲ってきた。





　　　　◇






　──カミト、ねえ、カミト、どこにいるの……？

　はてしなく続く、無む窮きゆうの闇の中……、彼女の声が聞こえてくる。

（レスティア……お前なのか？）

　その声に導かれるまま、カミトは手探りで闇の中を進んでいく……。

　と、わだかまる闇の中心に、なお昏くらい闇の塊かたまりがたたずんでいた。

　それは、美しい漆しつ黒こくの翼を閉じて蹲うずくまる、闇精霊の少女だ。

（レスティア、俺はここだ！）

　彼女に向かって、カミトは懸命に手を伸ばし──




「……っ！」

　カミトはハッと目を覚ました。

（……夢、か）

　額ひたいの汗を拭ぬぐい、ゆっくりと起き上がる。

　窓の外は暗い。まだ夜明け前のようだった。普段はスカーレットか、ベッドに潜り込んでくるエストに起こされるのだが、こんな時間に目が覚めるのは珍しい。

（……レスティアの夢、見るのはひさしぶりだな）

　レスティアを探して放ほう浪ろうしていた三年間は、それこそ毎晩のように、彼女の夢ばかりみていた。幼い頃の甘い夢もあれば、ひどい悪夢もあった。

　ここ最近は、そんな夢をみることもなくなっていたのだが──

「……っ!?」

　ふと、左手にかすかな痛みが走った。思わず、手の甲を確認するが、消えたレスティアの〈精霊刻印〉が復活したわけではないようだ。

　たまにある、感覚の錯覚だ。グレイワースと剣を交えたことで、かつて、彼女と共にあったときの記憶が刺激されたのだろう──そう結論づけて、ベッドから起き上がる。

　なんだか、もう一度眠る気にはなれなかった。

　左手に革手袋を嵌はめ、部屋の外に出る。

　刻印が失われたとき、一度は捨てた手袋だが、記憶を失ったレスティアが戻ってきたので、ふたたび身に着けることにしたのだった。

　カミトは廊ろう下かを進み、城のバルコニーに出た。

　月はまだ明るい。下の中庭を眺めると、酔いつぶれた兵士や領民、ワインの樽たるがそこらじゅうに転がっていた。

　手て摺すりに体重を預け、しばらく、夜風にあたっていると──

「カミト、なにしてるの……？」

　と、声をかけられる。

　振り向くと、寝間着姿のクレアだった。

「クレア、どうしたんだ？」

「うん……なんだか、眠れなくて」

「そうか……」

　クレアはカミトの隣に来ると、こてん、と頭を預けてきた。

「クレア、お前……酔ってないか？」

「ん、ちょっと、ワイン……、飲みすぎたかも」

　頬ほおにほんのり赤みがさしている。普段は子供っぽいところのあるクレアだが、ツーテールの髪をおろし、ほろ酔い顔の彼女は、なんだかとても色っぽい。だが、そんなことを言えば、たちまち炎の鞭フレイムタンが飛んできそうなので、カミトは口をつぐんだ。

　クレアは〈氷華の森〉の上に広がる星空を眺めながら、

「いろいろ、すごいことになってきちゃったわね」

「ああ、そうだな」

　と、頷うなずくカミト。

「……なんだか、あんたと出会ってから、すごく遠くへ来た気がするわ」

「俺もだよ」

　学院に来たばかりのカミトは、ただ、レスティアを取り戻すことだけを考えていた。

　でも今は、世界の命運を握る戦いに巻き込まれようとしている──。

「あの頃のあたしは、姉ねえ様さまに会うことに必死だった。いろいろ無む茶ちやもしたし、あ、あんたにも、迷惑かけたわよね」

「まあ……、出会い頭かしらに、いきなり消し炭にされかけたからな」

「そ、それは、カミトがあたしの裸を見て……、こ、子供の裸には興味ないとか言ったからじゃない！」

「……そういえば、そうだったな」

　思い返してみれば、けっこうヒドイ台詞せりふだったような気がする……。

「あ、あたし、男の子に裸見られるのなんて初めてで、ショックだったんだから……」

「それは、悪かった。……すまん」

　カミトは素直に謝った。

「でも、あんな最低の出会いだったけど──」

　と、クレアは一瞬、口をつぐみ、

「カミト、あたし、あんたに出会えてよかったわ」

　俯うつむいたクレアの表情は、夜の暗がりでよく見えない。彼女がそんな素直な気持ちを口にしたのは、ワインで酔っているから、だろうか──？

「俺もだ。あのとき、〈精霊の森〉の中でお前と出会えた偶然に感謝してる」

　言って、カミトはクレアの頭にぽんと手をのせる。

　──そう、偶然だ。魔王の転生者であるカミトが、クレアを助け、エストと契約することになったのは、ただの偶然。

　決して、誰だれかが定めた運命なんかじゃない──

　その偶然は、運命などよりもはるかに尊とうといと、カミトは思う。

「カミト……」

　クレアが顔を上げて、カミトを上目遣いに見つめる。

　そして、なにかを決意したかのように息を吸い込み──

「あ、あのね、カミト……、あ、あたし……」

　──と、そのときだった。

　ふとカミトは、夜空の向こうで、なにか光がまたたいたのに気付く。

「あれは……？」

　光はゆっくりと、このウィンターガルフ城に近付いてくる。

　それは、軍用艇ていの放はなつサーチライトの明かりだった。

「まさか、帝国騎士団？」

「いえ、あれは……姉ねえ様さまの軍用艇ていだわ！」

　クレアが叫んだと同時──

　キリア山脈の向こうから、軍用艇てい〈レヴァナント〉がその姿を現した。






第三章　姉妹の距離






　夜明け頃──。

　改造軍用艇てい〈レヴァナント〉は、昇りはじめた朝日に照らされながら、ウィンターガルフ城下に広がる〈氷華の森〉に着ちやつ艦かんした。

　船体の装甲は無残に剥はがれ落ち、いたるところに損害ダメージを受けているのが見受けられる。

　帝都の郊外で、オルデシアの空戦騎士団と激しい戦闘を繰り広げたのだろう。

　カミトたちは急いで出しゆつ立たつの準備を整え、船の前に集まった。

「ナタリア、あとはまかせましたわ」

「はい、〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉一同、全身全霊でミレーユ様をお守りします」

　騎士団長のナタリアが背筋を伸ばして敬礼すると、背後に控える者たちも揃そろって敬礼する。〈白狼騎士団〉だけでなく、城仕えの兵士たち全員が見送りにきていた。それだけで、リンスレットがいかに城の者たちに慕したわれているかわかるというものだ。

「ミレーユ、あなたもナタリアやミラの言うことを、ちゃんと聞くんですのよ」

「大丈夫よ。お姉ねえ様さまが帰ってくるまでに、きっとローレンフロストを復ふつ興こうしてみせるわ」

　ミレーユが大きく頷き、

「ミレーユ様のことは、まかせて」

　ミラ・バセットもぽつりと呟つぶやく。

「私も、ローレンフロストの息女として、できる限り力になるわ」

「ユーディア……」

　リンスレットは、車椅い子すに座ったもうひとりの妹を強く抱きしめた。

「なんだかんだで、ローレンフロストは大丈夫そうだな」

「ええ、ここの家か臣しんはみんな優秀だし、心配ないと思うわ」

　と、クレアが頷うなずく。

　やがて、軍用艇ていのハッチが開き、金属製のタラップが下りてきた。

　そこに姿を現したのは、軍服姿のルビア・エルステインだ。

　彼女はタラップの上から、カミトたちを見下ろして、

「フィアナ・レイ・オルデシアの奪還は、首尾よく成功したようだな」

「ああ、あんたの手配した〈骸連盟マーダーズ〉の商人には裏切られたけどな」

　と、カミトは彼女に皮肉を返した。

　あのとき、特務騎士ヴィレイ・ブランフォードの手引きがなかったら、カミトたちはいまも帝都の地下を彷徨さまよい続けていただろう。

「〈禿はげネズミ〉が裏切ったか……、金は十分に積んだはずだがな」

「あっさり〈聖国〉に寝返ったよ。金で動く連中をあまり信用するな」

「──覚えておこう」

　と、ルビアはフィアナのほうに向きなおり、

「覚悟は決まったか？　帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシア」

「ええ、私はあなたの駒になるわ、ルビア様──いえ、ルビア・エルステイン」

　フィアナは、ルビアの瞳ひとみをまっすぐに見つめ返し、臆することなく言い放った。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉と〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉──かつて、〈神儀院〉での親友同士だった二人の視線が、つかのま交こう錯さくする──。

「よかろう──、半はん刻とき後に会議を行う。船内で休んでおくがいい」

　ルビアは軍服の外がい套とうを翻ひるがえすと、軍用艇の中に戻っていった。

「あ、姉ねえ様さま……」

　と、クレアが声をかけようとして……、すぐに口をつぐんだ。

「どうしたんですの？」

「あたし、まだ姉様とちゃんと話をしていないわ……」

　クレアは沈んだ声で言った。

　たしかに、せっかく再会したというのに、二人はまともに姉妹の会話をしていない。

　冷徹で、触れれば切れそうな印象のあるルビアだが、それはカミトが昔の彼女を知らないからで、クレアが幼かった頃は、また違ったのかもしれない。

　おそらく、クレアの知る彼女とは、決定的に変わってしまったのだろう──

　狂乱した〈火の精霊王〉が地上の街を滅ぼした、あの日に。

「ま、焦ることはないと思うぞ。ドラクニアに着く前に、話す機会はいくらでもある」

　カミトはクレアの肩にぽんと手を乗せる。

「うむ、私と義あ姉ね上うえも、最近までまともに会話をしたことはなかったしな」

「……そ、そうね、やってみるわ」

　クレアは頷うなずくと、きゅっと唇くちびるを噛んだ。





　　　　◇






　カミトたちは荷物をまとめ、船の中に乗り込んだ。クレアとリンスレット、フィアナは同じ部屋、エリスはヴェルサリアと一緒の部屋割だった。

　カミトはエスト、レスティアと一緒の部屋だ。

「えっと、ここか……」

　ルビアの部下の少女に案内され、割り当てられた部屋のドアを開けると、

「あ、カミト……」

　と、部屋の中にいたメイド服姿のレスティアが、驚きの表情を浮かべる。

　どうやら掃除をしていたようで、小さなはたきを手にしていた。

「もう到着してたのね、気付かなかったわ……」

「この部屋、窓がないからな……」

　カミトは入り口の壁にエストを立てかけると、ベッドの端に座った。

　船室は、前に見たときとは違い、綺き麗れいに掃除されていた。

「あんなに汚かったのに、見違えたな」

「私、船の中でなんの役にも立てないから、せめて掃除くらいはしようって……、お掃除って楽しいのね」

　レスティアははたきをしまうと、ちょこんとカミトの隣に座る。そういえば、廊ろう下かもピカピカに磨かれていたが、あれもレスティアが掃除をしたのだろう。

「怖くなかったか？」

　と、カミトは訊いた。〈レヴァナント〉は、カミトたちが帝都に潜入し易やすいように、オストダキアの郊外で帝国騎士団を引きつけてくれていたのだ。装甲も剥はがれていたし、かなり激しい戦闘になったのは間違いない。

「ええ、外で大きな音がして怖かったけど、あの赤い髪の人がついててくれたから」

「ルビアが？」

　あの冷徹な印象からは、ちょっと想像し辛づらいが、身寄りのなくなった〈教きよう導どう院いん〉の少女たちを引き取って育てているあたり、かなり面倒見のいい奴やつなのかもしれない。

（……なんだかんだで、あのミュアを手て懐なずけてるくらいだからな）

　だとすると、妹のクレアに対しての態度は、ちょっと不可解な気もするが──

「……でも、さっきは、とても怖い夢をみたわ」

　と、レスティアはぽつりと言った。

「夢？　……どんな夢だ？」

「真っ暗な暗闇の中にいるの。何もない、誰だれもいない、冷たい闇の中に。それが夢だと私はわかっているのに、目覚めることはできない……それがずっと続くのよ」

　カミトはハッとした。昨日、カミトが見た、あの夢のことを思い出したのだ。

「レスティア……ひょっとして、夢の中で、誰かを呼んだりしたか？」

「……えっと、あなたのことを、呼んだような気がする……」

「そうか……」

　カミトはじっと考え込むように、革手袋を嵌はめた左手に目を落とした。

　昨日、夢で目覚めたときに感じた、左手の疼うずき。まさか、彼女と交わした契約の絆きずなが、ふたたび繋がろうとしているとでもいうのだろうか──。

　もし、これがレスティアの記憶が戻る兆ちよう候こうなのだとすれば、それはカミトにとっては、望ましいところだ。しかし、闇の精霊王レン・アツシユドールの端末である、レスティア・アッシュドールとしての記憶が戻ったそのとき、このレスティアはどうなってしまうのだろう。

　あるいは、彼女自身の幸せを考えるなら、このまま記憶が戻らないでいたほうが、いっそ、平和に過ごせるのかもしれない……。

「……どうしたの？」

　急に黙り込んだカミトに、レスティアが怪け訝げんそうな目を向ける。

「ああ、なんでもない……、大丈夫だ」

　と、カミトはあわてて首を振り──、ふとあることに気付く。

「あれ、エストは？」

　壁に立てかけていたエストが、いつのまにか消えていた。





　　　　◇






　部屋に荷物を置いたリンスレットは、クレアとフィアナを残して、ひとり船の厨ちゆう房ぼうに向かっていた。会議の前に、軽くみんなの分の朝食を作ろうと思ったのだ。

（朝食をとらないと、頭が回りませんものね……）

　船内の狭い廊ろう下かを歩き、クレアに教えてもらった厨房の前に来ると──

「……え？」

　なんだか焦こげ臭くさい匂いがする。

　半開きになった厨ちゆう房ぼうの扉から、黒い煙が立ち上っていた。

「な、なにをしていますのー！」

　あわてて駆け寄り、扉を開くリンスレット。

　と、厨房の奥にある石の焜こん炉ろから、盛大な火の手が上がっていた。

　焜炉のそばには、同じ顔をした戦闘服姿の少女が二人、無表情にたたずんで、

「火」「うん、燃えてるね」

　と、そんなことを呟きあっている。

　奇妙な少女たちだったが、いまはそれに構っている場合ではない。

「か、火事ですわ……来なさい、〈フェンリル〉！」

　リンスレットはあわててフェンリルを召しよう喚かんした。

　虚こ空くうから現れた白はく狼ろうは、口を大きく開いて、激しい吹雪を吐きだした。

　炎は一瞬で消え、あとにはキラキラと輝く氷の結晶が舞い落ちる。

「おー」「すごい」

　パチパチと手を叩く双子の少女たち。その仕し草ぐさはぴたりと揃そろっている。

「あ、あなたたち、なにをしていますの！」

　リンスレットは腰に手をあてて、叫んだ。

「……？」「……？」

　こくん、と同時に首を傾かしげる双子。

　歳としはミレーユと同じ、十二、三歳くらいだろうか。格好から察するに、ルビアが配下として育ててきた、〈教きよう導どう院いん〉の遺い児じたちだろう。

「朝食作ってた」「人数増えたから、火力いっぱい使ってみた」

「……いつも、あなたたちがご飯を作っていますの？」

　リンスレットが尋ねると、双子は揃って首を横に振った。

「いつもは〈紅蓮卿〉が作る」「でも、今日は忙しそうだったから、手伝おうと思った」

「そう……、それは感心なことですけど、正統オルデシアを宣言する前に、まさかの火事で墜つい落らくするところでしたわね……」

　最悪の事態を防げたことに、リンスレットはほっと安あん堵どの息をつく。

「ここはわたくしが取り仕切らせていただきますわ。いいですわね？」

　リンスレットがそう言うと、

「手出しは無用」「よそ者の助けはいらない」

　双子の少女は揃ってリンスレットを睨む。

　子供とはいえ、カミトと同じ〈教導院〉出身の暗殺技能者である。思わず、リンスレットがたじろぐほどの眼光だ。

　だが、リンスレットも引き下がるわけにはいかない。船の中でまた火事を起こされては、たまったものではない。

「でしたら、わたくしが、あなたたちに料理を教えて差し上げますわ。それなら構わないでしょう？」

「……」「……」

　リンスレットの提案に、双子は顔を見合わせて──、同時にこくりと頷いた。

「それなら」「いい」

「ではさっそく、朝食の定番、シュガートーストを作りますわよ」

　リンスレットが指をパチリと鳴らすと、フェンリルの口から食材が吐き出される。

「お二人のお名前はなんと言いますの？」

「ベルカ」「デリア」

「いいお名前ですわね。ベルカ、デリア、まずは卵の割り方を教えますわ」

「わかった」「了解した」

　……数分後。

　シュガートーストの焼けるいい匂いが厨ちゆう房ぼうにたちこめる。

「いい匂い……じゅるり」「おいしそう」

　フライパンの中を覗のぞき込こみ、目を輝かせる双子の少女。

「シナモンをほどよく効かせるのがコツですわ……あら？」

　と、リンスレットは厨房の扉の前に、ちょこんと立つエストの姿を発見した。

「剣精霊さん、どうしましたの？」

　エストが、カミトのそばを離れて出歩くのは珍しい。

「私はお姉さんなので、我が慢まんすることにしました」

「……お姉さん？」

　エストの言葉の意味がよくわからず、疑問符を浮かべるリンスレット。

「ところで、香かぐわしい匂いがしましたが、お菓子の人はなにをしているのですか？」

「あの、わたくしはお菓子の人ではありませんわよ……」

　リンスレットは困り顔で肩をすくめた。

　エストに限らず、アレイシア精霊学院に住み着く精霊はみな、余ったお菓子をくれるリンスレットのことを、〈お菓子の人〉と認識して、密ひそかに崇すう敬けいしているのだった。

　エストがひょいっと背伸びしてフライパンを覗き込む。

「みなさんのために、朝食を作っているところですわ」

「オトーフですか？」

「オトーフはありませんが、ベーコンのキッシュもおいしいですわよ」

「では、私も少し手伝いましょう──」

　エストの姿が虚こ空くうに消え、次の瞬間、リンスレットの手に現れたのは──

「これは……包丁、ですの？」

　リンスレットは目を丸くした。

　白銀に軽くその包丁は、羽のように軽く、しっくりと手になじむ。

　……エストの新たな変化形態、〈魔王殺しの包丁〉であった。

「あ、ありがたく使わせていただきますわ……」

　リンスレットが、軽くベーコンの塊かたまりに切れ込みを入れようとすると──

「すごい、軽く押しただけで、どんどん切れますわ！」

　分厚いベーコンの塊は、たちまちスライスされてしまった。つぎに玉たま葱ねぎを切ってみるが、これまた、滑るように切れていく。その切り口は、断面どうしをくっつけたら、またもとの玉葱に戻ってしまいそうなほどだ。

「なんという切れ味ですの、玉葱を切ってもまったく涙が出ませんわ！」

　感かん嘆たんの声を上げるリンスレット。その背後で双子がぱちぱちと手を叩く。

「ししょー、すごい」「精霊もすごい」

「──私は剣の精霊、この程度は容易たやすいことです」

　包丁になったエストが淡々と声を発した。
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　……このとき、リンスレットが、聖女アレイシア、カミトに続き、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手にした史上三人目の人物となったということを、本人は知る由よしもない。





　　　　◇






「もう、スカーレットってば、どこにいったのかしら？」

　クレアはきょろきょろと周囲を見回しながら、船の中を歩き回っていた。部屋で荷物を整理していたら、いつのまにかスカーレットがいなくなってしまったのだ。

「せっかく、おやつをあげようと思ったのに……」

　召しよう喚かんすればさすがに出てくるのだろうが、そんなことのために貴重な〈神威カムイ〉を消耗するのは、さすがに無駄がすぎる。

　どうも船の中にはいないようなので、外だろうかと、タラップを上り甲かん板ぱんに出る。

　と──

「あ……」

　甲板に出るハッチを開けた途と端たん、クレアは固まった。

　船の前方で、燃えるような真しん紅くの髪が風に揺れている。

　幼い頃に、クレアがずっと追いかけていた、彼女の背中だった。

「なんだ？」

　と、ルビアが振り向く。

　静かに燃える紅玉ルビーの瞳ひとみに見据えられ、思わず、逃げ出したくなった。

（……に、逃げてどうするのよ、ちゃんと話さなくちゃ）

　クレアはなんとか踏みとどまると、姉の目をしっかりと見つめ返した。

「あ、あの、えっと……」

　緊張して、うまく言葉が出ない。ちゃんと話さなければ、とは思うのだが、すっかり変わってしまった姉と、一体なにを話せばいいのだろう……？

「私になにか用か？　クレア・ルージュ」

　と、ルビアは口を開く。優しかった頃の姉とは違う、冷徹な声だ。

　鋭するどい眼光に射すくめられ、クレアは思わず、視線を逸そらす。

　向けた視線の先、ルビアの足もとに、姉妹を不安そうに見守るスカーレットがいた。

　……そういえば、スカーレットはもともと、姉によく懐いていた。スカーレットがルビアではなくクレアを契約者に選んだことを、当時、エルステイン家の家か臣しんたちは不思議がったものだ。

　奇妙な沈黙の中、スカーレットはクレアのもとへとてとて歩いてくる。クレアは火猫精霊をひょいと抱き上げると、大きく息を吸い込んだ。

「ね、姉ねえ様さま……、あたし、エルステインで、お父様とお母様に会ってきたわ」

「そうか──」

　と、表情ひとつ変えずに答えるルビア。

「……っ、二人とも、姉様のこと心配してたわ」

　両親は、姉のことを恨んではいない。

　火の精霊王を裏切り、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉となった理由はわからずとも、いまでも彼女のことを信じているのだと──そのことを伝えたかった。

「……それを私に伝えて、何になる？」

「……っ、姉様……」

　クレアは言葉を詰まらせた。

　だが、勇気を出して、もう一度顔を上げる。

「あたしは、いつかまた、エルステインに戻って、お母様とお父様と……、姉様と、一緒に暮らしたい。だから──」

「ルビア・エルステインは、すでにこの世界から追放された存在だ。エルステイン公こう爵しやく家と関わるつもりはない」

　ルビアは、クレアの言葉を断ち切るように言った。

「いまの私は、煉れん獄ごくから蘇よみがえった〈紅蓮卿カーデイナル〉だ。そして、お前も私の妹ではない」

「……っ！」

　あまりに冷ややかなその言葉に、クレアはショックを受けて固まった。

　目の前の彼女は、本当に──、クレアの知る姉ではなくなってしまったのだろうか。

　紅玉ルビーの瞳ひとみに、じわりと涙のしずくが浮かぶ。

「姉様の魂は、まだ〈精霊王〉への復ふく讐しゆうに囚とらわれているのね──」

「……そうだな。私の魂は、いまだ燃えさかる煉獄の中に在るのだろう」

　呟つぶやいて、ルビアはまっすぐにクレアのほうへ歩いてくる。クレアが身動きできずにいると、すれ違いざま、彼女はクレアが抱きかかえているスカーレットを一いち瞥べつし、

「お前は、契約精霊の潜在的な力を、まったく発揮できていないな──」

「え？」

「言葉を届けたくば、相応の力を身につけろ。話はそれからだ」

「姉さ──」

　クレアは呼び止めようとするが、その声は届かない。

　美しい真しん紅くの髪を揺らしながら、彼女は船内へ続く階段へと消えていった。

　クレアはスカーレットを抱いたまま、その場にへたりこむ。

（私は、スカーレットの本当の力を、使いこなせていない……？）

　両腕に抱かれたスカーレットは、不思議そうな顔でクレアを見つめていた。
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　再会したレスティアと少し話し込んだあと、時間が来たので、カミトは船内の会議室へ向かった。エストがいなくなったのがちょっと気がかりだったが、まあ、よくあることではあった。たぶん、船の中を散歩でもしているんだろう。

「あれ、なんかいい匂いがするぞ……」

　と、会議室の扉を開けると、

「あら、カミトさん、一番乗りですわね」

　紅茶のポットを手にしたリンスレットが、くるりと振り向く。

　厳いかめしい内装の作戦会議室のテーブルに、おいしそうな朝食が並んでいた。

　数種類の野菜を使ったミニサラダに、ふわふわのシュガートースト、ほうれん草とベーコンのキッシュ、新鮮なミルクと、デザートにはフルーツ入りのヨーグルトもある。

「朝食、作ってくれたのか。あれだけの時間で、よくこんなに……」

　と、感かん嘆たんの声を上げるカミト。

　グレイワースの仕込みのおかげで、カミトも料理はまあできるほうだが、少ない時間でこれだけ大人数の朝食を用意するのは、さすがに無理である。

「わたくし一人ではありませんわ。ベルカさんとデリアさんに手伝ってもらいましたの」

「……ベルカとデリア？」

　カミトが訊きき返すと、

「ししょー、紅茶のカップを持ってきた」「ししょー、つぎはなにをする？」

　同じ顔をした二人の少女が、扉から顔を出す。

「もう大丈夫ですわ、お二人とも、よくがんばりましたわね」

　と、二人の頭を撫なでるリンスレット。

「了解ー」「ししょーに褒ほめられたー」

　双子の少女は無表情に言うと、ぱたぱたと廊ろう下かへ戻っていった。

　どうやら、ベルカとデリアというのは、あの双子のことらしい。エプロンの下に戦闘服を着ていることから、ルビアの育ててきた〈教きよう導どう院いん〉の遺い児じなのだろう。

「すごいな、教導院の暗殺技能者が、完全に懐くなんて……」

　カミトがテーブルに着きながら呟つぶやくと、

「カミト、私も手伝いました」

「エスト？」

　テーブルの下から、エストがぴょこんと顔を出した。

「なんだ、厨ちゆう房ぼうにいたのか」

「剣精霊さんは、食材を切るのを手伝ってくれましたのよ」

　リンスレットが言った。

「手とか切らなかったか？」

「はい、切ったのは食材だけです、カミト」

　と、頷うなずくエスト。

　……まさか、エスト自身が包丁になっていたとは、知る由よしもない。

　カミトの左隣に座るレスティアに対抗してか、エストは右隣の椅い子すを確保した。

「おはよう、剣精霊さん」

「……おはようございます、闇精霊」

　だが、レスティアがにこっと微笑ほほえむと、エストもぺこりとおじぎする。

　……なんだかんだで、記憶を失ったレスティアとは仲がいいようだ。

「あら、いい紅茶の香りね」

　と、少し遅れて、フィアナとエリスが部屋に入ってきた。

「みなさん、紅茶の種類は？」

「私はローレンフロストの茶葉をお願いするわ」

「俺も同じのを頼む」

「私は蜂はち蜜みつとミルク入りのものを──」

　それぞれ言いながら、二人はカミトの向かいの席に座った。

「エリス、ヴェルサリアはどうしたんだ？」

　と、カミトは訊いた。二人は同じ部屋だったはずだが──

「義あ姉ね上うえは部屋で休養中だ。帝国騎士団との戦いで、だいぶ無理をしたらしい」

　と、エリスは少し沈んだ表情で言った。

　カミトたちの囚われた学院都市で、あの凄すさまじい破壊力を見せつけた〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉の稼働時間は、彼女の肉体への負荷が大きすぎるため、せいぜい一分が限界らしい。だが、ヴェルサリアは、カミトたちが潜入する時間を稼ぐため、限界以上の力を使って戦ってくれたのだった。

「……そうか。あとで、ちゃんと見舞いにいかないとな」

「うむ、君が来てくれれば、義姉上も喜ぶだろう」

　と、今度はクレアが入ってきた。

「……？」

　その様子を見て、カミトは怪け訝げんに思う。

　……なんだか元気がない。心ここにあらずといった感じである。

「クレア、どうしましたの？　元気がないですわよ」

　と、幼おさな馴な染じみの変化に気付いたリンスレットが、気き遣づかわしげに言った。

「そ、そう？　気のせいよ、気のせい」

　クレアはあわてて首を振ると、いつもの明るい声になる。

「おいしそうな朝食ね。あ、あたしの好きなシュガートーストもあるのね！」

（なんかわざとらしいな……）

　……ルビアとなにかあったんだろうか？

　全員が席に着き、しばらくすると、最後にルビアが現れた。

「──揃そろっているようだな。では、お前達に今後の方針を話そう」

　そのとき、クレアが気まずそうに目を逸そらしたのを、カミトは見逃さなかった。





　　　　◇






「──我々はこのまま国境を越え、〈ドラクニア竜公国〉に亡命する」

　と、席に着いたルビアが口を開いた。

　全員が無言で頷うなずく。それ自体は帝都に潜入する前、すでに聞いていたことなので、とくに驚きはなかった。

「本当に大丈夫なのか？　国境に入った途と端たん、撃ち落とされるなんてのはごめんだぞ」

「それはない。すでにあちらと話はつけてある」

「なぜ、ドラクニアなのですか？」

　と、フィアナが尋ねた。

「理由は二つある。まず、〈ドラクニア〉と利害が一致したこと──オルデシア帝国が聖国の傀かい儡らいになれば、大陸諸国のバランスは大きく崩れるだろう。竜国はそれを危き惧ぐしている。そして二つ目は、竜国には、帝国がおいそれと手を出せない軍事力があるということだ。そうでなくては、後ろ盾として頼る意味がないからな」

　なるほど、ロッソベル公国など、聖国と敵対している国はほかにも存在するが、相応の軍事力を伴った国家でなければ、国とは名ばかりの〈正統オルデシア〉を庇ひ護ごすることはできないだろう。

　その意味で、軍事国家であるドラクニアは、たしかに妥だ当とうな選択だといえる。総合的な国力ではオルデシアに及ばぬものの、その高い軍事力は周辺諸国に鳴り響いている。国内が混乱した状態では、オルデシアといえど、迂う闊かつに攻め込むことはできないはずだ。

「それにしても、あんたがドラクニアとも繋がってたとはな……」

　と、カミトは言った。

「あんたの後ろ盾は、〈教国〉と〈魔王教団〉だったんじゃないのか？」

「教国は、もともと私を利用するだけ利用して、切り捨てるつもりだった。ゆえに、こちらも保険をかけていたというだけの話だ。ドラクニアの〈竜王〉が、〈精霊王〉暗殺計画に興味を抱くことはわかっていたからな」

「どういうことだ？」

　と、カミトは眉まゆをひそめた。

〈精霊王〉暗殺計画とは──〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力の転生者であるカミトを覚かく醒せいさせ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝者の招かれる謁えつ見けんの場で暗殺させる、というルビアの計画だ。

　ドラクニアの竜王が、その計画に興味を示した、ということは──

「……竜王は、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉と敵対してるってことか？」

「竜王〈バハムート〉は、かつて〈五大精霊王〉と〈闇の精霊王〉の間で繰り広げられた〈精霊戦争〉の際、〈闇の精霊王〉側の軍勢を率いて戦った。ゆえに、かの王は今でも、五大精霊王を仇きゆう敵てきとみなしているのだ」

「竜王様は、〈闇の精霊王〉側の精霊でしたのね……」

　と、リンスレットが左手にある〈水の精霊王イセリア〉の〈精霊刻印〉を見つめて呟つぶやく。

「なるほど。〈火の精霊王〉を擁ようする聖国と敵対してるってのも、それが理由か」

「おそらくは、な……。もっとも、竜王には、また別の思おも惑わくがあるようだが──」

「別の思惑？」

「それがなんであるかは、私にもわからん」

　ルビアは言った。

「だが、それはどうでもいいことだ。当面の利害が一致し、〈聖国〉が共通の敵である以上、我々はドラクニアという国家を利用するまでだ」

　目的を遂げるために、利用できるものは、すべて利用する。〈教きよう導どう院いん〉の遺い児じ、軍用精霊、〈骸連盟マーダーズ〉、アルファス教国、〈闇の精霊王〉の力、レスティア、ヴェルサリア、そしてドラクニアも──それが、彼女の復ふく讐しゆう者としての覚悟なのだろう。

「では、私はドラクニアの庇ひ護ごの下で〈正統オルデシア〉の樹立を宣言するのね」

　フィアナが口を開くと、ルビアは静かに頷いた。

「そうだ。同時に、愚ぐ帝ていアルネウスと聖国との関係を告発し、糾きゆう弾だんする。周辺諸国はしばらく傍観に徹するだろうが、帝国内にいる反アルネウス派の貴族、中立貴族の一部も呼応するだろう。オルデシア帝国が二つに割れる。我々はその混乱を突き、ドラクニアの軍事力を後ろ盾に、帝都をアルネウスの手から奪還する」

「大きな内乱になるわね……」

「ああ。だが、お前は、その覚悟を決めたはずだ」

「ええ、わかっているわ……」

　と、決意を込めた顔で頷うなずくフィアナ。

「しかし、そうなると、帝都でグレイワース学院長をお助けできなかったことが、余計に悔やまれるな……」

　と、エリスがぽつりと口にした。

　カミトとフィアナはハッと顔を見合わせた。

「そうですわね、アレイシア精霊学院が味方につくのは大きいですわ」

「ああ、そのことなんだが……」

　と、カミトは口を開く。さすがに、ずっと隠しているわけにはいかないだろう。

「なんだ？　カミト」

　と、エリスが怪け訝げんそうに訊いてくる。

「グレイワースは〈聖国〉の手に堕おちた。俺たちの敵に回った……らしい」

「なんだと!?」「なんですって！」

　エリスとクレアが目を見開く。ルビアもさすがに眉まゆ根ねを寄せた。

「カミト、どういうことなの？」

「俺も、なにがあったのか理解してるわけじゃない。ただ、グレイワースは聖国の連中に何かをされたようだ」

　カミトは、あのとき目にしたことをすべて話した。今のグレイワースは少女の姿をしており、全盛期の頃の強さを手にしていること。彼女を支配していたのは、そのとき一緒にいた聖国の枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥスであることを。

「そんな……学院長が、あたしたちの敵になるなんて……」

　クレアが愕がく然ぜんとした声で言った。

　エリスとリンスレットも、あまりのことに言葉が出ないようだ。

「学院長の洗脳を解く方法はあるのかしら？」

「……今はどうすることもできないが、絶対に方法を見つけ出してみせる」

「だが、それが出来ぬときは──」

　と、ルビアが口を開く。

「お前は、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉を殺せるのか？」

「それは──」

　カミトが言葉に詰まった、そのときだった。

　船内に、けたたましいサイレンの音が鳴り響いた。





　　　　◇






　カミトたちが甲かん板ぱんに上がると、前方に展開する艦隊の姿が見えた。

〈ワイヴァーン〉級の護衛艦が三隻と、〈ギガンテス〉級の戦闘艦が一隻。改修してあるとはいえ、中型軍用艇ていの〈レヴァナント〉を沈めるには、十分すぎる戦力だ。

「帝国の〈空戦騎士団〉か。予想していたよりも動きが早いな」

　円筒型の望遠鏡を覗きながら、ルビアが言った。

「国境を抜ける前に沈めようってことか……」

「なんとか振り切れませんの？」

　リンスレットが尋ねるが、

「船速はこちらが上だろうが、艦隊はこちらの進路上で待ち構えている。迂う回かいすれば、おそらく、増援の艦隊に挟み撃ちにされるだろうな」

「突破するしかないか……」

　カミトは腕組みして唸った。

「この〈レヴァナント〉の対艦武装は？」

「相手の戦闘艦と比べれば、皆無に等しい。改修してあるのは足回りだけだ」

「まともに戦えば、木こっ端ぱ微み塵じんってことだな」

「私が前に出て、説得をしてみる？」

　と、フィアナが言った。

　たしかに、帝国軍の中にも、現皇帝のアルネウスに不満を抱く者がいる可能性はある。場合によっては、艦隊ごと寝返らせることもできるかもしれない。

「残念だが、それは難しいだろうな……」

　エリスが口を挟んだ。

「どうして？」

「旗き艦かんの旗はた印じるし、あれは〈十二騎将ナンバーズ〉のアラキール卿のものだろう。実直なお方だが、それゆえに、オルデシア王家への忠誠はきわめて高い。説得には耳を貸さないだろう」

「アラキール卿……あの脳筋の石頭ね。たしかに、話なんて聞かないタイプだわ」

　フィアナはため息まじりに肩をすくめる。

　──と、そのときだ。

「私が出撃する──」

　カミトたちの背後で声がした。

　ハッチから現れたのは、片足を引きずって歩くヴェルサリアだ。

「ヴェルサリア、お前、歩いて大丈夫なのか？」

「……ふん、この程度、で……が、はっ……」

「義あ姉ね上うえ！」

　苦しそうに呻うめき、倒れ込むヴェルサリアを、エリスがあわてて抱きとめる。

「ヴェルサリア・イーヴァ、お前はまだ稼働できる状態ではない。いま〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉を使用すれば、今度こそ廃人になるぞ」

　ルビアが冷徹な声で言った。

「私は一度は死んだ身だ。それでも構わぬ」

　言って、ヴェルサリアは首にかけた〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉を掴む。

「やめろ、この馬鹿！」

　カミトが素早くその手を掴つかんだ。

「あ、う……き、貴様っ、わ、わた、わたしの手をっ……！」

　途と端たん、顔を真まっ赤かにしてあわてるヴェルサリア。

「ここは俺がなんとかする。任せてくれ──」

「なんとかするって……カミト、どうするつもりなの？」

　と、クレアが訊いてくる。

「俺が旗き艦かんを強襲して、指揮官を無力化する。その隙すきに、なんとか突破してくれ」

「それしかないようだな──」

　と、ルビアが頷うなずく。

「カミト、君は空を飛べないだろう。私が艦隊まで君を運ぼう」

「ああ、頼む──」

　エリスの申し出に、頷くカミト。エリスとは〈風王騎士団シルフイード〉で何度もタッグを組んだことがある。特別な訓練なしでも呼吸を合わせられるだろう。

「エスト、今回は双剣で頼む」

「はい、私はカミトの剣、あなたの望むままに──」

　カミトがエストの手を握り、神威カムイを込めると、両手に黒と白の剣が生まれた。二刀流スタイルは、神威の消耗を比較的抑えることができ、船上での乱戦には効果的だ。

（……また、あの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に呑み込まれないようにしないとな）

「あ、あたしも行くわ！」

　クレアが〈炎の鞭フレイムタン〉を手にして言った。

「クレア……」

「だめだ。今のお前では、足手まといになるだけだ」

「姉ねえ様さま……」

　冷淡なルビアの言葉に、クレアはくっと唇くちびるを噛んだ。

「すまないが、二人を運ぶとなると、さすがに機動力が落ちてしまうのだ」

「……わ、わかったわよ」

　エリスにもそう言われ、しゅんとなるクレア。

　だが、その気持ちは素直にありがたい。カミトはクレアの頭にぽんと手をのせた。

「ふ、ふあっ……な、なにするのよ、もうっ……」

「待っててくれ、すぐにカタをつけてくる」

　エリスが甲かん板ぱんの舳へ先さきに立ち、〈魔風精霊シムルグ〉を召しよう喚かんした。

「──いくぞ、カミト！」

「ああ！」

　カミトはエリスの手をとり、蒼そう穹きゆうの空へと飛ひ翔しようした。





　　　　◇






「カミト、決して私の手を離すなよ──」

「ああ、わかってる──」

　カミトは頷いた。手を離せば最後、地上に真っ逆さまだ。

「も、もちろん、一生とか、そういう意味ではないからなっ！」

「なに言ってるんだ？」

　降りそそぐ砲撃の雨をかいくぐり、風の魔術でアクロバティックに飛ぶエリス。ものすごいスピードで、〈レヴァナント〉の前方に展開する艦隊に迫る。

　甲かん板ぱんの様子が見えてきた。まさか、生身の精霊使いが直接突っ込んでくるとは、予想外だったのだろう、〈空戦騎士団〉は混乱しているようだ。船に乗り込んでいるのは、ほぼ全員が、飛行型の精霊を使し役えきする騎士なのだろうが、彼女たちが出撃するよりも、こちらが甲板に着ちやつ艦かんするほうがわずかに速い。

「う、撃ち落とせ！」

　甲板にずらりと並んだ騎士たちが、無数の精霊魔術の矢を降らせてくる。

「──来るぞ、カミト、当たらないように気をつけろ！」

「気をつけろって……おわっ！」

　エリスが風を解き放ち、さらに加速した。空中でジグザグの軌道を描えがき、精霊魔術の弾幕を巧みに回避する。視界がめまぐるしく回り、上下も分からなくなる中、カミトはエリスの腕に必死に掴まり続ける。

　矢の一本が頬ほおをかすめ、一瞬、ヒヤリとするが──

　エリスは見事、全弾回避に成功した。

「さすが、空はエリスのフィールドだな！」

「しかし、これでは船に近づけないぞ──！」

　第二陣の魔術の雨を回避しつつ、エリスが叫ぶ。たしかに、ここで手間取れば、空戦騎士が精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開し、直接迎撃してくるだろう。

　さすがのカミトも、空を舞う空戦騎士相手では分が悪い。

　と、そのときだ。二人めがけて降り注ぐ、大量の魔術の矢を──

　後方から飛んできた矢の雨が、ことごとく撃ち抜き、空中で爆散させた。

　カミトは背後を振り返る。と──

　リンスレットが〈レヴァナント〉の船首に立ち、〈魔氷の弓フリージング・アロー〉をつがえていた。

　なんと、あの距離から、すべての矢を撃ち落としてくれたのだ。

　プラチナブロンドの髪をふぁさっとかき上げ、ぐっと親指を立ててくる。精霊剣舞祭ブレイドダンスでの経験を経て、リンスレットの弓の腕は遙はるかにパワーアップしていたのだ。

　砕け散った細かな氷の結晶が、大気中に拡散し、カミトたちの姿を隠す。

　弾幕が途切れた一瞬のその隙すきを、利用しない手はない──

「いまだ、突っ込むぞ、カミト！」

「ああ、頼む！」

　カミトの声に応え、エリスは片手で〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振りかざした。

「カミト、槍の柄つかを掴め──」

「え？」

「早く──」

　言われるがままに、カミトは〈風翼の槍〉を掴つかんだ。

「では、行くぞ──」

　槍の穂ほ先さきに、轟ごう々ごうと凄すさまじいまでの風が収束する。

　エリスのアイデアを理解したカミトは思わず、叫んだ。

「ちょ、マジか!?」

「無論だ。風を穿うがて──ファーレンガルト流槍そう術じゆつ〈飛ひ空くう閃せん〉！」

　エリスが渾こん身しんの〈神威カムイ〉を込め、カミトの掴まった〈風翼の槍〉を投げ放った。

「お、おおおおおおおおっ！」

　槍に収束した風の力が一気に解法され、神速の矢弾となって突き進む。

　着弾。槍の尖せん端たんが甲かん板ぱんの床をぶち抜き──瞬間、爆風が炸さく裂れつした。

　ズドオオオオオオオオオンッ！

　轟ごう音おんが鳴り響き、巨大な艦かん艇ていが振動する。木の床板が放射状にめくれあがり、甲板の外へバラバラと落下する。

　衝突の直前、カミトはすでに槍を手放し、防御の姿勢で床に伏せている。

　爆風を躱かわした直後、即座に立ち上がった。

（……無む茶ちや苦く茶ちやなやり方だな。まあ、効率はいいか──）

　苦笑しつつ、周囲に素早く視線を走らせる。爆心地のそばには、吹っ飛ばされた空戦騎士たちが累るい々るいと倒れていた。あれでは、防御の魔術を唱える間もなかっただろう。

　船に突き立った〈風翼の槍〉は、光の粒子となって虚こ空くうに消える。

　エリスの役目はここまでだ。あとは──

（俺の出番だな──）

　カミトは二本の〈魔王剣デモンズ・ソード〉を抜き放ち、それぞれを両手に構えた。

「か、囲めっ！」「相手は一人だぞ！」

　爆風に巻き込まれなかった騎士たちが、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手にカミトを取り囲む。

　だが、それは悪手だ。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞〉！」

　白と黒の斬ざん閃せんが弧を描えがき、周囲の騎士を薙なぎ払はらう。あっさりと包囲を突破し、カミトは艦の後方めがけて駆け抜けた。

（──指揮官はどこだ？）

　立ちはだかる騎士たちをつぎつぎと斬り伏せ、カミトは指揮官の姿を探す。オルデシア帝国の騎士であれば、自ら甲かん板ぱんに立ち、指揮を執とっているはずだ。

　と──

（──いた）

　艦かん橋きようの上に堂々と立つ、黄金の髪の騎士。

　この混乱の最中にあって、彼女はひとり、まったく動じた様子がない。

　おそらく、あれが〈十二騎将ナンバーズ〉のアラキール卿だろう。

　四方八方から飛んでくる精霊魔術の光弾を打ち払い、カミトは地を蹴って加速する。

「ほう、単騎で乗り込んでくるとは、愚か者め──」

〈十二騎将〉──アラキール卿がふっと笑い、艦橋の上から飛び降りた。

「我が手に力をもたらせ──鍛たん造ぞう精霊〈ウルカヌス〉！」

　叫ぶと同時、その両手に、盾と一体化した〈籠手ガントレツト〉が出現する。

　ズンッ──と、重じゆう甲かつ冑ちゆうが船の床にめり込んだ。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの形状から察するに、パワータイプの精霊使いのようだ。

（時間をかけるわけには、いかないな──）

　カミトは一瞬で間合いを詰め、懐ふところに飛び込んだ。

　重甲冑の隙すき間まを狙い、二本の〈魔王剣デモンズ・ソード〉で斬り込む。

　だが、アラキールは瞬時に盾を構え、カミトの攻撃をたやすく弾はじく。

（さすがに、生なま半はん可かな攻撃は通用しない、か──）

　胸中で舌打ちするカミト。そこへ──

　アラキールが〈籠手〉に覆われた拳こぶしを振り下ろした。

「……っ！」

　間一髪、横へ跳んで躱かわすカミト。

　だが、一瞬遅れて衝撃波が叩たたきつけられ、カミトの身体からだは吹っ飛んだ。

（……っ、なんてパワーだ！）

　即座に体勢を立て直し、双剣を構えるカミト。

　アラキールは凄すさまじい勢いで突進、拳けん打だの猛ラッシュを放ってくる。

　カミトは双剣に〈神威カムイ〉を籠こめ、かろうじて拳を受け止めた。

　激しい火花が散った。

（……っ、さすがに、強いな──）

　帝国最強を誇る〈十二騎将ナンバーズ〉の実力に、カミトは舌を巻いた。

　ただの力任せの拳こぶしではない。攻撃と防御が完全に一体化した、武技の極みだ。

「やるな、小僧。敵でなければ、もう少しじっくり楽しみたいところだ」

　美しい顔立ちの重騎士は、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。エリスは、彼女のことを実直な騎士と評したが、たしかに、あのレシュキルとはだいぶ雰囲気が違う。

　ギギギギ……と、圧力を増す拳を受け止めながら、カミトは口を開く。

「……なあ、ここはひとつ、あの船を見逃してくれないか？」

「なんだと？　命乞いか？」

「アルネウスは聖国の傀かい儡らいだ。あんたに帝国を想う気持ちがあるんなら──」

「ふん、懐かい柔じゆうとは見損なったぞ。我が家系は代々王家に仕える騎士、私が聞くのはただひとり、皇帝陛下のお言葉のみだ！」

「だから、その皇帝がだな──」

「黙れっ！」

　アラキールの拳が激しい閃せん光こうを放はなつ。膨大な〈神威カムイ〉の輝きだ。

「……っ!?」

　カミトは相手の〈籠手ガントレツト〉を蹴り上げ、後ろに跳んだ。直後、船を揺らすほどの衝撃をともなう破壊の拳が、船の床を爆砕した。

（……なるほど、たしかに脳筋だ。説得は無理そうだな）

　船の舷げん側に降り立つカミト。そこへ精霊魔術の光弾が雨あられと飛んでくる。アラキールの攻撃ではない、精霊騎士たちの援護射撃だ。

（そろそろケリをつけないと、完全に包囲されちまうな……）

　双剣で魔術の雨を弾き、カミトはふたたび間合いを詰める。

　アラキールの防御は固い──それをいかに崩すかだ。

　だが、〈絶剣技〉を連発するわけにはいかない。絶剣技は、肉体を強化するのに大量の〈神威〉を消耗する。神威が底をつけば、またあの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に呑み込まれてしまう可能性がある。

（──また〈魔王〉になっちまうのは、ごめんだからな）

　故に、確実に敵を倒せる隙すきを作る。そして、その用意はすでに整っている。

「暗殺技──〈双そう蛇じや〉！」

　間合いに飛び込んだカミトは、鋭するどい連撃を放った。

　だが、アラキールの防御は崩れない。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの〈籠手〉によって容易に弾かれてしまう。

「そのような攻撃、私の〈ウルカヌス〉には通用しない！」

「ああ、だろうな──」

「なに!?」

　アラキールが目を見開く。

　そう、これまでの双剣による乱撃は、カミトの技を軽くみせるための目くらまし。

　あっさりと攻撃を防いだアラキールが、反撃に転じようとした、その刹せつ那な──

（──エスト、形態変化モード・シフトだ）

『はい、カミト──』

　双剣スタイルの〈魔王剣デモンズ・ソード〉が消失し、カミトの手に〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が出現する。

　それは、最強の剣精霊〈テルミヌス・エスト〉の本来の姿──

　アラキールの青い目が見開かれる。

　瞬時に変化する武器の間合いに、彼女の対応が一瞬、遅れた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを複数のモードで使い分ける精霊使いは稀に存在するが、二刀流と両手持ち、双方を極めた者は、そう多くはない。

「おおおおおおおおおっ！」

「ぐうっ……！」

　カミトの渾こん身しんの一撃を、アラキールは咄とつ嗟さに籠こ手てで受け止めた。だが、その衝撃までは殺しきれない。わずかに体勢が崩れた、そこへ──

「〈絶剣技〉六ノ型──〈破は砕さいの牙きば〉！」

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で〈四神スーシン〉のハクアを破った、武器破壊の〈絶剣技〉が炸さく裂れつする。

　剣を受け止めた籠手が、粉々に砕け散った。

「くっ──」

　防御の要を失ったアラキールの首筋に、カミトは素早く剣の刃をあてる。

　そして──

「全艦、砲撃をやめろ！　彼女の命が惜しければな！」

　甲かん板ぱん中に聞こえる声で、叫ぶ。

「まさか、アラキール卿が!?」「お、おのれっ、男の精霊使い！」

　カミトを取り囲んだ精霊騎士たちが、一斉に顔色を失った。

「私に構うな！　この男を殺せ──」

　アラキールが大声でわめくが、配下の騎士たちは動かない。

　──カミトの読み通りだった。

　オルデシアの〈十二騎将ナンバーズ〉といえば、誰だれもが憧れる英雄の中の英雄だ。それに、このアラキールという騎士、なんだかんだで、部下たちの信頼は篤あついのだろう。

　それに、彼女たちにとって、この任務はもともと不本意なものであったはずだ。帝国騎士団が忠誠を誓うのは、王家ではなく、オルデシア帝国そのもの──アラキールの命を天てん秤びんにかけてまで、アルネウスの命令に従うつもりはないだろう。

　戦闘艦の砲撃が止み、やがて、護衛艦の砲撃も止まった。

　その間に、〈レヴァナント〉は悠々とこちらへ向かって進んでくる。

　アラキールに剣を突きつけたまま、カミトは船ふな縁べりへと歩を向けた。

「カミト、こっちよ！」

　クレアが〈レヴァナント〉の甲かん板ぱんで手を振った。

　カミトはアラキールの首から剣を離し、

「悪かったな、次は正々堂々戦うよ──」

　戦闘艦の真下を進む〈レヴァナント〉の甲板に飛び降りる。

　できれば、このままアラキールを人質にとりたいところだが、さすがに〈十二騎将ナンバーズ〉を捕らえ続けておくのは無理だろう、船上で暴れられてはかなわない。

　包囲を突破した〈レヴァナント〉の後方で、帝国艦隊がすぐに方向転換を始める。だが、改造をほどこした全速力の〈レヴァナント〉には追いつけまい。

「やったな、カミト──」

　と、先に戻ったエリスがハイタッチしてくる。

「ああ」

「ほんとに、一人でなんとかしちゃったわね……」

　クレアがぽつりと呟つぶやく。

　カミトたちを乗せた〈レヴァナント〉は、雲を切って猛スピードで突き進んだ。

「もうすぐ、ドラクニア竜公国の国境を越えるわよ……」

　と、フィアナが前方に見える、ケルブレス山脈を指さした。






第四章　ドラクニアの竜王






　霊れい峰ほうケルブレス山脈──大陸で最も標高の高い山脈であり、また、竜種の実に半数以上が、ここに生息するといわれている。

　レッド・ドラゴンやブラック・ドラゴンはもちろん、ワイヴァーンなどの飛竜種、ジオドラゴンなどの地竜種、ドレイクなどの亜竜種、そして山頂には、現存する最強の竜種といわれる〈魔王竜〉や〈雷王竜〉が君くん臨りんしているのだ。

　その峻しゆん険けんな山々の間を縫ぬうようにして、〈レヴァナント〉は飛行する。

　雲の間を飛び交う、無数の竜の群れを見下ろしながら──

（……結局、またカミトに頼っちゃったわね）

　クレアはひとり、甲かん板ぱんの縁にもたれてため息をついた。

　相変わらずのカミトの戦いぶりに、クレアはただ圧倒された。なにしろ、あの帝国最強を誇る〈十二騎将ナンバーズ〉さえも、あっというまに倒してみせたのだ。

　姉の言葉が脳裏をよぎる。

　──お前は、契約精霊の潜在的な力を、まったく発揮できていない。

（……そうよね。このままじゃ、あたし、足手まといになるだけだわ）

　クレアには、カミトのパートナーとしての自負があった。でも、それはあくまで、チームの力が必要になる〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉という競技の中でのことだ。

　いまのままでは、カミトの──、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の強さには追いつけない。

（……あたしは、カミトと並び立てるようになりたい）

　そして、背中を任せられるくらいの力を身につけたそのときは──

　昨日の夜に伝えられなかった言葉、気持ちを伝える勇気が出るかもしれない。

（……落ち込んでる場合じゃないわ、もっと、強くならないと）

　頷うなずくと、クレアは両手の拳こぶしをぐっと握りしめた。
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〈レヴァナント〉は、ケルブレス山脈の中腹にあるドラクニア竜公国の首都〈グラン・ドラクニア〉の軍港に着陸した。

　療養中のヴェルサリアやヴィヴィアン・メローサ、〈教きよう導どう院いん〉の少女たちを残し、カミトたちは船の外に出た。

　オルデシア帝国の帝都〈オストダキア〉に比べ、気温はかなり肌寒い。タラップを降りたメイド服姿のレスティアがぶるっと肩を震わせた。

「レスティア、大丈夫か？」

「あ、ありがとう……」

　カミトが制服の上着をかけてやると、レスティアは小さな声でお礼を言った。

　そのとき、カミトたちの頭上に大きな影が差した。

　見上げると、飛竜に乗ったドラクニアの騎士たちだ。

「あれは──」

　彼女たちの姿に、カミトは見覚えがあった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で戦った〈竜皇騎士団〉のメンバーだ。そして、ひときわ巨大な漆しつ黒こくのドラゴンに乗っているのは──

「こんなに早く再会するとは思いませんでしたね、カミト」

「レオノーラ!?」

　カミトは思わず、声を上げた。

　そう、それは、帝都でカミトに助すけ太だ刀ちしてくれた、レオノーラ・ランカスターであった。

　レオノーラは、黒竜の背から颯さつ爽そうと降り立つと──

「〈正統オルデシア〉の皆様、ようこそドラクニア竜公国へ」

　カミトたちに丁てい寧ねいに頭を下げる。

「〈竜皇騎士団〉団長レオノーラ・ランカスター、〈竜王〉様の遣いとして、フィアナ王女殿下と皆様を城へ案内する任務を仰せつかりました」

「これはご丁寧に、どうも……」

　と、フィアナもスカートの裾すそをつまみ、宮廷式の挨あい拶さつを返した。

「……にしても、まさか、お前が出迎えてくれるなんてな。まあ、もしかしたら、こっちで会うかもとは思ってたけど」

　カミトが頭のうしろを掻きながら言うと、

「私が案内役に志願したんですよ。それにしても、あなたも人が悪い。竜国に亡命するつもりなら、あのとき言ってくれればよかったのに……」

　レオノーラはちょっと拗すねたように呟つぶやいた。

　そんな二人を見て──

「む、なによ、仲よさそうね」「なんだか、親密な感じがいたしますわ！」「カミト、いつのまにレオノーラ殿と……」「カミト君は国際的な夜の魔王ね……」

　後ろのお嬢じよう様たちが、なにやらヒソヒソと囁きはじめる。

　なんだよ、国際的な夜の魔王って……。

「こちらで〈竜車〉を用意しました。城までお送りしましょう」

　と、レオノーラが言った。

「〈竜車〉？」

「竜の牽ひく、まあ、馬車のようなものですよ」
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　カミトたちの前に連れてこられた〈竜車〉は、馬車よりもずっと大きな乗り物で、全員が乗り込めるようだ。それを牽くのは翼のない竜の亜種──これまた巨大な、地竜の眷けん属ぞくであった。

　カミトたちが乗り込むと、竜車はゆっくりと動き出した。

　図ずう体たいが大きく力が強い分、鈍重な竜らしい。

　竜車は軍港を出て、竜都〈グラン・ドラクニア〉の大通りを進む。空を竜が飛び交っているほかは、帝都の景色とそう変わらない。ただ、オストダキアと比較すると、建物の造りは頑がん丈じようそうな感じがした。

　街の様子が珍しいのか、カミトの隣に座るレスティアは、窓の外をずっと眺め、あれはなにかしら、これはなに、とカミトに訊いてくる。なんだか、昔、彼女と一緒に街をおとずれたときの自分のようだな、とカミトはふと思った。

「城に到着したら、まず竜王様と謁えつ見けんしていただきます」

　と、向かいに座るレオノーラが言った。

「なんだか緊張するな……」

「くれぐれも、粗そ相そうのないよう気をつけてください。命の保証はできませんので」

　レオノーラの言葉に、カミトたちは顔を見合わせる。

　……考えてみれば、自分たちは竜王について、ほとんど知らないのだ。

「その、竜王はどのくらい昔から、ここを治めてるんだ」

「ここ数百年です」

「比較的最近なのね。千年前の〈魔王戦争〉のときはなにをしていたのかしら？」

　と、クレアも興味深そうに訊く。

「〈魔王戦争〉のときは、まだ直接統治していなかったので、人間界の争いには干渉していません。ところで、この国の呼称がなぜ〈公国〉なのかわかりますか？」

「……？　ああ、そういえば──」

　言われてみればたしかに、竜王が支配しているのだから、公国というのはおかしい。正しくは王国と呼ぶべきだろう。

「はるか昔は公国だったのです。いまの呼び名は、その名な残ごりですね」

　かつて、このケルブレス山脈を統治していたのは、〈竜大公〉と呼ばれたマルフィリオン大公とその子孫たちであった。竜王はそれ以前からこの地に存在していたが、人間と積極的に関わることはなく、ほかの高位精霊と同じように、祭殿に祀まつられ、崇すう敬けいされる存在であったという。

　しかし、時代は移り変わり、数百年ほど続いた〈竜大公〉一族による統治にも、しだいに陰りが見え始めた。領民をないがしろにする愚王が何代も続いたことで、民は竜王の神しん託たくを頻ひん繁ぱんに求めるようになり、やがて、民たみに求められる形で、〈バハムート〉は君くん臨りんするようになったのだった。

　それが、およそ四百七十五年前のことです──、とレオノーラはしめくくった。

「精霊が人間界を統治することに、最初は反感もあったと聞きますが、いまのドラクニアの繁栄を見れば、そんなことを言う者は誰だれもいないでしょうね」

　そんなことを話しているうち、竜車は街を抜け、曲がりくねった狭い山道に入った。

　険けわしい崖がけのある場所だ。竜車が落下しないかと、カミトはヒヤヒヤとした。

「街のはずれにお城があるなんて、珍しいですわね」

　リンスレットが言った。たしかに、帝都のネフィスカール宮殿は街の中心部にあった。ほかの国の宮殿も、だいたいそんなものだろう。

「もともと城ではなく、竜王様を祀まつる祭殿だったので、オルデシアにあるような宮殿を想像すると、違和感があるかもしれません」

　と、レオノーラは、窓の外に見える山々の山頂を指さした。

「あれが有名な〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉です」

「〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉？」

　カミトは訊きき返し、窓の外に目を向けた。山頂部分には濃い霧がたちこめており、様子がよく見えない。ただ、多くの竜が飛び交っているのはわかった。

「あたし、聞いたことがあるわ。大陸唯一の〈魔王竜〉の生息地だって」

「かつては大いなる暗黒竜〈ヴリトラ〉がねぐらにしていた場所です。〈ヴリトラ〉は人間界に下りては破壊や略奪を繰り返しましたが、千年前にこの地をおとずれた聖女アレイシアに敗れ、山頂の祭殿に封印されたといわれています」

「へえ……エスト、そのときのこと覚えてるか？」

　カミトがかたわらの剣に話しかけると、

「いえ、私の記憶にはありません」

　エストは淡々とそう言った。

　曲がりくねった山道をしばらく進むと、大きな渓けい谷こくの前に出た。

　底も見えないほど深い谷の間に石の橋がかけられており、その橋の向こうに、崖に掘られたとてつもなく巨大な構造物があった。

「あれが、ドラクニアの主城〈竜岩城〉──通称〈ストロング・ホールド〉です」
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「──お待ちしておりました、オルデシアの皆様。〈竜岩城〉へようこそ」

　城の前の広場で竜車を降りると、城仕えの女官がカミトたちを出迎えた。

　巨大な鉄の城門をくぐり、レオノーラのあとについて城の中に足を踏み入れる。

「たしかに、〈ネフィスカール宮殿〉とはぜんぜん違う構造ね……」

　フィアナが壁や天井を見回して言った。

　石を積み上げて造ったのではなく、もともとあった巨大な洞どう窟くつを利用したようだ。高い天井は鍾しよう乳にゆう洞どうのようになっており、埋め込まれた無数の〈精霊鉱石〉が、燦さん然ぜんと星空のような輝きを放っている。壁にはドラゴンの彫刻レリーフが幾つも彫られていた。

「クレア、勝手に触ってはだめだぞ」

「わ、わかってるわよ……」

　竜の彫刻に触れようとしたクレアが、エリスに怒られる。

（なんだか、懐かしい感じがするな……）

　カミトは、〈教きよう導どう院いん〉の奇岩城を思い出し、そんな感想を抱く。もっとも、その頃のことは、あまり思い出したくない記憶ではあったが。

「すごく広いのね」

　と、クレアが感心したように言った。

「慣れないうちは迷う者もいます。遭そう難なんしないよう、気をつけてください」

「物騒な城だな……レスティア、はぐれないようにな」

「え、ええ……」

　カミトが手を握ると、レスティアは恥ずかしそうに俯うつむいた。

　ふと、レオノーラは怪け訝げんそうな顔になり、足を止める。

「カミト、まさか竜王様との謁えつ見けんに、メイドを連れて行く気なのですか？」

「……え？　ああ、そうか──」

　たしかに、レオノーラから見れば、いまのレスティアはただのメイドだ。公式の謁見の場につれていくのは無礼にあたるだろう。

「その、レスティアはメイドじゃないんだ。この娘こは──」

「待て──」

　──そのとき、これまでずっと無言だったルビアがカミトの肩を引き寄せ、レオノーラに聞こえぬよう小声で囁ささやいた。

「謁見の場に、闇精霊は姿を見せないほうがいい」

「どうして？」

「竜王はかつて〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉配下の重じゆう臣しんだった。正体を看かん破ぱされれば、興味を持たれる可能性があるだろう」

「……ああ、そうか」

　たしかに、竜王にはレスティアの存在を隠しておいたほうがいいかもしれない。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の忘れ形見ということで、もし、彼女の身柄を要求されでもすれば、カミトは竜王と戦わざるを得なくなる。

「レスティア、悪い……、少し待っててくれるか」

「ええ、わかったわ」

　カミトが頭に手をのせると、レスティアは素直に頷いた。

「部屋を用意してあります。案内させましょう」

　レオノーラが合図をすると、すぐに女官が駆けつけて、レスティアを連れて行った。

　洞どう窟くつの中をさらに進んでいくと、天てん蓋がいのある広大な空間に出た。

　壁際には竜王に仕える正装の姫ひめ巫み女こがずらりと並び、カミトたちを出迎える。

「ここが玉ぎよく座ざの間か？」

「いいえ、玉座の間はこの先です」

　レオノーラは首を横に振った。

「みなさんには、ここで謁見の準備をしていただきます」

「準備？」

　と、両手に籠かごを抱えた姫巫女たちが、こちらへ歩いてきた。

「なんですの？」

「これより先は、竜王様の御ご前ぜんになりますので、そのままの格好では謁見できません」

「儀式装しよう束ぞくにでも着替えるのかしら？」

　と、クレアが怪け訝げんそうな顔をする。

　アレイシア精霊学院の制服は、〈精霊剣舞祭〉など最高位の祭儀でも着用を認められる、由緒正しい儀礼装束だ。このまま謁見の場に出ても、問題はないはずだが──

「いえ、制服はそのままで結構です。ただ──」

「ただ？」

「下着は脱いでいただかなくてはなりません」

「……ええええええっ！」

　レオノーラの言葉に、クレアたちは悲鳴をあげた。
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「し、下着を脱ぐって、ど、どういうことよ!?」

「竜に仕える姫巫女は、不浄な下着を身につけてはならないのです」

　レオノーラは真面目な顔で言った。

（……ああ、そうだったな）

　たしかに、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときも、レオノーラは下着を身に着けていなかった。

　街を歩くときもパンツをはいておらず、いろいろな意味で危険だったので、カミトが下着を選んであげたのである。

　……どうやら、クレアたちはそれを知らなかったようだ。

「う、嘘うそっ……嘘よ、そんなの……！」

「そ、そんな恥ずかしい格好、できませんわ！」

「うむ、風紀を守る〈風王騎士団シルフイード〉の団長として、だ、断じて認められん」

　クレアたちが顔を真まっ赤かにして抗議する。

「竜王の御ご前ぜんに出るからには、従っていただかなくてはなりません、もし下着を着けたままであることが露ろ見けんすれば、竜王様の逆げき鱗りんに触れることになるでしょう」

「そ、そんな……」

　クレアたちは困ったように顔を見合わせる。

　……やはり、清らかな乙女である彼女たちにとっては、抵抗があるのだろう。

　──と、そのとき。

「竜の娘の指示に従え。ここではそれが正装だ」

　ルビアが静かに口を開いた。

　クレアがハッと目を見開き、尋ねる。

「ね、姉ねえ様さまも……下着を？」

「私は船の中ですでに脱いできた」

　ルビアは堂々と言い放はなつ。……マジか。

「……～、ううっ……はあ、わかったわよ……」

　クレアは諦めたようにため息をついた。

「む、それがこの国の礼儀であるのならしかたない、か」

「で、ですわね……」

　エリスとリンスレットも、渋々といった様子で納得する。

「私はたまにはいてないときもあるから、そんなに抵抗はないわね」

　……最後に王女様が妙なことを呟つぶやいた気がするが、聞き違いであって欲しかった。

　と、カミトはふと気付き、レオノーラに尋ねる。

「なあ、俺も脱がなくちゃだめなのか？」

「なっ……下着を脱いでなにをするつもりですか、この変態！」

「なんでだよ！」

「あ、あなたは清らかな姫ひめ巫み女こではないでしょう！　あなたの……そ、そんなモノを竜王様の御前にお出しするなど、とんでもないことです！」

　レオノーラは顔を真まっ赤かにして言った。……そんなモノってなんだよ。

　（まあ、それならそれで、よかったけどな……）

「カミト、あっち向いてなさい、見たら消し炭にするわよ」

「ああ、わかったよ……」

　クレアたちに睨まれ、カミトは壁のほうを向いた。

　しばらくすると──

　するするするっ。しゅるるっ。

　目を閉じたカミトの背後で、かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　というか、なんでみんなここで脱ぎ始めるのだろう。

　……音だけでも、けっこうドキドキしてしまうんだが。

「……～っ、は、恥ずかしいわね……」

「うむ、な、なんだか、妙な気分になるな」

「あら、猫の刺し繍しゆうなんて、ずいぶん可愛かわいいのをつけてるのね、どこで買ったの？」

「ど、どこでもいいでしょ……」

「学院都市の下着店ですわね。可愛い下着があると評判ですのよ」

「ふああ、リンスレット、あ、あんた、なにバラしてるのよっ！」

「ふーん、私もこんど見てみたいわね」

「……あ、あんたこそ、なによその下着？　う、薄くない？」

「ふふ、帝都に戻ったときに買ったのよ」

「その、そんな生き地じでは、透けてしまうのではないか？　破は廉れん恥ちだぞ」

「そう？　エリスこそ、可愛いパンツをはいてるじゃない」

「あっ、な、なにをするのだ！」

「あら、これ、ひょっとして……」

「う、うむ、レン・アッシュベル様の身に着けていた下着と同じものだ」

「──は？」

　カミトは思わず振り返る。

（……って、しまった！）

　その瞬間、女の子たちが固まった。

「ひゃん！」「カ、カミトさん!?」「カ、カミト！」「あら♪」

「わ、悪い！」

　あわてて顔をそむけるカミト。

　だが、カミトの網もう膜まくには、それがばっちりと焼きついてしまった。

　クレアは猫の刺繍の入った白のパンツ。

　リンスレットは清せい楚そな水色のパンツ。

　フィアナはちょっと大人っぽい、レースの入った黒のパンツ。

　そしてエリスがはいているのは……、可愛かわいいフリルのついたパンツだった。

　……もちろん、カミトはあんな下着をはいた覚えはない。

　レン・アッシュベルの人気にあやかって作られた、偽物だろう。勝手にグッズが作られていることは知っていたが、まさか、下着まで作られているとは。

「……～っ、も、もう、ばかっ、なにしてるのよ！　消し炭よ、消し炭！」

「カミトさん、えっちですわ！」

「破は廉れん恥ちだぞ！」

　カミトの背中に、女の子のたちの厳しい視線が突き刺さった。
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「ううっ……、やっぱり落ち着かないわね」

「うむ、なんだか、脚がすーすーするぞ……」

　広間を出て、謁えつ見けんの間へ続く回かい廊ろうを歩きながら、クレアたちが口々に呟つぶやく。

「慣れれば、下着をはくのが煩わずらわしくなりますよ」

「慣れたくないわよ……」

[image: ]

　クレアはうめくように言った。

　しばらく先に進むと──回廊の先に、巨大な鉄の扉が出現した。

　人間が使うには、大きすぎる扉である。

「……ここが、竜王様の玉ぎよく座ざの間です」

　レオノーラが扉の中心に手を触れ、精霊語でなにか詞ことばを唱えた。

　すると、巨大な扉が内側へ向かって、ゆっくりと開く──

　玉座の間は、明かりのほとんどない、薄暗い大広間だった。

　奥に大きな階段があるようだ。その構造は、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときに見た〈精霊王〉の謁見の間によく似ていた。

　ズン、と重量感のある音がして、背後で扉が閉まる。

　と、次の瞬間──




『──よくぞ参った、定じよう命みようの者たちよ』




　まるで地の底から響くような、不気味な声がした。

「……！」

　カミトたちはハッと息を呑のむ。

　大階段の上に、眩まばゆい光が生まれ、天井から垂れ下がった大きな御み簾すの奥に、玉ぎよく座ざに座る巨大な何かの影が浮かび上がったのだ。

　その影は、まるで──〈化け物〉のような姿をしていた。

　湾曲した二本の巨大な角。鉤かぎ爪づめのある六本の腕と、凶悪な形をした大きな翼。

　強大な魔神の如ごとき化け物の影が、玉座に座っていた。

（……あれが、ドラクニアの竜王──〈バハムート〉！）

　そこに座しているだけで、その圧倒的な力を肌にビリビリと感じる。

　魔神級の精霊──否、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉にのみ棲せい息そくする、神話級の精霊以上の圧迫感だ。

「カ、カミト、なにしてるの、早く跪ひざまずきなさい──」

　クレアに袖そでをひっぱられ、カミトはあわてて跪ひざまずく。

　全員、竜王の放はなつ恐ろしいまでの気配の前に、無意識のうちに跪いていたようだ。

　シン──と沈黙がおとずれる。

　その永遠にも思える、一瞬が過ぎたあと──

『──汝なんじが、オルデシア帝国の王女か？』

　と、御簾の向こうの影は、一番前で頭こうべを垂れるフィアナを見下ろした。

「はい、わたくしが第二王女──フィアナ・レイ・オルデシアに御座います」

　フィアナは顔を上げ、竜王の影を見据えて言った。

『──なるほど、いい目をしておる。たしかに王家の血筋だな』

　竜王は、フィアナの素質をひと目で見抜いたようだ。

『──このたびの政変は、汝なんじにとって難なん儀ぎであったな』

「お気遣い痛み入ります。〈ドラクニア竜公国〉と竜王様の力添え、正統オルデシアの君主として、心より感謝しております──」

　フィアナは再び頭を深々と下げた。それは、普段の気さくで軽やかな彼女とは見違うような、王族の気品溢あふれる堂々としたしぐさだった。

『なに、正統オルデシアの擁よう立りつは、ドラクニアにも利益がある。それだけのこと──』

　竜王の咆ほう哮こうのような声が、広間の空気を震わせる。

『現オルデシア帝国が聖国の手中に落ちれば、次に狙われるのは我が竜国だ。汝らの存在は、聖国に対する牽けん制せいになるだろう』

　──なるほど。竜王が聖国を敵視しているというのは、本当のようだ。

　竜王の思おも惑わくが、正統オルデシアを、聖国に対抗するためのカードとして利用しようということなら、それはそれで信用できる。

『だが、竜国が汝らの後ろ盾となる前に、ひとつ条件がある』

「条件……」

　フィアナはハッと顔を上げた。

　カミトはルビアに視線を向けるが、その表情は変わっていない。竜王が何か条件をつけてくるであろうということは、ある程度予想していたのだろう。

『汝らの力を試させてもらう。後ろ盾になるに相応ふさわしい者たちかどうかをな』

「……わかりました。その条件とは一体──」

　フィアナが尋ねると、

『アルファス教国の王女シェーラ・カーンが教主を殺害し、教国は極度の内乱状態に陥った。それは汝も知っての通りだ──』

「はい」

　アルファス教国の内乱──それは、大陸諸国の最大の関心事だ。ほかならぬドラクニアも、帝都で開催された〈諸国会議〉にレオノーラたち代表団を派遣し、軍事介入路線を主張したと聞いている。現在は、皇帝暗殺未遂事件の影響で、その会議の進行も止まっているようだが──

『汝らに与える条件は──クーデターの際に囚われた、サラディア・カーンの救出だ』

　竜王の声が雷のように轟いた。

「サラディア・カーン──教国の第二王女ですね」

『そう、かの娘は僭せん主しゆたるシェーラ・カーンに対しての唯一の切り札。いまだ反抗を続けている反乱軍の旗はた印じるしになる人物だ。その身柄を押さえれば、ドラクニアは教国への介入を有利に進めることができる』

「それを、私たちに──」

『そうだ。教国の内乱を収めるのに一役買ったという事実は、まだ名ばかりの〈正統オルデシア〉という旗に実績を与えることになる。そして、サラディア・カーンが玉ぎよく座ざを奪えば、ドラクニアのみならず、教国の支援も得ることができるだろう。汝なんじ等にとっても、悪い条件ではあるまい』

「……たしかに」

　と、フィアナは呟つぶやいた。

　竜王の言葉は理に適かなっている。否、正確には利に適っているというべきか。

〈諸国会議〉を離脱したものの、ドラクニアとしても、教国への単独での武力介入は避けたいところだろう。そこで、まだどこの勢力にも所属していない正統オルデシアを、尖せん兵ぺいとして利用しようというわけだ。

　その怪物のような姿に反して、老ろう獪かいな手腕に、カミトは舌を巻く。

「……よくわかりました。少し、考える時間をいただけますか？」

　と、フィアナはカミトたちのほうへ、密ひそかに視線を走らせる。だが──

「──ならぬ。フィアナ・レイ・オルデシアよ、いま、君主である汝が決めるのだ」

　竜王の大音声が響き渡る。

　揺れるフィアナの瞳ひとみに、カミトは小さく頷き返した。

　お前に任せる──と。

　フィアナはそっと目を伏せ、それから、言った。

「──謹つつしんで拝はい命めいいたします、竜王様」
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　謁えつ見けんの間を退席すると、クレアが大きく息を吐き出した。

「はあ……すごい迫力だったわね、竜王様……」

「ええ、声が震えないようにするのが精一杯だったわ」

　と、フィアナも胸のあたりを押さえて息を吐く。あれほど堂々と振る舞っていたフィアナも、やはり、内心では恐ろしかったようだ。

「いかにも、ドラゴンの王様って感じだったな」

「そうね。御み簾すの向こうの影しか見えなかったけど、もしお姿を目にしていたら、あたし、腰を抜かしていたかもしれないわ」

「竜王様のお姿を見た者は、ドラクニアの歴史の中でも、数えるほどしかいないといわれています。じつはこの私も、あの御簾の向こうのお姿を見たことはありません」

「そうなのか？」

　レオノーラの言葉に驚くカミト。

「ええ、竜王様のお姿を見ようとした不届き者は、二度と謁えつ見けんの間から出てこなかったとか……あくまで噂うわさですがね」

「……ほ、本当に噂か？」

　カミトたちはゾッと身を震わせた。

「それにしても、結構な条件を出されてしまったわね。教国の内乱に、私たちだけで介入するなんて……」

　と、フィアナが顎あごに手をあてて呟つぶやく。

「内乱に介入しろとは言わなかったわ。教国の第二王女を救出すればいいんでしょ？」

「それはそうだけど、それだけで済むとは思えないわ」

「……そうだな」

　と、カミトも頷うなずく。

　正統オルデシアの支持を表明しているとはいえ、現段階では、あの〈竜王〉を無条件に信頼することはできない。どこの国家にも所属しない遊撃部隊として便利に使われ、用が済めば使い捨てにされるという可能性もあるのだ。

　もっとも、竜国の姫であるレオノーラがいる手前、それは口には出さず──

「それにしても、シェーラはどうして、サラディア・カーンを処刑しないんだろうな」

　と、カミトは考えていたこととは別の話題を口にした。

「たしかに、それは不可解ね。肉親の情なんて、権力争いをしてる王族の間では、無きに等しいものなんでしょうに」

　と、フィアナが皮肉にも聞こえることを言う。

　事実、彼女の兄のアルネウスは、〈精霊大祭〉の日にフィアナを処刑する予定だったのだ。あの残忍なシェーラ・カーンが、反乱分子の旗はた印じるしになり得るサラディアを生かしているのは、なにか理由があるのだろうか……？

「まあ、なんにせよ、あたしたちに選択肢はないわけよね」

　と、クレアが肩をすくめて言った。

「ええ、ですけど、竜王様の与えた条件さえこなせぬようでは、オルデシアを奪還することなんて、到底不可能ですわ」

「逆に考えれば、私たちの存在を諸国に主張できる、いい機会だともいえる」

　と、エリスが手を拳こぶしにして力強く頷く。

　そんな仲間のお嬢じよう様たちの会話を聞きながら、カミトは胸中でひとりごちた。

（……アルファス教国、なにかと因いん縁ねんのある国だな）

　あの魔王〈スライマン〉の創設した国家。そして、狂気の施設〈教きよう導どう院いん〉を生み出した、〈魔王教団〉の拠点。封印されたレスティアが発掘されたのも、教国の遺跡だった。

　なにか、そこに導かれているような、運命的なものを感じなくもない。

　そこで何かがカミトを待ち受けている──

　……なぜか、そんな予感がした。
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　大広間に戻ると、姫ひめ巫み女こたちがクレアたちに恭うやうやしく下着を返却した。カミトが壁のほうを向いている間に、またいそいそと下着を身に着ける。

　全員が着替え終えると、レオノーラが言った。

「城の部屋を用意してあります。滞在中は自由にお使いください」

「私は結構だ。船に戻る」

　と、ルビアは首を振った。

「城には泊まらないのか？」

　カミトが尋ねると、彼女は小声で囁く。

「今から〈レヴァナント〉で、ミュア・アレンスタールとリリィを回収しに行く。あの二人は教国での活動に必要だ」

「ああ……そういえば、あの二人はなにしてるんだ？」

　たしか、前に尋ねたときは、重要な任務を任せたとか言ってたような気がするが──

「〈聖国〉の内ない偵ていと、消えた〈火の精霊王〉の行方ゆくえを追わせている」

「そんな危険な任務に？」

「危険な任務だからこそだ。あの二人は、手駒の中で最も優秀だからな」

「それは、そうかもしれないが……」

　あの二人は〈教きよう導どう院いん〉の第二位と第六位で、昔はカミトともよくコンビを組んで任務にあたっていた。潜入工作のエキスパートであるリリィはもとより、一見、内偵には向かなそうな性格のミュアも、あれで危険への嗅きゆう覚かくなどはかなり鋭するどい。

　それに、万が一正体が露ろ見けんして、敵に捕まりそうになっても、軍用精霊さえあれば、強引に切り抜けられるという強みがあった。

　ともあれ、ミュアとリリィが戻ってくるというのであれば頼もしい。とくにミュアの戦力は、たった一人で精霊騎士団の一個小隊にも匹敵する。

「気をつけろよ──」

「貴様も、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉相手に剣が鈍らぬよう、覚悟を決めておけ」

「……」

　そのまま、身を翻ひるがえして去ろうとするルビアの背中に──

「ね、姉ねえ様さまっ……！」

　と、クレアが声をかける。

「なんだ？」

「あたし、もっと強くなるわ。きっと、スカーレットの力を使いこなしてみせる」

　そんな強い決意をこめたクレアの言葉に──

　しかし、ルビアは表情ひとつ変えなかった。

「そうだな。いまのお前では、私の駒としては力不足だ」

「姉様……」

　クレアは肩を震わせ、悔しそうに唇くちびるを噛かむ。

「おい、そんな言いかた──」

　と、カミトが思わず口を開くが──

「──〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉で修行するがいい。お前に必要なものはそこにある」

「……え？」

　きょとん、とするクレア。

　だが、ルビアはそれ以上何も口にせず、そのまま、その場を立ち去った。

「〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉──そこに行けば、強くなれるの？」

「過酷な環境の〈竜の峰〉は、太古より姫ひめ巫み女この修行の場でもあるのです。もっとも、いまでは修行する者もそう多くはありませんが──」

　と、レオノーラが言った。

「私も十三歳の頃に、山のドラゴンたちに修行をつけてもらいましたよ。一ヶ月ほど山に籠こもった末に、竜精霊〈ニーズヘッグ〉と契約したのです」

　……十三歳で山ごもりかよ、と突っ込もうとしたカミトだが、そういえば、自分が十三歳のときも、グレイワースの奸かん計けいに嵌はまり、〈精霊の森〉の深しん奥おう部で、三ヶ月ものあいだサバイバル生活をした経験があったことを思い出す。

「……わかったわ。姉様が戻ってくるまで、あたし、〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉で修行する！」

　と、クレアが拳こぶしを握って宣言した。

「本当に過酷ですよ。下手をすれば、命を落とすかもしれません」

　レオノーラが真剣な顔で警告するが、

「上等よ。それくらいしないと、カミトに並び立──つ、強くなれないわ！」

　クレアの決意は固いようだ。

　と──

「あら、あなただけ強くなるなんて、ズルイですわよ」

　リンスレットがふぁさっと髪をかきあげて言った。

「うむ、私も自己流の鍛たん錬れんでは限界を感じていたところだ。いつまでも、カミトや義あ姉ね上うえに前線を任せているわけにはいかないからな──」

「私もいくわ。守られるだけのお姫様なんて、嫌だもの」

　エリスとフィアナも頷うなずく。

「じゃあ、俺も行くよ。火猫お嬢じよう様を放ってはおけないしな」

　と、カミトが言うと、

「あ、あんたは、もう強くなる必要なんてないじゃない」

「そうでもないぞ。……なにせ、相手が相手だしな」

　帝都での剣舞は、圧倒的な敗北だった。

　グレイワースと戦うには、全盛期のレン・アッシュベル以上の力が必要だ。

　しかし──

「残念ですが、カミト、あなたは駄目です」

　と、レオノーラが首を振った。

「なんでだよ？」

「〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉は男子禁制の場所なのです。あなたが足を踏み入れれば、山の主である〈魔王竜〉や〈雷王竜〉の逆げき鱗りんに触れるでしょう」

「そ、そうなのか……」

「まあ、あなたが女装をするというのであれば、大丈夫かもしれませんが……」

「──わかった、やめておこう」

　カミトは即答した。

　竜種最強と呼ばれる〈魔王竜〉も〈雷王竜〉も、正直、カミトの敵ではないが、そんなのが暴れ回っていたら、かえってクレアたちの修行の邪魔になりそうだ。

　……それに、〈魔王竜〉って名前には、なんか親近感もわくしな。

「じゃあ、俺はどうするかな……」

　ルビアが聖国へ向かい、クレアたちが〈竜の峰〉に籠もるとなると、城に残るのは自分とエスト、レスティアの三人ということになるが──

　こほん、とレオノーラが咳せき払ばらいした。

「その、も、もしよければ、この私が直々に、竜都〈グラン・ドラクニア〉を案内してあげましょうか？」

「え？」

　と、カミトは訊きき返す。クレアたちも口をぽかんと開けた。

「せっかく来たのですし、その、街の観光などしたらどうでしょう」

「いや、悪いだろ、おまえ、一応お姫様なのに……」

　カミトが遠えん慮りよすると、

「わ、私はあなたを監視しなくてはならないのです。あなたを一人城に残したら、城中の女官たちに手をつけかねませんので──」

「そんなことするか！」

「しないのですか？　軍の秘密機関〈竜の目〉が調べた確かな情報なのですが」

「その〈竜の目〉とやらは、本当に節ふし穴あなだな！」

　カミトは思わず怒鳴るが、

「カミト、あんた、ほんとに全然自覚ないのね……」

「うむ、はたから見れば、完全に〈夜の魔王〉なのだがな」

「無自覚って怖いですわね……」

　なぜか、仲間のお嬢じよう様たちが、カミトを見てヒソヒソと囁きはじめる。

「な、なんだよ、お前ら……」

　と、カミトは半はん眼がんでうめくと、

「ま、まあ、案内してくれるんなら助かる。街にも興味はあったしな」

「そ、そうですか、では──」

「えっと、レスティア──あのメイドの娘こも一緒でいいか？」

「む……そ、それは……いえ、構いませんが……」

　カミトが言うと、レオノーラはちょっと困ったように口くち籠ごもる。

「……？」

　と、そのとき。

「カミト様、あなたのメイドさんは、お部屋でお休みになっていますよ」

　さっき、レスティアを部屋に案内した女官がすすっと寄って来てそう言った。

「……ん？　そうか、それじゃあ、起こすのも悪いな」

「そ、そうですね、眠った子を起こすのはよくありません！　ドラクニアの諺ことわざにもあります、眠れる竜を起こすなかれと！」

　こくこくと、たたみかけるように頷うなずくレオノーラ。そのとき、女官がレオノーラに向かってぐっと親指を立てたのにカミトは気付く。

　……なんのサインだろうか？

「で、では、いきましょう、メイドが起きる前に、早く行きましょう！」

「レ、レオノーラっ、おまえ力強すぎ……！」

　カミトは腕をぐいぐい引かれ、連れ去られていく。

「む、レオノーラ殿は肉食系だな……」

「これまで、あまりいなかったタイプね」

「カミトさん、食べられてしまいますわ」

「も、もう、カミトのばかっ……」

　その後ろでは、クレアたちが恨めしげな視線をカミトに送っていた。
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　オルデシア帝国上空──

　神聖ルギア王国の〈クルセイダー〉級戦闘艦が、悠ゆう然ぜんと空を飛行している。

　戦闘艦ではあるが、その外観はいわゆる軍艦というよりは、精霊を祀まつる聖堂のような特異なデザインで、その通称は〈カセドラル〉と呼ばれていた。

　枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスは、司令官室の椅い子すに座り、背後の人物に話しかけた。

「あらあら、あの無能皇帝、また失敗したようよ──」

「──そうですか」

　と、背後に控える影は淡々と言った。

「もう、愛想のない娘こね。ルーリエお姉ちゃんのほうがよっぽど話し相手になるわ」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせるミレニア。

　可か憐れんなその仕し草ぐさは、まるで普通の子供のように見える。

「よろしいのですか、帝都を離れて？」

「大丈夫よ、もう一人の私を置いてきたから」

「……？」

　グレイワースは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたが、それ以上は追求しなかった。

　ミレニアはくすりと微笑ほほえむと、

「ねえ、可愛かわいいお人形さん、あの少年と戦って、どうだった？」

「どう、とは？」

「あなたの相手として、愉たのしめたかしら？」

「正直、物足りませんでした。ですが──」

　と、魔女は灰色の目をすっと細めた。

「未知のなにかを感じました」

「ふぅん、結構気に入ったんだ」

「……」

　ミレニアは椅子から立ち上がり、グレイワースの唇にひと差し指をあてた。

「また、あの少年と戦いたい？」

　すると、グレイワースはわずかに唇の端を歪ゆがめ、

「それは、血が躍ります──」

　と、静かに答えた。

「ふふ、正直な娘は好きよ。この戦闘狂」

　ミレニアはくるりと振り向いた。

「──いいわ。あなたは存分に剣を振るいなさい」

「御ぎよ意い──」

「ふふっ、楽しいパーティーになりそうね」






第五章　暗黒竜の祭殿






　カミトはレオノーラの駆る飛竜に乗り、竜都──〈グラン・ドラクニア〉の貿易港にやってきた。竜車では長く感じた道のりも、飛竜ならあっという間だ。

　竜専用の広場に飛竜を繋つなぐと、レオノーラは賑にぎやかな市場のほうへ歩き出す。

「すごい活気だな……」

「ケルブレス山脈は〈精霊鉱石〉の一大産出地ですからね。船はなくとも、飛竜を使った交易が盛んに行われているのです」

　そんなレオノーラの話の通り、市場を歩くカミトの頭上では、交易品の木箱を積んだ飛竜がひっきりなしに飛び交っている。

「あれ、ぶつかったりしないのか？」

「熟練の飛竜乗りは、そうそう事故は起こしませんよ。新米がたまに荷物を落とすことはありますが、ここの住人は慣れたものです」

「慣れる慣れないの問題なのか？」

　帝都や学院都市に比べ、頑がん丈じようそうな造りの建物が多いという印象を受けたが、もしかすると、それは落下事故から身を守るためなのかもしれない。

「これでも、空そら便びんは少ないほうですよ。教国は内乱状態で交易どころではありませんし、オルデシアとの交易も、しばらくは止まるでしょうね」

「……これで少ないのか」

　頭上を飛び交う竜を眺め、カミトはぽかんと口をあける。

　レオノーラはくすっと自慢げに笑うと、

「この程度で驚かれては困りますね。一年に一度の〈飛竜演舞祭ドラゴン・ダンス〉の日などは、空一面が竜に覆い尽くされて、それは見物なのですよ」

「へえ、それはぜひ見てみたいな……」

　……どんな感じなんだろう。なんとなく、イナゴの大群を想像してしまうが。

「ええ、そのときは、また私が案内しましょう」

「ああ、頼む」

「ふふっ、約束ですよ」

　──と、そんなふうに、しばらく頭上の竜を眺めたり、市場を冷やかしながら歩いていくと、巨大な天幕で覆われた街の大通りに出た。

　通りの両側には、派手な看板の商店が建ち並び、大勢の人が行き交っている。

「ここは〈歓竜街ドラゴンズ・ストリート〉──竜都で一番大きな歓かん楽らく街がいです。雑貨、工芸品から竜の卵まで、揃わぬものはありません。夜の遊び道具なども売っているそうですよ」

「なんだよ夜の遊び道具って」

「さあ、私もよくは知りませんが……」

　そのまま、二人並んで〈歓竜街ドラゴンズ・ストリート〉を適当に散歩する。道端の露店には、学院都市にはない、珍しいものがたくさん売られていた。

「なあ、あれはなんだ？」

　と、カミトはひとかかえほどもある、青い卵を指さした。

「あれはドレイク──小型の竜種の卵です」

「食べるのか？」

「まさか。貴族が部屋に飾るんですよ。もっとも、灼しやく熱ねつの炉ろがあれば、孵ふ化かさせることも可能ですが。孵化したばかりのドレイクは、なかなか可愛かわいいものですよ」

「小型のドラゴンか、それならちょっと飼ってみたいな」

　カミトは、火を吐く手の平サイズのドラゴンを想像した。

「ええ、幼竜の大きさは、せいぜい馬と同じくらいですし、飼い易やすいですよ」

「それは十分でかいぞ」

「そうですか？　私の実家では七頭飼っていますが」

　……さすが、竜の国のお姫様。スケールが違った。

「飼えなくなって、野の良らドレイクになったらどうするんだ？」

「ほとんどの野の良らドレイクは、ケルブレス山脈に帰りますから。まあ、大抵は大型ドラゴンの餌になってしまうのですがね」

「なかなか厳しい世界なんだな……」

　と、二人が店先で話し込んでいると、

「おやおや、ドレイクの卵をお求めですか。これはお目が高い」

　店の主人が愛想笑いを浮かべて外に出てきた。

「あ、いや、ちょっと見てただけで、買うつもりは……」

「またまた、旦那様も隅におけませんな。こんな大きなものをお求めとは」

　カミトたち二人を見比べ、意味深な笑みを浮かべる店の主人。

「なんの話だ？」

「ドレイクの卵は縁起物でしてな、触れると子宝に恵まれるといわれておりまして」

「なっ……！」

　あわてて飛びのくカミト。ふと周囲を見回せば、その眼まな差ざしが、微笑ましい新婚夫婦を見守るそれになっている。

「知らなかったのですか？」

「あ、あたり前だっ、い、行くぞ……」

「あっ……！」

　カミトはレオノーラの手を掴み、あわててその場を立ち去った。

〈歓竜街ドラゴンズ・ストリート〉を抜けたあたりで、カミトはようやく立ち止まる。レオノーラは顔を真まっ赤かにして、カミトを睨んだ。

「あ、あなたはっ、そうやって、すぐに女の子の手を握るのですか！」

「わ、悪い……」

　カミトはあわてて手を離した。

「あ、いえ、べつに、そのままでもよかったのですが……」

　レオノーラはもごもごと口くち籠ごもり、

「あの、走ったら、少しお腹なかが空すきましたね……」

「ん？　ああ、そうだな……。どこかで昼飯でもとるか」

「で、ではあそこに行きませんか？」

　レオノーラが指さしたのは、大きなドラゴンの看板のある店だった。

「ドラゴン・ステーキ……まさか、竜の肉でも出てくるのか？」

「そんなわけないでしょう。山の牧場で飼育している牛ですよ」

「そうか……」

　ホッと安あん堵どの息をつくカミト。

「ただ、サイズがドラゴンサイズというだけです」





　　　　◇






　──さて、カミトたちがのんびりと竜都を観光している、その頃。

　クレアたちは〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉に続く山道を登っていた。

　山の中腹までは〈竜皇騎士団〉の飛竜に乗せてもらったものの、そこから先は濃のう霧むに覆われている上、凶暴なドラゴンが多数棲せい息そくしているので、山頂へ向かう手段は、徒歩しかないのだった。

　……しばらく、足場の悪い山道を登ると、周囲に霧がたちこめはじめた。

　日中だというのに、視界はひどく悪く、数歩先がもう見えない。

「……これから、どこへ行けばいいのかしら」

　と、あたりを見回すクレア。

「姉ねえ様さまは、お前に必要なものはそこにある、って言ってたけど──」

　そのとき、突然、スカーレットがニャーと鳴き、あさってのほうへ走り出した。

「ちょっと、スカーレット、どこへ行くのよ！」

「クレア、お待ちなさい！　単独行動は危険ですわよ！」

　霧の中に揺れるスカーレットの尻尾しつぽを追いかけ、クレアは走った。

　すると、目の前に、石を積んで造られた階段が現れた。

「こんなところに、階段？」

　クレアは首を傾げ、上を見上げた。

「どうしたのだ、急に走り出して……む？」

　と、追いかけてきたエリスたちも、その階段の存在に気付く。

「これ、どこへ続いているのかしら？」

「気になりますわね……」

「上ってみましょう」

　クレアたちはスカーレットを追って、その階段を上りはじめた。

　三百段ほどある階段を上りきると──

「……な、なんですの、ここは？」

　そこにあったのは、苔こけむした石の祭殿だった。

　現在、大陸で見られるどの建築様式とも似ていない。かなり旧ふるいもののようだ。

　その祭殿の入り口に、スカーレットはちょこんとたたずんでいた。

「空気が淀よどんでいるわね……」

　と、フィアナが眉まゆをひそめて言った。姫ひめ巫み女ことしての感応力がひときわ高い彼女は、穢けがれた気に敏感なのだ。

「レオノーラ殿は、こんな場所のことは話していなかったが──」

「スカーレット、ここがどこか知ってるの？」

　と、クレアは足もとのスカーレットに尋ねる。

　さっきのスカーレットの動きは、まるで、クレアたちをここに導くかのようだった。

　だが、もちろん、スカーレットがこの場所に来るのは初めてのはずだ。

「──中に入ってみましょう」

　クレアがおそるおそる、祭殿の中に足を踏み入れた。

　──と、そのときである。

「どこの愚か者だ、我が眠りを妨げるのは──」

「……！」

　突然、目の前に現れたなにかの影に──

　クレアは驚き、隣のリンスレットにしがみつく。

「な、ななな、なに!?」

「──光よ！」

　フィアナが咄とつ嗟さに精霊魔術を唱え、周囲を明るく照らし出した。

　と、そこにいたのは──

「……へ？」

　クレアは思わず、そんな間の抜けた声を漏らした。

　その生き物（？）は、クレアの目の高さあたりに、ふわふわと漂っていた。

　それは、手のひらサイズの、黒くて丸っこい生き物だった。

　ボールのような胴体に、まるっこい手足と、角のあるトカゲの顔がくっついている。

　……背中には、一応、尻尾しつぽらしきものも生えているようだ。

　その謎なぞの生き物は、空中で腕組みしてふんぞり返っている。

「……な、なによこの変な生き物は！」

　クレアはツーテールの髪を逆立てて叫んだ。暗闇の中で聞こえたのが、威い厳げんのある低い声だったので、もっと恐ろしい存在を想像していたのだ。

「お前たちか、我が眠りを覚ます愚かも──おい、なにをするのだ、やめろ！」

「なによあんた、よくも驚かせてくれたわね！」

　クレアが尻尾をむぎゅっと掴むと、その変な生き物はジタバタと暴れだした。

「クレア、離してあげなさい。きっと、ここの守護精霊かなにかよ」

「精霊をいじめるとバチがあたるぞ」

　フィアナとエリスがそう言うと、

「ええい、ふざけるな！　我は守護精霊などではないわ！」

　変な生き物はひょいっとクレアの手を逃れ、大声で怒鳴った。

「我は、かつてこのケルブレス山を支配した、暗黒竜〈ヴリトラ〉なるぞ！」

「……ふーん」

　クレアたちは、いっせいにジト目を向けた。

「……ま、まて、驚かぬのか？　あの伝説の、暗黒竜なのだぞ！」

　期待したような反応ではなかったのか、その変な生き物は露ろ骨こつに慌てだした。

「あのね、もうちょっとマシな嘘うそをつきなさいよ。あんたみたいな変な生き物が、伝説の暗黒竜だなんて、信じられるわけないでしょ。正直に言わないと、消し炭にするわよ」

　手のひらに精霊魔術の炎を灯ともし、クレアは謎なぞの生き物をじっと睨む。

（まあ、言われてみれば、ドラゴンに見えなくもないけど……）

　なんとなく、ブラック・ドラゴンを小型サイズに圧縮して、粘ねん土どのようにこねくり回せば、こんな生き物ができそうな気もする。

「う、嘘などついておらん！　これははあくまで世をしのぶ仮の姿、本当の力を取り戻せば、お前たちなどひと呑みにしてしまえるのだぞ！」

　謎の生き物は、大声で怒鳴った。

「……はあ、もういいわよ」

　クレアは肩をすくめて言った。フィアナの言う通り、祭殿に住み着いた竜の精霊かなにかだろう。いまはこんなのを相手にしている暇ひまはないのだ。

（早く、強くなる方法を見つけないと……）

　わめき続ける謎の生き物を無視して、立ち去ろうとすると──

「……ぬう、愚かな下か等とう種しゆどもめ。お前たちの前に来た〈火の精霊姫〉は、もっと礼儀をわきまえておったぞ」

「……!?」

　突然、飛び出したその言葉に、クレアたちは思わず立ち止まった。

「あんた……いま、なんて言ったの？」

「愚かな下等種どもめと──」

「そのあとよ。〈火の精霊姫〉がここに来たですって？」

　クレアは詰め寄った。

「……それ、いつのこと？」

「う、うむ、三年ほど前のことだ。いや、四年前だったかもしれん……」

「三、四年前……」

　クレアは顎あごに手をあてた。それは、ルビアが〈精霊王〉に叛はん逆ぎやくし、〈紅蓮卿〉として暗躍しはじめた時期と一致する。

「姉ねえ様さまが、ここに……？」

　と、クレアの口からそんな呟きが漏れる。

「姉ねえ様さま、だと？」

　聞きとがめた謎なぞの生き物が、むむっと唸り、クレアの顔をじろじろと眺めた。

「そうか、貴様があの女の妹か！　なるほど、よく見ればたしかに顔立ちが似ておる。いずれここを訪れるだろうとは言っておったが──」

　クレアの周囲を遠えん慮りよ無く跳び回り、ぶつぶつと呟きはじめる。

　クレアは足もとのスカーレットを見下ろした。

　……そういえば、あのとき、姉は〈レヴァナント〉の甲かん板ぱんで、スカーレットとなにをしていたのだろう？

（……もしかして、この場所のことを、スカーレットに教えていたの？）

　だから、スカーレットはクレアたちを、この場所に連れてきたのだろうか？

　……そうだ。〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉で修行したというレオノーラも、この場所のことは知らなかった。きっと、偶然に来られるような場所ではないのだ、ここは。

　だとすれば──

　と、クレアは目の前を飛ぶ謎の生き物をまじまじと見つめ、

「えっと……あんた、本当に伝説の暗黒竜〈ヴリトラ〉なの？」

「さっきから、そう言っておる！」

「でも──」

　ケルブレス山脈を支配した暗黒竜〈ヴリトラ〉は、千年前に聖女アレイシアに滅ぼされた──とレオノーラはそう言った。

（……いえ、そうだったかしら？）

　正確には、違う。レオノーラはこう言ったのだ。

　──〈ヴリトラ〉は聖女アレイシアに敗れ、山頂の祭殿に封印されたと。

「……それじゃあ、この祭殿はもしかして──」

「うむ、我が仇きゆう敵てきであるアレイシアが、我を封印した祭殿だ」

　と、暗黒竜〈ヴリトラ〉は、偉そうに腕組みして言った。





　　　　◇






「そう、あれは千年前のことであった──」

　伝説の暗黒竜を名乗る生き物は、あさってのほうを向いて話し始めた。

「なんか聞いてもないのに語り出したわよ……」

「しっ、ちゃかさないで聞いてさしあげましょう」

　と、リンスレットがクレアをたしなめる。

「強大な竜精霊であった我は、ケルブレス山の竜や精霊どもを率い、下界の街を荒らし回っていた。その頃、地上はほぼ魔王〈スライマン〉の支配下にあったが、その魔王軍でさえ、我を討うち果はたすことはできなかったのだ──」

「へー、すごいわねー」

　と、リンスレットの作ってきたおやつを食べながら、相あい槌づちを打つクレア。

　──だが、そこへ現れたのが、聖女アレイシアの率いる〈救世軍〉であった。救世軍は竜の軍勢を打ち破り、〈ヴリトラ〉の拠点であるケルブレス山の山頂へ登ってきた。悪名高き暗黒竜もこれまでと、下界の民は喜んだ。

　しかし、その当時、アレイシアの力は、まだそれほど強くはなかったため、強大なるヴリトラは聖女の軍を返り討ちにし、彼女を捕らえることに成功したのだった。

「それ、本当なの？　〈神儀院〉ではそんなこと習わなかったけど」

　と、フィアナが疑わしげに言った。

「誓って本当だ。全盛期の我の力は、あの竜王バハムートも一目置くほどだったのだからな」

　と、ヴリトラは鼻息を荒くする。

「だが、そのときの我は、ある重大な過あやまちを犯してしまったのだ」

「……過ち？」

「そう、我に敗れた聖女の〈神威カムイ〉は枯こ渇かつし、その剣は元の精霊の姿に戻った。我は強力な剣精霊を我がものにしようと、その足に触れたのだ」

「あ……」

　と、クレアたちは顔を見合わせた。

「なぜかはわからぬが、それが剣精霊の逆げき鱗りんに触れたようだ。次の瞬間、我の腕は翼ごと両断されていた──」

　暗黒竜〈ヴリトラ〉はガタガタと震えはじめた。

「それからのことは、よく覚えておらぬ。ただ、完かん膚ぷなきまでにズタボロにされ、命からがら、住すみ処かであるこの祭殿に逃げ込んだ。だが、それが失敗だった。祭殿の周囲に〈封ふう絶ぜつ結界〉を張られ、弱りに弱ったところで、聖女に封印されてしまったのだ」

「それで、そんな姿になってしまったんですのね」

　リンスレットが気の毒そうに言った。

　本来は、もっと巨大で恐ろしい姿だったのだろう。だが、力を失った状態で封印され、こんな奇妙なドラゴンの姿になってしまったのだ。

「……まあ、事情はわかった。難なん儀ぎだったな」

　と、エリスがヴリトラの頭をぽんぽん叩く。

　……どうやら、ここが暗黒竜を封じた祭殿であることは、間違いないようだ。

　だが、そんな暗黒竜の身の上話はどうでもいい──

「それで、姉ねえ様さまはどうしてここに？」

　と、クレアは尋ねた。

「うむ、〈火の精霊姫〉がここを訪れたのは、ある嵐の夜のことだった。ここは聖女の張った霧の〈結界〉のせいで、普通の人間には見つけることができないはずなのだが、あの娘は並外れた直感力で、この祭殿の場所を探しあててきたのだ」

「ルビア様といえば、歴代最高クラスの〈精霊姫〉と呼ばれた方ですものね──」

　フィアナがぽつりと呟つぶやく。

「〈火の精霊姫〉は深い傷を負い、なにかに追われているようだった」

「当時は〈神儀院〉もオルデシアの騎士団も、姉ねえ様さまを探していたわ。発見されなかったのは、聖女の結界に守られたこの場所に隠れていたからなのね……」

「あの娘は、数ヶ月にわたってここに居座り、姫ひめ巫み女この修行をしていった。我もちょうど話し相手が欲しかったからな、その時間は、なかなかに楽しかったぞ……」

　──と、その時間を懐かしむように、ひとり頷うなずく暗黒竜。時間の概念のない精霊といえど、こんなところに千年も封印されていては、さすがに寂しかったのだろう。

「そう……」

　クレアは複雑な表情で呟つぶやいた。

　クレアの憶えている昔のルビアは、心優しく、穏やかだったが、この祭殿にいた頃には、まだ今の〈紅蓮卿〉のような殺さつ伐ばつとした性格ではなかったのかもしれない。

「姉様は、ここで修行したのね……」

　と、薄暗い祭殿の中をぐるりと見回す。

　だが、朽ち果てたこの祭殿は、とても姫巫女の修行に向いているとは思えない。

　姉は、一体どんな方法で、あれほどの力を身につけたのだろう……？

「姉様はどんな修行をしたの？　あたしたち、強くなりたいのよ」

　クレアはヴリトラに詰め寄り、切羽詰まった表情で言った。

「……ふむ、強くなりたい、か」

　ヴリトラは唸った。

「たしかに、お前からは、あの娘のような力を感じぬ。その〈火猫〉は強力な精霊のようだが、まだその力を完全に引き出せてはおらぬようだな」

「……」

　姉と同じことを指摘され、クレアはしゅんとしおれた。

　それを見たヴリトラは、しばし瞑めい目もくし──

「お前たち、ついてくるがよい──」

　と、祭殿の奥へ向かう。

「……？」

　クレアたちは顔を見合わせた。
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「ねえ、どこに行くのよ……」

　ふよふよ漂うヴリトラのあとを追い、祭殿の奥へ歩いていくと──

　床一面に〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の刻まれた、正方形の部屋が姿を現した。

「……これは？」

「〈古代遺跡〉ね。〈神儀院〉の書庫で、似たようなものを見たことがあるわ……」

　フィアナが興味深そうに呟つぶやく。

「うむ。この遺跡は、はるか太古に、エルフィム種族の姫ひめ巫み女こが精霊との交感を高めるために使った装置なのだ」

　と、ヴリトラが自慢するように頷うなずく。

「じゃあ、姉ねえ様さまは、ここで修行を？」

「そうだ。あの娘の目的は、最初からこの遺跡だったのだろう」

「ルビア様は、一体、どんな修行をしていたのだ？」

　と、エリスが尋ねた。鍛たん錬れん好きの彼女は、ちょっとワクワクしているようだ。

「我も詳しくは知らぬ。だが、ただの修行ではないと、あの娘は言っておった。自分自身の在り方と向き合う場所だと──」

「自分自身の在り方……」

　クレアは神妙な顔で呟つぶやいた。

「あの、暗黒竜さん、わたくしたちに、ここを使わせてくれるんですの？」

　と、リンスレットが言う。

　すると、ヴリトラはちょっと照れたように目を逸そらし、

「ふん、この時代に我とただ一人、友ゆう誼ぎを結んだ〈火の精霊姫〉に免じて、お前たちにここを貸し与えてやろう。それが、あの娘との契約でもあることだしな──」

「……契約？」

「お前たちには関係のないことだ。さあ、どうする？　使いたくば使え、さもなくば、さっさとこの祭殿から出て行くがいい！」

　ヴリトラは怒鳴った。

「ありがたく使わせてもらうわ。あんた、意外といい奴やつね」

「……なっ、わ、我は、邪悪なる暗黒竜なるぞ！」

　クレアがぽんと頭を撫なでると、ヴリトラは口から小さく火を吐いた。

「ほれ、さっさと部屋の中に入れ！」

　ヴリトラにうながされ、クレアたちは正方形の部屋の中に足を踏み入れた。

　途と端たん、姫ひめ巫み女この〈神威カムイ〉に反応し、床一面に刻まれた〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉が輝き出す。

「……っ、な、なに!?」

　そして、次の瞬間──

　クレアたちの姿は光の粒子となって消失した。
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　また、あの夢を見た。

　闇の中で、私はひとり、漆しつ黒こくの翼を閉ざして誰だれかを待ち続けている。

　私は──

　いえ、彼女は──

　何百年、何千年という、永遠にも思える時間を──

　ずっと、この闇の中で過ごしてきたのだろうか？

　左手に刻まれた刻印。

　闇の中で、ほのかに輝くその光だけが、彼女に残された最後の希望だった。

（……あなたは、一体誰を待っているの？）

　夢の中で、私は彼女に問いかける──

　やはり、答えはなかった。




「……う、ん……」

　と、レスティアは目を覚ました。

（また、あの夢だわ……）

　……最近よく見るようになった、闇の中で誰かを待ち続ける、彼女の夢。

　それは夢であるはずなのに、妙に鮮明に記憶に残る……。

　──ふと、レスティアはそこで、ある異変に気付く。

（……ここは、どこ？）

　目を覚ましたはずなのに、あたりは夢の中と同じような、暗闇に包まれていた。

　自分はたしか、お城の部屋に案内され、ベッドで休んでいたはずだった。

　ここには窓もなく、天井に浮かぶ光球の照明もない。そして、背中にあたっているのは、やわらかいベッドではなく、絡み合う樹木の蔦つたのようだ。

（……私、どうしてこんなところにいるの!?）

　レスティアはあわてて起き上がろうとする。だが──

「……ぁ、くっ……！」

　手足が動かない。樹木の蔦が、彼女の身体からだを縛りつけているのだ。

　ジタバタともがけばもがくほど、蔦つたは彼女の身体からだを締めつける。

「……っ、カミ……ト……」

　レスティアはかすれた声で、彼の名前を呼んだ。






第六章　誘惑のレオノーラ






「なかなか、おいしかったですね」

　ステーキ七枚を軽く平らげたレオノーラは、ぺろっと舌なめずりした。

「よく食べるんだな……」

「ケルブレス山のドラゴンは、牛一頭軽く食べますよ」

「お前はドラゴンじゃないだろ……」

　と、思わずつっこむカミト。

　すると、レオノーラはちょっと恥じらうように顔を赤くして、

「あ、あの……よ、よく食べる女は嫌いですか？」

「いや、そんなことはないけどな……」

　食事をおいしそうに食べる女の子は、見ているだけで気持ちいいものだ。

「そ、そうですか……よかった」

　レオノーラはほっと胸を撫なで下おろした。

「では、つぎは甘い物を食べに行きましょう」

「ま、まだ食べるのか!?」

「デザートは別腹ですよ、カミト」

　レオノーラはきょとん、と首を傾げた。

　……精霊使いは太らないというが、彼女の竜精霊は莫ばく大だいなカロリーを消費するようだ。

　そのあとは、〈歓竜街ドラゴンズ・ストリート〉の露店を冷やかしつつ、周囲をふらふらと回った。ドラクニア名物の雪解け水で作ったかき氷を食べ、汁気たっぷりの竜饅頭をパクつき、広場で地竜同士を戦わせる〈闘竜〉を観戦した。

「すごい迫力だな……」

　闘竜を初めて見るカミトは、感かん嘆たんの声をあげた。

「私の実家にいるアース・ドラゴンは、三度も優勝したことがあるのですよ」

　と、自慢げに言うレオノーラ。

「お前の実家は地竜まで飼ってるのか……」

　餌の調達が大変そうだな……と、カミトはそんなことをふと思う。

　広場の周囲には、観光客のための工芸品の店もたくさんあった。カミトはそのひとつにふらっと立ち寄ると、城で待つレスティアと、クレアたちへのお土産を物色する。

「人気なのは、ドラゴンの角を加工したアクセサリですね」

「角をとられて、竜は怒ったりしないのか？」

「ほとんどは縄張り争いで死んだ竜の角が使われます。偽物も多いですけどね」

　レオノーラは店に並ぶ護ご符ふやアクセサリを、じっと観察した。

「ここにあるのは、ちゃんと本物のようです」

「そうか。じゃあ、レオノーラには、この髪留めをプレゼントするよ」

　と、カミトは、小さなドラゴンの形をした髪留めを手に取った。

「わ、わたしに……ですか!?」

「ああ、街を案内してくれたお礼だ。そんなに高いもんじゃなくてあれだが……」

「い、いえ、ありがとうございます」

　レオノーラは髪留めを大事そうに受け取ると、顔を真まっ赤かにして言った。

「と、殿方からこんなものをいただいたのは、初めてです……」

　レスティアと、いまは剣になっているエストのお土産には、水竜の皮のミニポーチを買うことにした。〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉で修行しているクレアたちには、ドラゴンの鱗うろこを加工して作ったという魔護符アミユレツトを、それぞれの好きそうな色に合わせて購入する。

　ルビアやヴェルサリアには、クレアやエリスと一緒に来たときに、それぞれの好みを聞いてから選んだほうがいいだろう。ヴェルサリアはともかく、ルビアはどういうものを喜ぶのか、まったく謎なぞだった。

　と、カミトは最後に、竜の牙で作った小さなイヤリングを手に取った。混こん沌とんとした碧へき玉ぎよくのような、その不思議な色合いを、彼女が気に入ると思ったのだ。

（……そういや、あいつには、ろくにプレゼントなんて贈ったこともなかったな）

　思えば、まだ子供だった頃のカミトは、彼女に反発ばかりしていた。それに、あの頃は身近な人になにかを贈るなんて、そんなことを考えたこともなかったのだ。

　カミトの育てられた施設では、そんな大切なことを、教えてくれなかった。

　カミトに人間らしい感情を教えてくれたのは、レスティアと──

（あいつが教えてくれたのは、剣だけじゃなかったんだな……）

　カミトは自分の両手を見下ろした。

　──お前は、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉を殺せるのか？

　ふと、脳裏に、船の中で言われたルビアの言葉が蘇よみがえった。
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　そうして、広場で過ごしているうちに、やがて日が落ち始めた……。

「そろそろ城に戻るか。レスティアが起きてたら、心配するかもしれないしな」

「そ、そうですね……」

　レオノーラは少し残念そうに呟き、

「……では、最後にあれに乗りませんか？」

「あれ？」

　カミトの袖そでをくいっと引っぱり、夕暮れの空を指さした。

　カミトが見上げると、窓のある大きな箱が、飛竜に運ばれて空を飛んでいた。豪華な装飾のほどこされたその箱は、一見すると馬車のような外観だが、車輪はないようだ。

「なんだあれ？」

「あれは〈竜籠ゴンドラ〉という、空を遊覧する乗り物です。あそこから見下ろすドラクニアの景色を、あなたにぜひ見ていただきたいのです」

「へえ、面白そうだな。じゃあ、乗っていこうか」

「はい、では乗り場に行きましょう」

　レオノーラはカミトの腕をぐいぐい引っぱり、〈竜籠〉の乗り場に向かった。

　入り口のそばにカミトを待たせ、レオノーラは、乗り場の人間となにか交渉をはじめた。その間、カミトは飛び立つ〈竜籠〉を物珍しく眺めた。

　ドラゴンの形を模したものや、精霊を祀まつる祭殿型のもの、床が硝子がらす張りになったものなど、いろいろな種類の竜籠があるようだ。

　と、交渉を終えたレオノーラが、こっちに戻ってきた。

「乗れそうなのか？」

「ええ、私たちが乗るのは、あの竜籠です──」

　レオノーラが空を指さすと、小さなお城のような竜籠ゴンドラが、ゆっくりと降りてくる。

「またすごい豪華な籠かごだな……」

「デザインは、オルデシアの古いお城をモチーフにしたそうですよ」

　レオノーラが降りてきた〈竜籠〉の扉を開く。

　と──

「これは……」

　中を目にした瞬間、カミトは息を呑んだ。

　まず目に入ったのは、部屋の真ん中に置かれた、天てん蓋がい付きの大きなベッドだった。精せい緻ちな彫刻レリーフの施ほどこされた、まるで王侯貴族の使うようなベッドである。

　壁の色は淡いピンク色、壁には照明用の精霊鉱石が埋め込まれ、さらに、天井には大きな丸鏡が取り付けられていた。

「まるで王宮みたいだな……」

　と、カミトはそんな感想を抱く。

「ええ、最高級のロイヤル・ルームをとってみました」

「いいのか？　そんな高そうな……」

「私も一応、公女と呼ばれる身分ですから、たいしたことはありません。それに、せ、せっかくの初めてなのですから、このくらいは当然です」

「初めてなのか？　意外だな……」

　と、カミトは眉まゆをひそめた。

「い、意外ですか？　そう思われていたとは、心外ですね」

　レオノーラは頬ほおを赤くして、むっと唇くちびるを尖とがらせた。

「わ、悪い……」

　まあ、考えてみれば、竜精霊に乗ることができれば、とくに〈竜籠〉を利用する必要はないわけで、そんなにおかしいことではないのかもしれない。

「あ、あなたは、経験豊富なのですか？」

「いや、まあ、俺も初めてだが……」

「そうですか……安心しました」

　なぜか、ほっと安あん堵どの息をつくレオノーラ。

「ところで、座るところはないのか？」

「ここに座ればいいでしょう」

　言って、レオノーラはベッドをぽんぽんと叩く。

「……まあ、そうか」

　レオノーラがベッドにちょこんと座ると、カミトもその横に腰を下ろした。

（うーん、なんだか、ベッドに並んで座るのは変な感じだな……）

　乗り込んでからしばらくすると……部屋が大きく揺れた。

　竜籠ゴンドラを掴つかんだ二頭の飛竜が、空に羽ばたいたのだ。

「けっこう揺れるんだな……」

　カミトはちょっと不安になって、窓の外を見下ろした。

「最初だけです。すぐに安定しますよ」

　二人の乗った〈竜籠〉は、どんどん高度を上げていく。

「お、落ちないのか？」

「大丈夫。〈竜籠〉は馬車よりも安全な乗り物ですよ」

　レオノーラの言う通り──

　しだいに大きな揺れは収まり、心地のいい揺れ方になった。

　ベッド脇の窓からは、夕暮れに染まるドラクニアの街並みを一望できる。

　広場に集まる人々の姿が、豆粒のように見えた。

「なるほど、これは絶景だな」

　と、カミトは感かん嘆たんの声を漏らした。

「ええ、やはり〈竜籠〉から眺める街は素晴らしいですね」

「ん、竜籠に乗るのは、初めてじゃないのか？」

「……？　いえ、乗ったことは何度もありますが──」

（……じゃあ、なにが初めてなんだ？）

　カミトは眉まゆをひそめた。

「そういえば、あなたと初めて会ったのも、空の上でしたね」

「ああ、あのときは……なんか俺のを切ろうとしてたよな」

　カミトは苦笑して頷うなずく。あれは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の会場である〈浮遊島ラグナ・イース〉へ向かう途中でのことだ。飛行艇レヴアナントに乗り込んできたレオノーラは、いきなりカミトに剣を突きつけ、あろうことか、カミトの下半身のものを切り落とそうとしてきたのだった。

「そ、それは忘れてください……」

　レオノーラは恥ずかしそうに目を逸そらした。

（……〈精霊剣舞祭〉か。もう、ずいぶん昔のことに思えるな）

　学院でのクレアたちとの出会い、フィアナの転入と、ヴェルサリアとの戦い──〈チーム・スカーレット〉の仲間と共に戦った日々を、カミトは懐かしく思い出した。

　雲の上にまで達した〈竜籠〉が、ゆっくりと下降をはじめる。それは、めまぐるしい日々が続いた中で、ひさしぶりに感じる穏やかな時間だった。

「レオノーラ、今日はありがとな。いい気晴らしになった」

　と、カミトはレオノーラに、心からの礼を言った。

「そうですか。それはよかった……」

　レオノーラはくすっと微笑ほほえむと、

「では、そろそろ始めましょうか──」

「……え？」

　きょとん、とするカミト。

（……始める？）

　何を──と聞こうとした、とのとき。

　ふいにレオノーラがカミトの肩を掴み、カミトをベッドに押し倒した。

「レ、レオノーラ!?」

　カミトはあわてて起き上がろうとするが──

（……う、動けない！）

　腕をがっちりとホールドされていた。

　……ものすごい腕力だ。

「な、なんのつもりだ!?」

　軍服越しに、やわらかい胸の感触が押しつけられ、カミトは狼ろう狽ばいする。

「ふふ、剣の腕はあなたが上でも、単純な力比べでは、私に敵かないませんよ。ランカスター家の姫ひめ巫み女こは〈竜の血〉を引いているのですから」

　竜の属性は肉体の強化だ。カミトといえど、この状態では抜け出せない。同時に、天井の照明がピンク色に変化し、なぜか、ベッドがくるくると回り始める。

「な、なんだ!?」

　カミトはひたすらに混乱した。レオノーラが襲ってくる意味もわからなければ、ベッドが回転する意味もよくわからない……。

　──と、そのとき。カミトはあることに気付いてしまう。

　ストッキングに包まれたレオノーラのお尻が、天井の鏡に映っているのだ。

　軍服のスカートはふとももまでずり落ちて、いまにも中が見えてしまいそうだった。

　カミトは顔を真まっ赤かにして、あわてて目を逸そらした。

「す、すこし、恥ずかしいですね……」

　カミトに覆おおい被かぶさったまま、レオノーラは甘い吐息を漏らした。

「お、おまえ、何を……」

「カミト、あなたは帝都で約束をしましたね？　なんでもすると──」

「あ、ああ……それは、言った」

　──たしかに、言った。俺にできることなら、なんでもすると。

　レオノーラは恥ずかしそうに服をめくりあげた。彼女は本当に下着をつけていない。たぷん、とした量感たっぷりの胸が露わになる。

「……!?」

　そして──

「では……あなたの子こ胤だねを、ください」

　カミトの耳もとに唇くちびるを寄せ、囁くレオノーラ。

「な、なに言ってるんだ!?」

「空の上で孕はらんだ子は〈竜の宝物〉と呼ばれ、縁起がいいとされているのですよ」

　耳をくすぐるような、甘く心地のいい声。

「それとも、私とでは……嫌ですか？」

　レオノーラの瞳ひとみが切なそうに揺れる。

　またあの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときのように、〈竜の血〉が暴走しているのだろうか──そう思ったが、違うようだ。

　彼女の目は、普段と変わらぬ黒い瞳のままだった。

「ま、まてまて、なんでだよ！　意味がわからないぞ！」

「……わ、私にだってわかりませんっ！」

　レオノーラは顔を真まっ赤かにして言った。

（逆ギレ!?）

　と、カミトは思うが、口には出さない。

「あ、あなたを見ていると、心が激しく乱されて、おかしくなってしまうのです。最初にあなたと剣を交えたときから、ずっとそうでした──」

「レオノーラ……」

　泣きそうな表情で言う彼女に、カミトは思わず口をつぐむ。

「私はその理由を考えました。夜も眠れぬほどに、毎日、あなたのことを考えて……そして、その理由がようやくわかったのです──」

　レオノーラは、カミトの目を見据えていった。

「これは、竜の血を継ぐ私の本能が、あなたの強い胤たねを欲しがっているのだと！」

「まてまて、どんな結論だ！」

　カミトは思わずつっこんだ。

　帝都で彼女が口にした、カミトに死なれては困る、とはそういう意味だったのか──

　脱出しようとするが、レオノーラの腕はびくともしない。……というか、へたに動くと、生の胸に顔が埋まるので、危険すぎて身動きがとれない。

「無駄ですよ、カミト。ドラクニアの竜は、欲しいものを力ずくで手に入れるのです」

「ちょ、まて、落ちつけ！　お前、思考がドラゴンすぎるぞ！」

　──と、カミトが叫んだ、そのときだった。

「……っ!?」

　黒い革手袋に包まれた左手が、突然、火傷やけどのような痛みを発した。

「──あっ、くっ……う……」

「……カミト？」

　と、異変に気づいたレオノーラが腕の力を緩める。

「……う、ぁ……ぐ……ううっ……」

「……ど、どうしたのですか？」

　苦く悶もんの声をあげるカミトに、心配そうに声をかけるレオノーラ。

　だが、カミトはまともに声を発することもできない。

（……な、なんだ……この痛みは……！）

　灼しやく熱ねつの焼きごてを押し付けられたような痛み。

　その燃えるような激痛に呻うめきながら──

　カミトはすぐに、ある可能性に思いあたった。

（……っ、まさか、レスティアが呼んでるのか!?）





　　　　◇






「……ここは？」

　目の眩くらむような光に包まれ、意識を失った次の瞬間──

　クレアは、ゆっくりと目を開けた。

　そこは、さっきまでクレアたちのいた、あの〈竜の峰ドラゴンズ・ピーク〉の祭殿ではなく──

「うそ……この場所って……」

　クレアは思わず、紅玉ルビーの瞳ひとみを見開いた。

　木々の生い茂る、小高い山の麓ふもとに建つ、石造りの立派な城。

　クレアが立っているのは、懐かしいエルステインの城の門の前だった。

　山の裾すそ野のには、豊かな領地の景色が広がっていた。畑には多くの麦が実り、平原では牛や羊などの家畜が放牧されている。川のそばにあるのは、麦を挽ひく水車小屋だ。

　幼い頃、クレアは城の窓から、この景色を見るのが好きだった。

（……どうして、こんなところに？）

　あたりを見回すが、エリスやフィアナ、リンスレットの姿は見当たらない。

　彼女たちは、また違う場所に飛ばされたのだろうか？

　自分自身の在り方と向き合う場所──と、あの暗黒竜〈ヴリトラ〉は、そう言った。

（……でも、こんなものを見せて、一体どうしろというの？）

　クレアは門をくぐり、城の庭園へと足を踏み入れた。

　城の中では、付近の領民を集め、大きな祝宴の準備をしているようだった。庭園の真ん中には大量の酒さか樽だるが積まれ、肉を焼くためのかまどが用意されている。

　その光景を見て──

（……あの日だわ）

　クレアは思い出した。

　あの日、幼いクレアは、夕方からはじまる祝宴を楽しみにしながら、自分の部屋で〈スカーレット〉と遊んでいたのだ。

　その日も、平和な一日になると、誰だれもが信じていた。

　明日も変わらぬ日々がくると──

「……だめ……みんな、逃げて！」

　クレアは叫んだ。

　だが、その声は届かない。その場にいる誰も、クレアがそこにいることに気づかない。

「……なんで……なんで、こんなものを見せるのよっ！」

　そのとき、空の色が変わった。

　夕暮れの赤ではなく、燃えさかる灼しやく熱ねつの炎の色に──

　そして、炎の雨が降りそそぐ。

　目の前の景色が、一瞬で灼熱の炎に包まれ、ことごとく焼き尽くされてゆく。

「やめて！　やめてよ！　どうして、こんなことをするのっ！」

　と──

「──これが、私の引き起こした結果だ」

「……!?」

　聞こえてきたその声に、クレアはハッと振り向く。

　そこに、真しん紅くの髪をたなびかせ、幽ゆう鬼きのように立つ姉がいた。

　ルビア・エルステイン──否、それは、あの仮面を被った〈紅蓮卿カーデイナル〉だ。

「……っ、違うわ、これは姉ねえ様さまのせいなんかじゃ──」

「私はこれを止めることができなかった。あのときの私に、もっと力があれば、〈精霊王〉を滅ぼし、この悲劇を食い止めることができたはず──」

　と、そのルビアの手に、紅ぐ蓮れんの炎を纏う緋ひ色いろの剣が出現した。

　神殺しの焔ほのお──最強の焔精霊〈レーヴァティン〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエが。

「姉様、だめっ──！」

　クレアは必死に叫び、ルビアの前に立ちはだかった。

　あの焔は、復ふく讐しゆうの焔。彼女自身を焼き尽くす、破滅の焔だ。

「そこをどけ、クレア・ルージュ──」

　ルビアは〈神殺しの焔レーヴアテイン〉を構え、クレアに突きつけた。

「どかないわ。あたしは、姉様の復讐をここで止めてみせる──！」

　クレアが召しよう喚かんの詞ことばを唱えると、その足もとに炎を纏う〈火猫〉が出現した。






第七章　竜王の正体






　日が落ちはじめ、ケルブレス山脈全体が宵よい闇やみに包まれる。

　左手に異変を感じたカミトは、すぐに〈竜籠ゴンドラ〉での遊覧を中止すると、レオノーラの竜精霊で〈竜岩城ストロング・ホールド〉に帰還した。

　そして──

「レスティアが、消えた？」

　城に戻り、女官たちの報告を聞いたカミトは絶句した。

「も、申し訳ありません！　まさか、こんなことになるなんて──」

　女官たちはおろおろした様子で、ただ頭を下げた。女官の一人が、レスティアの様子を窺いに入ったときには、部屋はすでにもぬけの殻だったというのだ。

　いま、総出で城中を探しているというが、彼女はまだ見つかっていないようだ。

（レスティア……）

　カミトは、黒い革手袋を嵌はめた左手に目を落とした。やはり、さっきの灼しやく熱ねつのような痛みは、彼女になにかあったことを知らせるものだったのだ。

　あの痛みは、もう消えていた。だが、それはレスティアが無事だという保証にはならない。むしろ、その逆である可能性もある。

（……どういうことだ？　一体、レスティアの身になにが起きた？）

「城の中で迷った可能性はあります。この〈竜岩城〉は広大ですから」

　レオノーラが緊迫した声で言った。二人でいたときとはうってかわり、厳しい軍人の表情に戻っている。

「私と〈竜皇騎士団〉は、空から城の外を探してみましょう」

「ああ、頼む──」

　カミトが頷うなずくと、レオノーラは部下を引き連れ、外へ向かった。

「わ、私たちは、引き続き城内を探します！」

　女官たちもぺこりと頭を下げると、部屋を出て行った。

「……」

　カミトはもう一度、部屋の様子を見回した。

　部屋には、とくに乱れた様子はなかった。

　ただ、城の中で迷っているだけなら、いいのだが──

（……まさか、攫さらわれたってことはないよな？）

　ふと、そんな不安が脳裏をよぎる。

　聖国の〈聖霊騎士団〉は、〈浮遊島ラグナ・イース〉でも、ローレンフロストの森でも、レスティアを捕らえようと暗躍していた。

　敵対する〈竜王〉のお膝元とはいえ、オルデシア帝国の例を考えれば、密偵の一人や二人、紛れこんでいてもおかしくはない。しかも、いまのレスティアは強大な闇精霊ではなく、自分自身の身を守ることもできない、普通の女の子なのだ。

（だが、それにしても、不可解なところがある……）

　と、先ほどから感じていた違和感に、カミトは首を傾かしげる。

　女官たちの話によると、城内でレスティアの姿を見た者は、一人もいないそうだ。

　自分の意志で外に出たにしろ、何者かに拐かどわかされたにしろ、大勢の人間の目のある城内で、誰だれにも見られることなく姿を消す──そんなことが可能なのだろうか？

　女官たちは、城の中を総出で探し回ったと言った。

　おそらく、部屋という部屋は、すべて探したはずだ。

（それでも見つからないってことは──）

　──と、そのとき。カミトはハッと気付く。

　城の女官たちが、絶対に調べていないであろう場所が、ひとつあることに。

　決して誰も足を踏み入ることのできない、神聖にして不可侵の場所が──

（まさか……！）

　なぜ、すぐに気付かなかったのだろう。

　真っ先に、その可能性を考えるべきだった。

「くそっ──」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を掴つかんだまま、レスティアの部屋を飛び出した。





　　　　◇






　──〈玉ぎよく座ざの間〉へと続く回かい廊ろうの前で、カミトは城の衛兵たちに止められた。

「ここを通してくれ──」

「いいえ、ここより先は、客人といえど、許可なく通すわけには参りません」

　武器を構えた衛兵の一人が、不審そうな目でカミトを睨む。

　そう、ここには衛兵がいるのだ。普通に考えれば、レスティアが一人でこの先に向かうことはできないはずだった。

　しかし──

「メイド服姿の女の子が、ここには来なかったか？　俺の連れなんだが──」

「いえ、そのような者は見ておりませんな」

「そうか……」

　衛兵の態度に不審なところは見当たらない。

　……彼は本当に、見ていないのだろう。

（……そう、これはただの俺の想像だ。的外れな考えなのかもしれない）

　もしその考えが間違っていれば、ドラクニアの支援の話は破談になるだろう。

　だが、カミトは〈教きよう導どう院いん〉にいた頃、レスティアが一般の人間相手に、これと同じようなことをしたのを、何度も見たことがあった。そして、レスティアよりも強大な、〈精霊王〉に次ぐ力を持つといわれる〈神話級〉の精霊ならば──

　離れた場所から、眠った状態のレスティアを招き寄せ、それを目撃した人間の記憶を操作することも可能なのではないだろうか──

　本来は、クレアたちにも相談すべきだ。だが、いま事態は一刻を争う。レスティアが何をされているのか、分からないのだ。

「悪い、少し眠っててくれ──」

「なに？」

　目の前の衛兵が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

　その瞬間、カミトは〈神威カムイ〉を纏わせた拳こぶしで、甲冑を打ちすえた。不意を打たれた衛兵は即座に昏こん倒とうする。

〈教導院〉の暗殺技だ。相手が精霊使いでなければ、これで十分だった。

「き、貴様、何を──うごっ！」

　ほかの衛兵が声を上げる前に、カミトは素早く動き、その場の全員を昏倒させた。

　そのまま、〈玉ぎよく座ざの間〉へ続く回かい廊ろうを影のように駆け抜ける。

　そして、回廊の最奥にある、巨大な扉の前にたどり着いたカミトは──

　扉を破壊しようと〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を振りかぶった。

　だが、カミトが剣を振り下ろそうとした、そのときだった。

「……な!?」

　ゴゴゴ……と、地響きのような音が鳴り響き、扉が内側から開きはじめた。

　まるで、カミトを招き入れるかのように──

（……俺の行動も、見られてたってわけかよ）

　カミトは胸中で呟つぶやくと、〈魔王殺しの聖剣〉を構えたまま、足を踏み入れる。

〈玉座の間〉に入ると、背後でゆっくりと扉が閉ざされた。

（さて、鬼が出るか竜がでるか──）

　暗闇の中を、カミトは聖剣エストの輝きを頼りに、まっすぐに突き進む。

　──と、目の前に、なにか蠢うごめく大きな塊かたまりがあるのに気付く。

　カミトは聖剣を上に掲げ、目の前を照らし出した。

　そして──

「──レスティア！」

　カミトは思わず、声をあげた。

　カミトが見たもの、それは──

　不気味な樹木の蔦つたに絡みつかれ、意識を失った、レスティアの姿だったのだ。

　彼女は穏やかな表情で、眠りについているようだ。

「……〈竜王〉、レスティアになにをした！」

　カミトが叫んだ、その瞬間。

　天井から降りそそぐ明かりが、御み簾すの奥に巨大な〈竜王〉の影を映し出した。

『よくぞ来た、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を継ぐ者よ──』

　唸うなるような咆ほう哮こうと共に〈竜王〉の影が蠢き──

　その姿を覆い隠していた御簾が、ゆっくと開いていく。

「……な!?」

　カミトは唖あ然ぜんとして固まった。
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　その頃。

「城の外へ出たとしても、そう遠くへは行けないはずですが──」

　漆しつ黒こくの竜精霊の背に乗ったレオノーラは、地上を見下ろしながら呟つぶやいた。

〈竜岩城ストロング・ホールド〉の周辺は切り立った崖がけに囲まれており、外へ出るには、谷にかかった石橋を通らなければならないはずだった。

　橋を守る衛兵が、少女の姿に気付かぬはずもない。

（……それにしても、彼女は一体、何者なのでしょう？）

　ただのメイドではないようですが──と、レオノーラは疑問に思う。

　──実はレオノーラの率いる〈竜皇騎士団〉は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉において、レスティアの連れた〈ネペンテス・ロア〉に壊滅させられているのだが、そのとき、レスティアは姿を隠していたため、彼女のことは見てはいないのであった。

（……や、やはり、カミトの愛あい妾しようなのでしょうか……）

　ふと、レオノーラは先ほどの〈竜籠ゴンドラ〉の中でのことを思い出し、頬ほおを熱くした。

（……あ、あれは、少し強引すぎたようですね）

　はあ、と重いため息をつく。

　わざわざ、恥を偲しのんであんな破は廉れん恥ちな〈竜籠〉に乗ったというのに──

　いざ勇気を出して攻めてみれば、カミトは完全に引いてしまったようだった。

　やはり、いきなり子こ胤だねを求めるのははしたなかったのか。いや、それ以前に、カミトの前でステーキを七枚も食べてしまったのがよくなかったのかもしれない。あれでも小食をアピールしたつもりなのだが──

　……カミトに、嫌われてしまったかもしれない。いや、彼はそんな男ではないだろうが、ちょっと距離を置かれてしまうかもしれない──

　頭の中で、ぐるぐると後悔が回る。

「……私ともあろう者が、なぜ、こんなにも彼に心を乱されるのでしょう」

　カミトのことを考えれば考えるほど、頭がいっぱいになってしまう。

　それで、強い胤たねを求める〈竜の血〉の本能が疼うずいているのかと思ったのだが──

（そういうのとは、少し違うのでしょうか？）

　……なんだかわからない、不安定な気持ちをもてあます。

（……い、いまはカミトのメイドを探すことに集中しなければ！）

　妄もう念ねんを振り払うように首を振り、レオノーラはふたたび地上に目を落とした。

　──と、そのとき。

　彼女を乗せた漆しつ黒こくの竜が、グルル……、と警戒の唸り声を上げた。

「……？　ニーズヘッグ、どうしたのですか？」

　レオノーラが訝いぶかしげに目を細める。

　と、崖がけにかかる橋のたもとに、小さな人影があるのに気がついた。

「──あれは、まさか!?」





　　　　◇






（……ど、どういうことだ？）

　想像とあまりにかけ離れた、その姿に──

　カミトは口をぽかんとあけて立ち尽くした。

　開かれた〈竜王〉の御み簾すの向こうに現れたもの。それは──

　無数の蠢うごめく樹木に絡みつかれた、美しい少女だったのだ。

　魔性を匂わせる真しん紅くの瞳ひとみ。ほのかな燐りん光こうを放はなつ、瑠る璃り色の髪。真しん珠じゆよりも白い肌と、ほっそりとした、人形のように華きや奢しやな手足。

　絶世の美少女──と形容したいところだが、彼女が人間でないのは、明らかだった。

　頭の両端から、流りゆう麗れいな二本の角が生えているのだ。

　蠢く樹木に覆われたその少女は、一糸まとわぬ姿で、カミトを悠ゆう然ぜんと見下ろしている。

　全裸の美少女を前にして、いつもなら、あわてて目を逸そらすところだが──

　カミトは息をすることさえ忘れ、ただその姿に魅入った。

　それほどに、その少女は美しかったのだ。

「どうしたの？　そんなふうに固まってしまって──」

　少女の唇くちびるが甘い声を発した。

「……お、お前は、一体──」

　と、カミトはようやく口を開く。

「私は、ドラクニアの王。竜精霊──〈バハムート〉」

　その少女は、静かに名乗った。

「なんだと──」

　カミトは絶句した。

　大陸諸国が恐れる、最強の竜精霊──竜王〈バハムート〉。

　その正体が、この儚はかなげな美しい少女だというのか──

　カミトは、レスティアを拐かどわかされた怒りさえも一瞬忘れ、唖あ然ぜんとした。

「ふふ、そんなに見つめられては、恥ずかしいわ」

「……っ、その、悪い……！」

　全裸の少女を直視していたことに気付き、カミトは真まっ赤かになって目を逸そらした。

「光栄に思うといいわ。私のこの姿を見せたことがあるのは、人間では〈聖女〉アレイシアくらいのものよ。あなたは歴史上で二人目ということになるわね」

　と、その少女は裸身を蔦つたで隠しながら、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「あ、あんたは……本当に、あの〈竜王〉なのか……？」
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　と、戸惑いながら尋ねるカミト。

　たしかに、高位の精霊は人の姿をとるものが多い──

　エストやレスティア、それに〈水の精霊王〉イセリアも少女の姿である。

　では、カミトたちが〈竜王〉の姿だと思っていた、あの化け物のような巨大な影は、絡み合う樹木のつくりだした、まやかしの姿だったということか──

（……いや、いまはそんなことはどうでもいい）

　と、カミトはようやく我に返り、

「おまえ、レスティアをどうするつもりだ！」

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を両手に構えた。

　返答次第では、たとえ〈竜王〉が相手であろうと、戦う覚悟はあった。

　だが、玉ぎよく座ざに座る少女は、とくに怒った様子もなく──

「私は、彼女──レスティア・アッシュドールの記憶を戻そうとしているだけよ」

　と、そんなことを口にする。

「レスティアの記憶を？」

「そうよ。感謝されこそすれ、剣を向けられる謂いわれはないわ」

「どうして、そんなことを？　彼女の記憶を取り戻して、なにをするつもりなんだ？」

　カミトはたたみかけるように言った。レスティアに記憶を取り戻して欲しいのは、カミトも一緒だが、この少女がなにを企んでいるのかわからない──

「なにをするつもりもないわ。ただ、この私には、この娘こを見守る義務があるの。主君である、あの御お方かたの腹心としての義務が──」

「……あの御方？」

　と、カミトは少し首を傾げ──

　船の中で、ルビアが話していたことを思い出す。

「〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉のことか……」

「そう、その闇精霊、レスティア・アッシュドールを創り出した存在よ──」

　少女の姿をした竜王は、樹木の中で眠るレスティアに、優しい眼まな差ざしを向けた。

　強大な竜精霊〈バハムート〉は、〈精霊戦争〉の際、闇の精霊王の腹心として五大精霊王の軍勢と戦った。戦争に敗北し、闇の精霊王が滅ぼされた後も、その忘れ形見であるレスティアに忠義を尽くす、ということか──

　それが彼女の本心かどうかは、まだわからないが──

「レスティアに、危害を加えるつもりはないんだな？」

　と、カミトは念を押すように言った。

「あたり前よ。それに、もしそうするつもりなら、とっくにしているでしょう」

「……たしかに、な」

　カミトはむっと唸った。

「わかったら、早くその剣を下ろして欲しいわね。本来の力は失われているようだけど、それ、精霊戦争時代の精霊にとっては、陣営関係なくトラウマものの存在なのよ」

「……あ、ああ、わかった」

　カミトは、ゆっくりと〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を下ろした。

　最強の剣精霊〈テルミヌス・エスト〉は、竜王も畏おそれる存在のようだ。

「でも、あんたほどの精霊なら、俺なんて一瞬で滅ぼせるだろ」

　と、カミトは、内心でドキドキしながら言った。

　なにしろ〈精霊王〉に継ぐ力を持つと噂うわさされる〈竜王〉だ。カミトを一瞬で消滅させることも可能だろう。

　だが──

「そんなことはないわ。残念ながら、ね」

　と、竜王は静かに首を振った。

「……え？」

「私はこの城から出ることもできない、城の外に対しては、ほとんど力を使うこともできない、非力な身よ──」

「城から出ることができない？」

　カミトは訝いぶかしげに訊きき返す。たしかに、ドラクニアの〈竜王〉といえば、国家間の会議や祭儀に姿を現さないことで有名ではあったが──

　竜王は、ふっと儚はかない微笑を浮かべ、

「ええ、〈地の精霊王〉にかけられた、忌々しいこの呪いのせいでね──」

　樹木の蔦つたの中で、小さく身じろぎした。

　その瞬間、蠢うごめく樹木の蔦が、少女の四し肢しを拘束する。

「……!?」

「これが、〈地の精霊王〉の呪いよ。私はここを離れることも、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に帰還することもできず、このドラクニアの地に縛られているの──」

「そんな……」

　かけるべき言葉が見つからず、カミトは絶句した。

　この呪いを受けたのが〈精霊戦争〉のときだとすれば──

　この少女は何千年もの間、こんな場所で、たった一人で過ごしてきたのだ。

　その孤独は、定じよう命みようの者であるカミトには、とうてい想像もつかない──

　そのとき、ふとカミトは思いつく。

「そうだ、エストの力なら〈解呪〉することができるかも──」

「千年前にここに来た、聖女も、同じことをしてくれたわ」

　と、竜王は首を振った。

「聖女アレイシアが？」

「ええ。……でも、だめだった。呪いの力はあまりに強力で、その剣精霊の契約者であった、彼女の肉体を蝕むしばんでしまったの──」

「そ、そうか……」

　カミトは俯うつむき、奥歯を噛んだ。聖女アレイシアは、エストの溜ため込んだ呪いをその身に受け、〈魔王〉を倒したその直後に、石になってしまったのだ。

「ふふ、そんな顔をしないで。数千年の刻ときも、精霊にとっては、そうたいした時間ではないわ。それに、人間たちの営みを見守るのは、なかなか楽しいものよ」

　竜王は肩をすくめると、レスティアに目を移した。

「今日はいい日だわ。あの御お方かたの忘れ形見にも、ようやく出会えた──」

　樹木の蔦つたに抱かれ、レスティアは穏やかな顔で眠っている。

「レスティアは、やっぱり、レスティアなんだな？」

「それは、どういう意味？」

「……その、彼女は、いまでも精霊なのか？」

　と、カミトは尋ねた。

　カミトの目には、レスティアが人間の姿をとっているのではなく──

　完全に、人間の少女として転生したように思えるのだ。

「……そう、ね……」

　すると、竜王は少し考え込み──

「たしかに、いまの彼女は、あなたたちと同じ人間といえるかもしれないわ」

「……」

「でも、それはあくまで、借り物の肉体。彼女の本体が〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と切り離されて、精霊としての属性を失っているだけなの。彼女が記憶を取り戻せば、〈元素精霊界〉との繋がりも復活して、精霊の力を取り戻すはずよ──」

「そうなのか……」

　カミトは、革手袋に覆われた左手を見下ろした。では、精霊刻印は消えても、カミトとの精霊契約そのものは、まだ破棄されていないということか──

「彼女の記憶は、戻りそうなのか？」

「やるだけのことはやってみるつもりよ。それが、あの御方への忠義だもの」

　と、竜王は静かに頷いた。

　カミトはレスティアの手をそっと握った。

　……いまのカミトにできることは、これくらいしかない。

　すると、その様子を眺めていた竜王が、ふふっと微笑ましそうに笑った。

「──その契約精霊を愛しているのね」

「……なっ!?　けほっ、けほっ……」

　カミトはむせて咳込んだ。

「あら、冗談なのに。真まっ赤かになっちゃって、可愛かわいい──」

　愉たのしそうに、くすくすと笑う竜王。

「お、お前な……」

　だが、あまりに無邪気で可か憐れんなその表情に、怒る気も失せてしまう……。

　これが本当に、あの轟とどろくような恐ろしい声で話していた〈竜王〉なのだろうか。

「それじゃあ、レオノーラはどう？」

「……な、なんでそうなる！」

　またも不意を打たれ、カミトは動揺した。

　なにしろ、彼女とは、さっきあんなことがあったばかりである。思わず、あのたぷん、とした胸の感触を思い出し、頬ほおがカアッと熱くなる。

「まったく、あの娘こがあんなに頑張ったのに、あなたも女泣かせね」

「……っ、おまえ、まさか、さっきの見てたのか!?」

　カミトは思わず、声をあげた。

「ええ、〈竜籠ゴンドラ〉を運ぶ飛竜の目を通してね」

「ぐ……」

　おそらく、使い魔と視覚を共有する〈遠見〉の魔術だろう。たとえ城の外に出られなくとも、〈神話級〉の竜精霊ならば造作もないことだ。

「あの娘こは不器用だから、自分の気持ちさえわかっていないのよ」

　と、竜王は苦笑して言った。

「レオノーラと契りを結ぶのはだめ？　家柄は申し分ないし、気持ちのまっすぐな、とてもいい娘こよ。それに胸も大きいし……ああ、それとも小さいほうが好みなのかしら」

　いつのまにか伸びてきた樹木の蔦つたが、カミトの脇わき腹ばらをつんつんとつつく。

　……呪いのはずなのに、ある程度はコントロールできるようだ。

「レ、レオノーラは、たしかに魅力的な娘こだと思うが……って、そうじゃなくてだな」

　カミトは憮ぶ然ぜんとして言った。

「じゃあ、あの四人の中で誰だれを娶めとる気なの？」

「め、娶る……？」

　竜王は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、

「ドラクニアの王としては、レオノーラをお勧めしたいところだけど、あの中だったら、オルデシアのお姫様がいいと思うわ。しっかりしてそうだし、なんなら、あなたが正統オルデシアの君主になればいい──」

「か、勝手なこと言うな！」

「あのしっぽ髪の娘は、胸も大きいし、たぶん、一度落としてしまえば誰だれよりも深く尽くすタイプよ。火猫のお嬢じようさんはなんだかツンツンしてるけど、なかなか可愛かわいいところもありそう。あ、あの金髪の娘はだめよ。気立ては良さそうだけど、よりによって、私の仇きゆう敵てきである〈水の精霊王〉と通じているから──」

（こ、この竜精霊……！）

　カミトは胸中で頭をかかえた。

　だめだ、このままでは、彼女のペースに巻き込まれてしまう……。

「ああ、やっぱり面白いわね、あなたたち人間は──」

　と、ひとしきり話したあと、彼女は満足そうに笑った。

　それから、ふと真面目な顔になり──

「ねえ、精霊である私が、なぜこの国に王として君くん臨りんしているのかわかる？」

「……？」

　たしかに、精霊が〈人間界〉の国を統治したという例は、ほかに聞いたことがない。普通の精霊は、人間界などにあまり興味を抱かないものなのだ。

「私はね、人間という種をよく知りたいの。それは、私の主君である〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉が、なぜ、あなたたちに興味を抱いたのか、その心を知りたかったから──」

「〈闇の精霊王〉が、人間に興味を？」

　と、カミトは訊きき返す。それは初耳だった。

　竜精霊の少女はこくっと頷き、

「〈闇の精霊王〉は、人間になにかの可能性を感じたのよ。だから、滅びの際に、自分の力の一部を託した。強大な竜種や巨人種ではなく、あなたたち人間に──」

「……」

　カミトは、自身の胸を見下ろした。

　なぜ彼女──〈闇の精霊王〉は、〈魔王〉の力などというものを、人間に転生させようと思ったのか──言われてみれば、それはたしかに不思議だった。

「最初は〈闇の精霊王〉の心に近づくために、人間を観察しているだけだった。でも、そうしているうちに、人間という儚はかなくも弱い種が、このドラクニアという国が、だんだんと愛いとおしくなってきたの。まるで自分の子供たちのように──」

　竜王は、優しい眼まな差ざしで微笑ほほえんだ。しかし、穏やかなその表情の中に、カミトはほんのわずか、寂しさのようなものを感じとった。

　彼女がどれだけ愛情をそそいでも、人間は定じよう命みようの種族だ。この竜精霊の少女は、この城で、幾度もその子供たちの死を看み取とってきたのだろう。

　そして、竜王としての威い厳げんを保つ必要のある彼女が、その本当の姿を現すことができたのは、千年前の聖女を除けば、〈闇の精霊王〉の転生体であるカミトだけなのだ。

「……」

　カミトは、竜王の姿を見上げて言った。

「レスティアが目覚めるまで、しばらく、ここで待たせてもらう。茶飲み話くらいには付き合うよ」

「ふふ、お茶はだせないけどね……ああ、樹液は啜すすってもいいわよ」

「それは遠えん慮りよしておくよ……」

　──と、カミトが肩をすくめた、そのときだ。

「……!?」

　と、穏やかだった竜王の表情が、一転して険けわしいものへと変わった。

　魔性のような真しん紅くの瞳ひとみがすっと細められ、その視線はどこか遠くを見つめる。

「何か、よくないものが来たようね──」

　と、彼女は冷たい声で言った。

「……よくないもの？」

「ええ……あの穢けがれた闇の気配を感じるわ」

　竜王は、どこか彼方かなたに意識を飛ばすように目を閉じた。

　そして、その唇くちびるから、驚くべき言葉が漏れる──

「──あの娘……まさか、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉？」

「……なっ!?」

　カミトは目を見開いた。





　　　　◇






　宵よい闇やみが、ケルブレス山脈の空を覆った。

　竜都と〈竜岩城ストロング・ホールド〉を隔てる渓けい谷こくにかかる、唯一の橋の上──

　そのたもとに、血色の魔剣を手にした、灰色の髪の少女が立っていた。

　少女に対たい峙じするのは、巨大な〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を手にしたレオノーラだ。

　その全身には、凄すさまじいほどの殺気が漲みなぎっている。

「なにをしに来たのですか。あなたを城に招いた覚えはありませんが」

　と、レオノーラは静かに言い放った。

「お前は、帝都にいた、竜使いの娘か──」

〈黄昏の魔女〉は無表情に呟き、一歩、前に足を踏みだした。

「私の目的は、竜王の首を獲とることだ」

「そうですか。それはまた、堂々とした暗殺者もあったものですね」

　レオノーラの放はなつ殺気が、一気に膨ふくれ上がる。

「何なん人びとたりとも、ここを通すわけにはいきません」

「もとより、押し通るつもりだ──」

　魔女が薄く笑った。






第八章　屍山血河






　大勢の衛兵の駆ける足音が〈竜岩城ストロング・ホールド〉の渓けい谷こくに響きわたる。

〈玉ぎよく座ざの間〉を飛び出したカミトは、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手に、回かい廊ろうをひた走った。

（まさか、真正面から乗り込んでくるとはな……）

　カミトの額ひたいに焦しよう燥そうの汗が浮かぶ。侵入者の正体が彼女だとするなら──ここにどれほど多くの兵がいたとしても、冗談ではなく、全滅させられる可能性があった。

　──〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉。

　大戦時には、たった一人で、小国を壊滅させたという伝説も残っている。

　さすがに、それは伝説であって欲しいが──

（間に合ってくれよ──）

　カミトは、〈玉座の間〉を出るときにかけられた、竜王バハムートの言葉を噛みしめた。

　レオノーラを救ってくれ──と、彼女は、そうカミトに頼んだのだ。

　そんなことは、言われるまでもない──

　城の門は開け放たれ、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を手にした竜騎士の一団が、つぎつぎと侵入者の迎撃に向かっている。

　軍事国家ドラクニアの騎士たちだ。一人一人が、相当な実力の持ち主であるはずだった。

　だが、鳴り響く剣けん戟げきの音が止やむ様子はない。最強とも名高い竜国の騎士団が、たった一人の敵を足止め出来ずにいる──

『──カミト、あの魔剣の気配がします』

　と、頭の中でエストの声がした。

「そうか……」

　と、呟つぶやくカミト。

　──やはり、彼女に間違いないようだ。

『──気をつけてください。あの魔剣、前よりも力を増しているようです』

（あのとき以上に強くなってるのかよ──）

　胸中で呻うめきつつ、カミトは城の外へ飛び出した。

　すでに日は落ちて、空は夜の闇に支配されている。

　渓けい谷こくにかかる、一本の巨大な橋。

　その中央に──彼女は、いた。

　乱れ飛ぶ血華を咲かせ、鬼神の如ごとき剣を振るう、灰色の髪の少女。

　その足もとには、首のない竜の骸むくろが、幾重にも折り重なって山を成していた。

　全身を真まっ赤かな返り血に染め、少女は襲い来る竜をつぎつぎと斬り捨てる。

　夜闇に剣けん閃せんが閃ひらめくたび、竜の首が飛び、底知れぬ奈落へと落ちていく──

　あまりに凄せい絶ぜつなその光景に、カミトは一瞬、状況を忘れて息を呑んだ。

　宙を飛ぶドラクニアの竜騎士は、誰だれも彼女に近付けない。それぞれ、武器を手にしたまま、恐怖に固まっていた。

「まだ足りないか。やはり、先ほどの娘が一番美味だったな──」

　足もとで咆ほう哮こうを上げるドラゴンの頭を、容赦なく叩たたき潰し──

　少女は、血に染まった魔剣の刃をぺろっと舐なめた。

　そのとき、カミトは嫌な予感に襲われた。

　先ほどの娘──と、彼女は言った。

　それは、まさか──

　と、次の瞬間、カミトの視界に飛び込んできたのは、最悪の光景だった。

　折り重なった竜の骸のそばに、血に塗まみれて倒れたレオノーラの姿があった。

「レオノーラ！」

　叫び、カミトは弾はじかれたように駆けだした。屍しかばねの山に立つグレイワースがカミトの姿を認め、ほう、と呟くが──何もしてくる様子はない。

　カミトはグレイワースを無視し、レオノーラに駆け寄った。

「レオノーラ！　しっかりしろ、レオノーラ！」

「……カミ……ト……？」

　と、血に塗まみれた彼女の唇くちびるが、微かすかに震えた。

（……まだ生きてる！）

　カミトはぐったりとした彼女の身体からだを抱き、神威カムイを流し込んだ。自然治ち癒ゆを促進する程度の効果しかないが、なにもしないよりはマシだろう。

　右肩から胸にかけて、袈裟懸けに斬られた深い裂傷があった。

　相当な致命傷だ。まだ意識があるのは、契約者の肉体を強靱にするという、彼女の〈竜精霊〉の加護の効果に違いない。

「……情け、ない……ですね……ドラクニアの、竜騎士とも……あろう者が……」

「もういい、喋しやべるな──」

　カミトは彼女の頭をそっと抱き寄せた。

　だが、レオノーラは懸命に唇を震わせ、囁くように言葉を続ける。

「……カミト……帝都で、約束しましたね……なんでも、してくれると」

「ああ」

「……では、お願いです……竜王様を、ドラクニアを、守って──」

　レオノーラが必死に紡いだその言葉に──

「──わかった。約束する」

　カミトは短く、はっきりとそう答える。

　レオノーラはふっと微笑みを浮かべ、静かにまぶたを閉じた。

　カミトはレオノーラの身体を抱き上げると、背後の地面に横たえた。

「その娘むすめ、まだ死んでいなかったか。たいした生命力だ──」

　と、竜の屍しかばねの上に立つグレイワースが、カミトを見下ろして言った。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を握りしめ、返り血に塗れた彼女を睨にらみ据える。

「竜王を、殺しに来たのか？」

「──そうだ」

　と、彼女はその目的を隠そうともせず、首肯した。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉という手駒を手に入れた〈聖国〉は、もはや陰謀や策略を用いるまでもなく、堂々と最強の暗殺者を送り込んできたというわけだ。

「竜王は殺させない。ドラクニアは、俺たち〈正統オルデシア〉の同盟国だ」

　背後の竜騎士たちの前で、カミトはそう言い放はなつ。

　もっとも、いま口にした理由は、あくまで体面上のものだ。

　竜王〈バハムート〉は、ドラクニアの民を慈しみ、人間たちを愛している。彼女は、幾千年にもわたる孤独の中で、ずっとこの国を見守り続けてきたのだ。

　彼女と言葉を交わしたのは、ほんの短い時間でしかなかったが──

　それでも、民を想う彼女の心は、カミトの胸に確かに届いていた。

　そんな彼女を守りたい。カミトの胸にあるのは、その純粋な気持ちだけだった。

　そして、なによりも──

（レオノーラに頼まれた。理由なんて、それだけで十分だ──！）

　カミトは両手に握った〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に、渾こん身しんの神威カムイを籠こめる。

　鋼はがねの刃が白銀の輝きを放ち、夜の闇を白しら々じらと照らし出した。

　と。

「──そう来なくてはな。お前との剣舞は、無性に血が滾たぎる」

　グレイワースが嗤わらう。

　気配が変わった。それは、殺気でも、覇気でもない。

　全身が怖おぞ気けだつような不気味な気配──

　まるで、冷たい手で心臓を鷲わし掴づかみにされたかのような──

（……くそ、震えてるのかよ、この俺が──）

　カミトは胸中で苦笑した。恐怖の克服など、〈教きよう導どう院いん〉の戦闘技能者にとっては、基礎中の基礎であるはずなのに──

『──カミト、大丈夫ですか？』

　と、エストの声が脳裏に響いた。

　さすがに、この最強の剣精霊は〈黄昏の魔女〉をも恐れていないようだ。

　そのエストの声に応えるように、カミトは強く、聖剣の柄つかを握りしめる。

　グレイワースは、真しん紅くの魔剣を無造作に構えると、竜の屍しかばねの山から飛び降りた。

　血に塗まみれた魔剣の刃は、まるで生物のように脈打っている。

　──と、次の瞬間。グレイワースはその剣で、背後の空間を薙なぎ払った。

「……っ!?」

　ズウウウウウウウウウンッ！

　真紅の斬ざん閃せんが閃ひらめき、石の橋が一気に崩れ落ちる。

　竜の骸で築かれた山が崩壊し、底知れぬ谷底へと落ちていく。

　彼女は、自ら退路を断ったのだ。

「お、おのれっ、竜国の守護者であるドラゴンを！」

「オルデシアの客人よ、我々も加勢いたします！」

　カミトの背後にいた竜騎士たちが、怒りの声を上げた。

　だが──

「来るな、殺されたいのか──」

　と、カミトは振り向き、彼女たちを鋭く睨にらむ。

　その殺気すら籠こもった視線に、竜騎士たちは思わず震え上がった。

「悪いが、あんたたちは、足手まといだ」

　カミトは冷たい声音で、そう告げた。

「し、しかし、あなた一人では──」

「邪魔なんだ。頼む、レオノーラを連れて下がってくれ」

　──足手まといになるというのは、ある意味では本当だった。

　たしかに、彼女たちの援護があれば、少しは戦いやすくなるだろう。しかし、それには彼女たちの命を度外視すれば、という前提が付く。

〈黄昏の魔女〉と戦えば、少なからぬ犠牲が出るのは間違いない。彼女たちはレオノーラの大切な部下であり、竜王が愛情をそそいできた娘たちだ。

　たとえ一人でも、その命を奪わせるわけにはいかない。

　──そしてなにより、グレイワースに、彼女たちを殺させたくはなかった。

　そんなカミトの想おもいを汲んでくれたのか──

「ご武運を、カミト殿──」「あなたに、竜の加護がありますように」

　竜騎士の少女たちは、倒れたレオノーラを運び、城のほうへと引き下がる。

「──ありがとう」

　カミトは呟つぶやくと、断崖に立つグレイワースのほうに向きなおった。

「あんたも、一対一がお望みだろ？」

「懸命な判断だ」

　グレイワースは静かに言った。

　ふいに、風が止やんだ。

　月の見下ろす橋の上で──〈黄昏の魔女〉と〈最強の剣舞姫〉が対たい峙じする。

「なあ、グレイワース……」

「なんだ？」

「もう、だめなのか？　本当に、俺やみんなのこと忘れちまったのか？」

　と、カミトは最後の説得をこころみる。

　だが、少女は冷たい表情で──

「無駄口を叩たたくな、興が削そがれる」

「そうか……」

　カミトは首を振ると、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に渾こん身しんの〈神威カムイ〉を籠こめた。

「エスト、最初から全力でいく。ついてきてくれるか？」

『──はい、私はあなたの剣、あなたの望むままに』

　と、エストはそう力強く応えてくれた。

　対峙する二人。だが、軽けい々けいには動けない。同じ系統の技を使うということは、互いにその動きを把握しているということだ。技を繰り出す動作のひとつひとつが、相手に先読みされ、返しの技を打たれてしまう。

　ゆえに、頭の中で無数の剣けん戟げきをシミュレートし、最も有効な攻めの形を模索する。

　そして──

　剣戟の口火を切ったのは、カミトだった。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫し電でん〉！」

　白銀に輝く聖剣を構え、カミトは地を蹴った。〈神威カムイ〉の解放による、爆発的な加速。繰り出される刺し突とつはまさしく雷光の如ごとく、音速を超え、敵を穿つ。

　ギィンッ──火花が散った。

　カミトの必殺の一いつ閃せんを、グレイワースは交こう叉ささせた刃で受け止めた。

　反応したのではない。読まれていたのだ。

　カミトは即座に刃を返し、真一文字の一閃を放はなつ。

　──が、グレイワースは半歩身を引き、鼻先で剣けん尖せんを躱かわした。

　カミトはさらに踏み込む。口の中で素早く精霊魔術を唱え、片方の手に〈短剣〉を出現させた。鋼属性の魔術〈武器作製ウェポン・ワークス〉──その刃先を指先に挟み、投げ放つ。

　風を裂き、閃ひらめくその短剣を、グレイワースは神威を籠こめた手刀で叩たたき割る。そのまま、身をひねり、カミトの首めがけて一閃を放ってきた。

　これはカミトも読んでいる。そのまま身を落として回避、さらに下から逆袈裟に斬り上げる。交叉した刃が火花を散らした。

　それは、常人には目で追うことさえ不可能な、超高速の剣戟だった。

　二人は鼻先が触れあう距離で鍔つば迫ぜり合う。

「先日とは動きが違うな──」

「あのときは、こっちも満まん身しん創そう痍いだったからな」

「そうか。それは愉たのしみだ」

　グレイワースの唇くちびるがかすかに震え、なにか言葉を紡ぐ。

（精霊魔術？　いや──）

　それは直感だった。なにか嫌な気配を感じ、カミトは後ろに跳んで距離をとった。

　刹せつ那な、血塗られた魔剣の刃がぐにゃりと曲がり、無数の牙きばを持つ、巨大な狼おおかみに似た魔獣へと姿を変える。

「……っ!?」

　ルウウウウウウウウウウウウッ……！

　血色の魔獣が咆ほう哮こうし、カミトめがけて襲いかかった。

　カミトは地面に転がるように飛び込み、間一髪でそれを回避。一瞬前まで、カミトの存在していたその空間を、魔剣の柄つかから伸びた魔獣の頭部が噛み砕く。

（……っ、なんだ、これは──!?）

『カミト、あの魔剣は精霊魔装エレメンタルヴアツフエでありながら、精霊の属性を維持しているようです』

　と、エストの声が脳裏に響く。

（精霊魔装でありながら、精霊でもある、か。なるほどな──）

　カミトは胸中で納得した。グレイワースはあの魔精霊を支配しているわけではなく、一種の協力関係にあるのだろう。

「封印されし七十二柱の精霊のひとつ、魔精霊〈ヴラド・ドラクゥル〉──さすがに、竜種の血を吸わせると成長が早い」

　グレイワースが満足そうに言った。

「血を喰らう魔剣か、薄気味悪いな──」

　しかし、グレイワースの凄すさまじい剣技に加え、あの魔剣自身も独立して攻撃してくるのだとすれば、相当に厄介だ。カミトとしては、まったくタイプの違う、二つの攻撃を読まなければならなくなる。

「魔剣がお前の血を欲しているぞ、〈魔王〉よ──」

　グレイワースが魔剣を横薙なぎに振るった。

　ルオオオオオオオオオオンッ！

　柄つかから伸びた魔獣の頭部が不気味な咆ほう哮こうを轟かせ、カミトを執しつ拗ように追ってくる。

　跳ね回る魔獣の巨体が、橋を滅め茶ちや苦く茶ちやに破は砕さいした。

（……っ、なんて精霊だ！）

　あれを喰らえば、鋼はがねの加護を得たカミトの身体からだでも、一瞬で引き裂かれるだろう。

　だが、いつまでも逃げ切れるものではない。なんとか、反撃の糸口を探そうと、カミトは地面を蹴って橋の欄干に飛び乗った。

　跳躍。宙を舞ったカミトは、神威カムイに下向きの指向性を持たせ、一気に解放する。

「〈絶剣技〉二ノ型──〈流星〉！」

　爆発的に弾ける〈神威〉──急降下と同時に、真上から剣を振り下ろす。

〈紫し電でん〉の派生系──その威力は〈絶剣技〉の中でも随一だ。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が魔獣の頭部を貫通し、その巨体を地面に縫い付ける。

　どろりと溶けて消滅する血色の魔獣。

　──だが、そのとき。眼前に、グレイワースの姿が迫っていた。
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　城の最奥にある〈玉ぎよく座ざの間〉で──

　竜王は、使い魔である飛竜の目を通し、外の様子を遠視していた。

　ケルブレス山の竜たちが、つぎつぎと少女に襲いかかっては、斬り伏せられてゆく。

（あれは、やはり〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉か……）

　その少女の姿は、以前に見たことがあった。

　先のランバール戦争では、ドラクニアの竜数百頭が、あの年端もゆかぬ少女一人に殺さつ戮りくされ、黄昏たそがれの悪夢と恐れられたのだ。

　だが、それはもう数十年も前のこと。定じよう命みようの者であるはずの彼女が、なぜ、あのときの姿のままなのか──

　言いしれぬ焦しよう燥そうを覚え、彼女は思わず、身じろぎした。すぐに〈地の精霊王〉の呪いが反応し、蠢うごめく樹木の蔦つたが彼女の裸身をきつく締め上げる。

　忌いま々いましい呪いだ。この呪いさえなければ、自ら城の外に赴いて、人間の小娘一人、たやすく灰にできるものを──

　──と、そのときであった。

「ふふっ、レン・アッシュベルは、護衛としてここに残しておくべきだったのに。あっさり囮おとりにかかってくれたわね──」

　竜王の見下ろす〈玉ぎよく座ざの間〉に、幼い少女の声が響く。

　シャラン、という鈴の音と共に、それは暗闇の中から、突然現れた。

「どなたかしら？　謁見を許可したおぼえはないわよ──」

　竜王は真しん紅くの目をすっと細めて告げた。

　まさか、ここに侵入されるとは──。外の使い魔と感覚を共有していたため、その気配に気付くことができなかったのだろう。

　と、その純白の聖服を身に着けた少女は、恭うやうやしく頭を垂れた。

「私は神聖ルギア王国の枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥス──」

「そう、聖国の──」

　竜王は唇くちびるの端を歪ゆがめて笑った。

「陰謀ばかりめぐらしているかと思えば、近頃は、ずいぶん大胆なことをするようになったのね……。それで、この私の寝所に忍び込んだ理由はなにかしら？　理由如何いかんによっては、いえ、理由など関係なく、万死に値するわよ」

　竜王は聖服の少女を傲ごう然ぜんと睨んだ。普通の人間であれば、それだけで気を失うであろう、凄すさまじい覇気を孕はらんだ視線──

　だが、ミレニアはをそれを意に介した風もなく、

「ドラクニアの竜王、あなたの命を貰いにきたの」

「……」

　その言葉を聞いた竜王は、一瞬、絶句して──

　ゾッとするような、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「ほう、この最強の竜精霊と謳われた〈バハムート〉の命を狙うとは、それはそれは、随分思い上がったことを考えたものね」

　轟ごう々ごうと風の音が響く。竜王の静かな怒りに、空気が震えているのだ。

「呪いで本来の力を封じられているとはいえ、この竜王、お前如ごときを消し去る程度の力はあるのよ──」

　刹せつ那な、竜王の周囲に雷球が出現し、少女の身体からだを穿うがった。

　少女は悲鳴を上げることすらできなかった。

　あとには、ただ床に焼き付いた少女の影だけが残される。

　枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスは、灰すら残さず、この世から跡形もなく消滅した。

「愚かな娘むすめ。彼我の力の差を考えず、身の程知らずなことをするからよ」

　と、ため息をつく竜王。

　だが、次の瞬間──

「ふふ、さすがは竜王様。私を一人殺すなんて」

「……っ!?」

　竜王の瞳ひとみが驚愕に見開かれる。

　たったいま、滅ぼしたはずの少女が──

　虚こ空くうの闇から染み出すように、再びそこに姿を現したのだ。

「貴様、一体──」

　ミレニアは左目の眼がん帯たいを外した。

　その眼がん窩かから、〈異界の闇〉がドロリと溶けだし、竜王の玉ぎよく座ざへ這はいのぼる。

「〈異界の闇〉!?　そうか、お前は、人間でも精霊でもなく──！」

「ご明察──」

　ミレニアがにっこりと微笑ほほえんだ。

「でも、もう遅いわ──」
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　魔剣を手にしたグレイワースが眼前に迫る。

　同時、虚空に真しん紅くの槍が幾本も出現し、カミトめがけて一斉に放たれた。

〈精霊魔術〉によって生み出された十四本の槍。カミトは、その軌道すべてを瞬時に見切った。しかし──

（……っ、全部は躱かわせない、か！）

　即座にそう判断し、致命傷になりにくい右肩を犠牲にする。

「くっ……！」

　貫通する螺旋の穂ほ先さき。体勢が崩れたそこへ、グレイワースが魔剣を一いつ閃せんする。

　カミトは咄とつ嗟さに〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を地面に突き立てた。ギャリリリッ──と、魔剣の剣けん尖せんが、突き立てた聖剣の腹を穿つ。

　その瞬間、カミトは〈神威カムイ〉を籠こめ──

（エスト、形態変化モード・シフトだ！）

『はい、カミト──』

　刹せつ那な、白銀の刃が、闇の色に浸食される。〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、レスティアの力を継承した〈魔王剣デモンズ・ソード〉に変成したのだ。

「穿うがて、全てを滅する裁さばきの魔雷──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

〈魔王剣〉の放出した漆しつ黒こくの雷らい火かが、刃を交えたグレイワースを直撃する。その小柄な身体からだが勢いよく吹っ飛んだ。

　カミトは追撃する。地面に突き立った魔王剣を抜き放ち、一気に踏み込んだ。

「おおおおおおおおおっ！」

　宙でくるりと反転し、着地したグレイワースの肩に、神速の一いつ閃せんを振り下ろす。

　だが、手応えはない。彼女の姿が陽炎かげろうのように揺らめき、消失した。

「……っ!?」

「〈絶剣技〉霞ノ型──〈水すい影えい鏡きよう〉」

　カミトが斬ったもの。それは〈神威〉による影の残ざん滓しだ。

（どこに──）

　カミトの脳裏に一瞬の迷いが生じた。ほんの数百分の一秒の空くう隙げき──だが、剣を極めた達人同士の剣けん戟げきでは、それが命取りとなる。

　グレイワースは、揺らめくその影の、すぐ真後ろにいた。影とほぼ重なるようにして、上半身のみを反らし、紙一重でカミトの一閃を躱かわしていた。

（しまっ──！）

　グレイワースがカミトの剣を跳ね上げる。体勢が大きく崩れたそこへ、

「〈絶剣技〉閃ノ型──〈死し蝶ちよう閃せん舞ぶ〉」

　神速の反撃カウンターを繰り出してくる。

　カミトはかろうじて反応し、心臓への致命的な一撃は回避した。攻撃を読んでいたわけではない。その〈絶剣技〉を知っていたからこその、無意識の反応だった。

　もし、幼少時にその技を何度も見ていなければ、いまのは確実に死んでいた。

〈魔王剣〉を手にした二の腕から血がほとばしった。

　──と、その出血に反応したのか、魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉の刀身がぐにゃりと曲がり、血に飢えた魔獣となって、カミトの腕に食らいつく。

「……っ！」

　右腕が噛みちぎられた。剣を握る神経が死ぬ──その寸前に、カミトは〈魔王剣デモンズ・ソード〉に神威を流し込む。〈魔王剣〉は光の粒子となって消失し、残った方の左手に、双剣の片割れである白の短剣が出現した。

　その双剣で、即座に魔獣の頭部を斬り飛ばす。すると、魔精霊〈ヴラド・ドラクゥル〉は、またもとの魔剣の姿に戻った。

（……っ、右腕は完全に死んだ、か──）

　地面を蹴りつけ、カミトは後ろへ跳躍した。

　全力で距離をとりつつ、肉体へのダメージを把握する。

　魔獣に食われた右腕は、かろうじて繋がっているものの、神経伝達は失われ、指先を動かすことができない状態だ。

　グレイワースが跳躍した。

　そして、空中からの〈絶剣技〉を放はなつ──

「〈絶剣技〉二ノ型──〈流星〉！」

「〈絶剣技〉七の型──〈咬こう竜りゆう〉！」

　同時、カミトは白の双剣を逆手に構え、対空の〈絶剣技〉を見舞う。

　空中で刃が激突。二人の纏う〈神威カムイ〉が、真昼の太陽の如ごとき光を放つ。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉と〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉──大陸中の姫ひめ巫み女こが憧れ、理想とする、その二人の精霊使いの剣舞は、舞と呼ぶにはあまりに破壊的だった。

（……っ、押し負ける──！）

　片腕で放った対空絶剣技〈咬竜〉は、甚だ不完全なものだった。〈流星〉の威力を削ぎはしたものの、それを破るには至らず、そのまま地面に叩たたきつけられる。

「かはっ──！」

　背骨が砕けるような衝撃に、激しく喀血した。グレイワースは空中で刃を返し、カミトの心臓めがけて魔剣を振り下ろす──

（──く……そ、勝て……ないのか……？）

　呼吸ができない、指先を動かすことさえも──

　霞む視界の中で、刃が自分の心臓を貫くのを、ただ受け入れる──

　と、そのとき。

　カミトの脳裏に聞こえたのは、レオノーラの声だった。




　──お願いです。竜王様を、ドラクニアを、守って。




（……そう、だ……俺は、約束、したんだよ──！）

　ドクン──と、心臓が強く鼓動した。

　──それは、あれが来るときの前兆だった。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン──

　肉体の経絡を流れる〈神威カムイ〉が逆流し、全身から闇の瘴しよう気きが漏れ出した。カミトの中に封印された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力が、無尽蔵の神威を供給する──

　ギャリリリリリリリリリッ──！

　カミトは、振り下ろされた斬撃を、片手の剣で受け止めた。

「なに──」

　と、グレイワースが初めて驚きの声を発する。

「〈神威〉が急激に膨れ上がっただと？」

『カミト、だめです、その力は──！』

　エストの必死な声が頭の中で反響する。

（ああ、わかってる。これが、とんでもなくヤバイ力だってのは──）

　この〈闇の精霊王〉の力に完全に呑み込まれてしまえば、カミトの人格は破壊され、ネペンテス・ロアのような怪物か、あるいは、世界に破滅と混こん沌とんをもたらす〈魔王〉が再誕することになるだろう──

　だが、いまのカミトが〈黄昏の魔女〉を倒すには──

（俺には、この力が必要だ──）

『カミト……！』

（エスト、すまない──）

　反響するエストの声が遠ざかり、やがて聞こえなくなる。

　同時、〈神威〉が一気に反転する感覚に襲われる。

　闇の瘴気が激しく噴き出し、全身の傷と、ちぎれた右腕を瞬時に再生させた。

　なにか、本能的に危険を察したのか、グレイワースが飛びのいた。

　カミトは神威を解放、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を形態変化させ、一気に跳躍した。

　カミトの喉のどから獣のような咆ほう哮こうがほとばしった。

　すべての感覚が鋭敏に研ぎ澄まされ、時間が停止したかのような錯覚に陥る。

　グレイワースがなにか声を発した。刹せつ那な、魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉が、血色の魔狼の群れに姿を変え、カミトめがけて襲いかかった。

　だが、カミトは止まらない。

　全身の肉を食いちぎられるに任せ、群れの中に飛び込んだ。

　そして、グレイワースめがけて一気に踏み込み──

「〈絶剣技〉破ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連〉！」

　最強の対精霊絶剣技を解き放はなつ──

　だが、最初の剣けん閃せんが魔女の喉のど元もとに迫った、その瞬間──

　グレイワースが嗤わらった。

（まさか──!?）

　そう、魔神級精霊さえ屠ほふるこの剣技には、唯一、返しの技がある。

　それは、神威カムイと剣技の双方を極めた者のみが使うことのできる、絶剣の奥義だ。

　そして、全盛期の肉体を手に入れた、今の彼女は──それを使うことができる！

「〈絶剣技〉終ノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉！」

　カミトの眼前で、超神速の剣けん閃せんが閃ひらめいた。





　　　　◇






「その程度か、お前の焔ほのおは──」

「……っ!?」

　ルビア・エルステインが〈神殺しの焔レーヴアテイン〉を振るうたび、荒野を激しい焔が奔はしる。

　焔は灼しやく熱ねつの壁となり、逃げ回るクレアを徐々に追い詰めていく。

（すごい熱量、あたしの焔とは、比べものにならない……！）

　舞うように剣を振るうルビアに、クレアは〈炎の鞭フレイムタン〉を放はなつが、その攻撃はたやすく弾かれてしまう。

　クレアの額ひたいに汗が浮かんだ。ひりつくような焦しよう燥そうと恐怖。これは、あの古代遺跡が見せる幻だということは理解している。だが──

（──あの焔で焼かれれば、肉体は無事でも、精神が滅びるわ）

　クレアは直感した。おそらく、ここは〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と同じような仕組みなのだろう。下手をすれば、もとの世界に戻れなくなるかもしれない。

「クレア・ルージュ、お前は、なんのために力を求める？」

　と、仮面の奥でルビアが口を開く。

「そ、それは……姉ねえ様さまに会うために──」

　そう言いかけて、クレアは口をつぐんだ。

　そう、弱くて、姉やリンスレットに守ってもらってばかりだった彼女は、そのために強くなろうとした。そのために〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を目指したのだ。

　だが、その目的が果たされたいま、なぜ力を求める必要があるのか──

　ルビアは呪文を唱え、二頭の〈炎の猟犬〉を解き放った。

　あの猟犬に炎の精霊魔術は通じない。

（……っ、だったら、これよ！）

「──古の血に刻まれし、真なる焔よ、我が手に宿りて──焔を喰らえ！」

　クレアの唇くちびるが言葉を紡ぐ。

　その手に生まれたのは、燃える焔よりもなお紅あかく、猛々しい焔。

　炎さえも燃やし尽くす──〈終焉の真紅エンド・オヴ・ヴァーミリオン〉。

　飛びかかってきた炎の猟犬を、クレアはその〈真なる焔ほのお〉で灰にした。

「あたしは、カミトと並び立ちたい、そのために戦うのっ！」

　クレアは叫んだ。

　そう、カミトの相棒として、並び立てるだけの力が欲しい。

　それが、いまクレアが力を求める理由だった。

「ほう──」

　と、〈神殺しの焔レーヴアテイン〉を手にしたルビアの姿が、眼前に迫る。

（……いつのまに!?）

　クレアは戦慄した。あの〈炎の猟犬〉は目め眩くらましだったのだ。

「──っ、火炎球フアイア・ボール！」

　クレアは後方に跳躍しつつ、得意の精霊魔術を至近距離で放はなつ。

　が──

「我が冷たき憤怒を知れ──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉！」

　ルビアの手に生まれた青き焔が、火炎球の魔術を空間ごと凍りつかせる。

（そんな……！）

　愕がく然ぜんとするクレア。

「ならば問おう。なぜ、お前はカゼハヤ・カミトに並び立ちたいと思う？」

「──え？」

　クレアは戸惑った。自分は、なぜ、カミトに並び立ちたいのか──

「えっと、そ、それは、カミトはいつも守ってくれたし、あたしだって、あいつのご主人様なんだから、守ってあげなきゃ、不公平だし、その──」

　……違う、そんなことじゃない──と、クレアは首を振る。

　本当の理由は──

「お前の心の真実を認めなければ、エルステインの焔はお前を認めはしない」

「心の真実？」

「心の欺瞞を捨てろ、クレア・ルージュ。さもなくば、ここで死ね──」

　ルビアが、渦巻く炎を纏う〈神殺しの焔〉を振り降ろした。






第九章　真実を貫く剣






〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉──それは、かつて彼女が命を賭してカミトに託した、絶剣の最終奥義。

〈神威カムイ〉の流れを反転させ、相手に直接叩たたき込こむ、究極のカウンター技だ。

〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉の威力をそのまま返され、カミトは宙を舞った。

　身体からだが真っ二つにならなかったのは、間一髪、〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉の発動に気付いたカミトが、双剣で防御の構えをとったからだ。一度、彼女の奥義を受けたことがなければ、決して見切ることはできなかっただろう。

　宙に放物線を描えがき、カミトの身体は石畳の地面に叩きつけられる。

「……かっ……はっ──！」

　逆袈裟に斬り上げられた裂傷から、激しい血がほとばしった。肋骨はめちゃくちゃに砕かれ、呼吸ができない。

　闇の瘴しよう気きが、カミトの肉体を舐なめるように這はいまわり、すさまじい速度で再生させていく。だが、それすらも間に合わない。

　グレイワースが、血に濡れた魔剣を静かに下ろした。あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉も、さすがに肩で息をしている。〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉は肉体への負担が激しく、技を放はなったあとは、しばらく動けなくなるのが欠点だ。

　──とはいえ、満まん身しん創そう痍いのカミトにとどめを刺し、城の〈竜皇騎士団〉と戦う余力は、まだ十分に残しているだろう。

（……く、そ……勝て、ないのか……？）

　双剣を握ろうとするが、指先が動かない。

　魔剣を手にしたグレイワースが、ゆっくりと歩いてくる。

「なかなかに愉たのしかったぞ、魔王よ──」

　──と、そのときだ。

　革手袋に覆われた左手が、かすかな痛みを発した。

　……カミ……ト……そこに、いるの……？

　エストの声ではない。

　カミトを闇に誘おうとする、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声でもない。

　それは──彼女の声だ。

（……レスティア、なのか？）

　カミトは、頭の中で響く、その声に集中した。

　精霊刻印が燃えるような熱を放ち、弾はじけた漆しつ黒こくの雷らい火かが革手袋を一瞬で消滅させた。

　激しい光を放ち、闇の象徴である、黒い三日月の刻印が明滅する。

「……っ、ぁ……ぐっ……！」

　……カミト、私はここにいるわ、ずっと、あなたを待ってる……

（レスティア──！）

　と、胸中でふたたび彼女の名を呼んだ、その刹せつ那な──

　カミトの意識は暗転した。





　　　　◇






　人間界に存在しうる中で、最強の炎──〈神殺しの焔レーヴァティン〉の劫火がクレアに迫る。

　周囲はすでに炎の壁に阻まれ、逃げ場はない。

　そして、この世界での死は、現実世界での魂の死を意味するのだ。

「……っ！」

　精霊魔術や〈スカーレット〉の炎では対抗できない。クレアは咄とつ嗟さに両手を前に突きだし、その詞ことばを詠唱した。

「古の血に刻まれし、真なる焔ほのおよ、我が手に宿りて──焔を喰らえ！」

　紅ぐ蓮れんよりもなお赤く燃える終焉の焔が〈神殺しの焔レーヴァティン〉の炎と激突する。

「……くっ……ううっ……！」

　……だが、押し返せない。

　尽きることのない圧倒的な炎は、クレアの焔を徐々に呑のみ込こんでいく。

　──お前の心の真実を認めなければ、エルステインの焔はお前を認めはしない。

　ルビアの放はなった言葉が、頭の中で反響する。

（……っ、なによ、あたしの心の真実って……！）

　自分は、その真実から、目を逸そらしているということなのか──

（あたしは、なんのために力を求める……？）

　灼しやく熱ねつの炎に炙あぶられながら、クレアは自問した。

　最初は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場し、姉に再会することが、その目的だった。

　そのために、分を越えた力を得ようとして、失敗した。

　そんなクレアを諫いさめ、仲間と戦うことを教えてくれたのは、あいつだ。

（ただやみくもに力を欲するだけじゃ、昔のあたしと同じだわ……）

　クレアはハッと気付き、唇くちびるを噛んだ。

（でも、どうすれば──）

　目を逸らしている心の真実。それがわかりさえすれば──

「その程度の焔で、この私の怒りを、嘆きを止められると思っているのか！」

　ルビアの放はなつ炎が猛たけり狂う。これ以上は、もうもたない──！

　──と、そのときだ。

　足もとのスカーレットがにゃあと鳴き、クレアを庇かばうように前に出た。

「スカーレット！　だめよ、いくら炎精霊でも、あの〈神殺しの焔レーヴァティン〉は──」

　──私を解放してください、マスター。

（……え？）

　クレアの脳裏に、落ち着いた少女の声が聞こえてきた。

　……聞き覚えのない声。けれど、なぜかよく知っているような気がする──

　クレアは足もとのスカーレットを見下ろした。

「スカーレット……あなたなの？」

　スカーレットはもう一度にゃあと鳴き、激しい炎の吐息を吐いた。

　荒れ狂うルビアの炎が、ほんのわずかだが、押し戻される。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときに見た、スカーレットの真の姿。それを解放することができれば、この炎にも対抗できるかもしれない。でも──

「……っ、解放って、どうすればいいのよ！」

　──マスターの本当の気持ち、それを解き放ってください。

「……あたしの、本当の気持ち？」

　クレアは戸惑った。

　そんなことを急にいわれても、どうすればいいのかわからない。

（それに、本当の気持ちってなによ……！）

　炎がさらに勢いを増した。もうクレアの力も限界だった。

　エルステインの真なる焔ほのお──〈終焉の真紅エンド・オヴ・ヴァーミリオン〉は、彼女の〈神威カムイ〉だけでなく、体力と精神力を容赦なく奪っていく……

「……ぁ、ううっ……！」

　身体からだが重い。額ひたいから大量の汗が噴き出し、意識が遠くなる。あの炎で焼かれる前に、意識を失うことができるのは、姉の優しさだろうか、とそんなことを考える。

　だが、そのとき、脳裏に思い浮かんだのは、カミトの顔だった。

（……だめっ、あたしは、こんなところで死ぬわけにはいかないっ！）

　弱気になる自分を叱しつ咤たし、最後の力を振り絞る。

　クレアは目を閉じ、自分の中に意識を向けた。

　カミトの横に並び立ちたい──そう思ったのは本当だ。

　でも、どうして、そう思ったのか……？

　弱い自分への劣等感──違う。

　カミトが心配だから──それも、少し違う。

（カミト、あたしは……）

　トクン、と胸が鼓動した。

　──素直になってください、マスター。

　……そう、本当はわかっているはずだった。

　けれど、その気持ちは、なんだか有う耶や無む耶やにして誤ご魔ま化かしていた。

　とっくに認めていたのに、それを口にしてしまうのは、怖かった。

　素直になるのが、怖かったのだ。

（そうして、本当の気持ちを誤魔化して、自分の心に蓋ふたをしていたのね……）

　契約精霊は、精霊使いと心の一番深い場所で繋がった存在だ。たとえどれほど精霊使いとしての経験を積み、強大な〈神威カムイ〉をもっていようと──

　そんな心の状態で、契約精霊が応えてくれるはずもない。

（……わ、わかったわよ、認めるわよ！）

　燃えさかる焔ほのおの中で──

「あ、あたしは──」

　クレアは息を吸い込み、




「あたしはっ、カミトが、好き─────────────っ！」




　顔を真まっ赤かにして、大声で叫んだ。

　そう、クレア・ルージュは、カゼハヤ・カミトのことが好きだ。

　だから、ずっとカミトのそばにいるために、力が欲しい。

　それは、建前でも、言い訳でもない、クレアの素直な気持ちだった。

　──ようやく、素直になってくれましたね、マスター。

「……!?」

　激しく噴き上がる焔が、スカーレットの全身を包み込み──

　そして、現れたのは──

　焔の髪をたなびかせる少女だった。

　紅玉ルビーよりもなお紅あかい、灼しやく熱ねつの瞳ひとみ。四肢に纏う焔は絶えず荒れ狂う。

「スカーレット……？」

　クレアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




「〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴァルキリー〉──オルトリンデ、真名を呼ぶ声に応え、現界しました」




　紅ぐ蓮れんの髪の少女は、押し寄せる炎に向かって、すっと手をかざした。

　少女の全身を包む炎が、いっそう激しく燃えあがる。

「主命に応じ、いまこそ我が真の力をお見せしましょう。獅子なる紅ぐ蓮れんの焔ほのおを──！」

　オルトリンデが叫んだ、その瞬間。

　彼女の全身から放たれた紅蓮の炎が──

　ルビアと〈神殺しの焔レーヴァティン〉を呑のみ込こんだ。





　　　　◇






（……ここは？）

　意識が途絶えた直後──

　カミトは闇の中にいた。

　夢の中で何度も見た、あの場所だ。

　左手の精霊刻印が光を放ち、その闇をわずかに照らし出している。

　……いまのカミトにはわかる。

　これは、夢ではない。レスティアのいる世界だ。

　彼女が精霊契約の絆きずなを通して、カミトの意識をここへ呼び寄せたのだ──

　カミトは闇の中でもがいた。

「レスティア！　どこだ、レスティア!?」

　どろりとした粘性の闇に、身体からだが呑み込まれる。

「……っ、レスティア！」

　その闇の中を、カミトはかき分けるようにして進んだ。

　と、闇の中に、漆しつ黒こくの翼をひろげた少女の姿があった。

「レスティア！」

　重い泥のような闇の中を、カミトは必死に前に進んだ。

　全身を焼けるような痛みが襲う。それでも、止まらない。止まるわけにはいかない。彼女は、この暗く寂しい場所で、カミトをずっと待っていたのだ。

　そして、伸ばしたその手が、レスティアの腕をしっかりと掴つかむ。

「待っていたわ、カミト──」

　レスティアは微笑ほほえんだ。

「……悪い、遅くなった」

　無む窮きゆうの闇の中で、二人はどちらともなく、唇くちびるを重ねた。

　それは、二度目の精霊契約──

　レスティアの漆黒の翼が、そっとカミトを包み込んだ。





　　　　◇






「……ぁ、ああああああ……！」

　おぞましい闇が、少女の真っ白な裸身を這はいまわる。

　精霊としての存在が犯され、穢される感覚に、竜王バハムートは激しく身悶もだえた。

〈地の精霊王〉の呪いに囚とらわれながらも、数千年の時を耐えてきた強靱な精神力が、黒く、黒く塗り潰されてゆく。

「ふふ、意外と可愛かわいい声で鳴くのね、竜王様──」

「おの……れ……あ……くぅ……」

　ほかの精霊であれば、とうに狂乱していただろう。だが、さすがに〈神話級〉の精霊である彼女は、かろうじて理性を保っていた。

「さすがは最強の竜精霊。でも、いつまで耐えられるかしら？」

　ミレニアは嗜虐的に微笑ほほえむと──

　樹木の蔦つたに抱かれて眠る、レスティアへと視線を向けた。

「この闇精霊も手に入れられるなんて、あの御お方かたも喜ぶわ──」

「……やめ、なさい……その娘は──」

「ふふ、竜王様はそこで見ていなさい──」

　ミレニアがレスティアに触れようとする。

　と、その瞬間。

　バヂッ──触れた指先に漆しつ黒こくの雷らい火かがほとばしり、ミレニアは顔を歪ゆがめた。

「……っ!?」

　バヂバヂバヂッ──放出される漆黒の雷が、ミレニアめがけてつぎつぎと襲いかかる。

　ミレニアは瞬時に空間を移動して回避、広間の入り口に降り立った。

「……っ、お前──」

「──悪戯いたずらがすぎたようね、ミレニア・サンクトゥス」

　樹木の蔦をあっさりと焼き尽くし、レスティアがゆっくりと起き上がる。

　彼女の全身を漆黒の雷火が包み込んだかと思うと──

　その姿は闇色のドレスに覆われた。

　艶つややかな漆黒の翼がひろがる。

　その黄昏たそがれ色の瞳ひとみがすっと開き、ミレニアを冷たく見据えた。

「レスティア・アッシュドール、あなた……」

　ミレニアの目が驚愕に見開かれる。

「この私に触れたこと、万死に値するわ」

「……っ、この──」

　ミレニアが聖属性の精霊魔術を放はなつ。

　だが、輝く聖光の矢は、レスティアの漆しつ黒こくの翼に弾かれる。

「……っ、どうして!?　お前は闇精霊の眷けん属ぞくのはず──」

「ふふ、まだわからないの……？」

　レスティアは不敵な笑みを浮かべて言った。




「……っ、これならどう？」

　ミレニアの眼窩から〈異界の闇〉がどろりと溶けて、レスティアを襲う。

　だが──

「──その闇は、もう私のものよ」




　ゾ、ゾゾゾ、ゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾ──




　ミレニアの生み出した〈異界の闇〉は、レスティアの手のひらに吸い込まれる。

　竜王を蝕む闇さえも、彼女の手の中で消滅した。

「……まさか……まさか、そういうことなの？」

　ミレニアの表情に、これまでにない動揺が浮かんだ。

「でも、あの御お方かたはそんなこと──」

　ミレニアはくっと唇くちびるを噛み、

「いいわ、ここは退ひいてあげる。確かめたいこともあるしね──」

　闇に呑まれるように、虚こ空くうに姿を消した。

「……逃げられてしまったわね」

　レスティアはゆっくりと、竜王のほうを振り向いた。

「……記憶を、取り戻したのね、レスティア・アッシュドール──」

　竜王は苦しそうに呻うめく。

「竜王〈バハムート〉──あなたと会うのは、魔王戦争の頃以来ね。旧交をあたためたいところだけど、もう行くわ、彼が呼んでいる──」

「ええ、行っておあげなさい──」

　レスティアは竜王に一礼すると、その姿は光の粒子となって消失した。

　あとには黒い羽が舞うのみだった。





　　　　◇






「……っ、く……う……」

　無む窮きゆうの闇が消え去り、カミトは意識を取り戻した。

　……夢ではない。左手の刻印に、たしかに彼女の存在を感じることができる。

（……あいつが、帰ってきたんだ）

　その指先が、二振りの〈魔王剣デモンズ・ソード〉をしっかりと握り込んだ。

（……こんなところで、倒れてる場合じゃねえよな！）

　その刃を地面に突き立て、ゆっくりと立ち上がる。凄すさまじい激痛が襲うが、意識を失うほどではない。全身を覆う闇の瘴しよう気きが、カミトの肉体を再構築していく──

「ほう、入りが甘かったか──」

　グレイワースは足を止め、軽く目を瞠みはった。

「だが、その身体からだでなにができる？」

「……」

　彼女の言う通りだ。闇の精霊王レン・アツシユドールの力で、かろうじて肉体は維持しているものの、とても剣を振るえるような状態ではない。

　だが、それでも──カミトは立ち上がった。

　だらりと垂れ下がった左腕、その精霊刻印が眩まばゆく輝く。

　……確かに感じる。彼女がそこにいることを──

「ふたつ目の〈精霊刻印〉だと……？」

　グレイワースが訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　カミトは、輝く左手を、ゆっくりと真上に伸ばした。

　そして、彼女の名を──かつての契約精霊の名前を呼ぶ。




「来たれ、無慈悲なる闇の女王、汝なんじの名は──闇精霊レスティア・アッシュドール！」




　その瞬間──左手の〈精霊刻印〉から漆しつ黒こくの雷光がほとばしった。

　雷光は大気を裂き、夜空を駆け抜けて消滅する。

　そして、次の瞬間──

　カミトの目の前に、美しい、漆黒の翼がふわりとひろがった。

　夜の闇をそのまま溶かし込んだかのような、艶つややかな黒髪。

　闇色のドレスが、風を孕はらんで華麗にひるがえる。

　彼女は、トンと靴のつま先をたて、静かに降り立つと、

「この姿では、久しぶりね、カミト──」

　振り返って、くすりと微笑する。

　そのどこか不敵な微笑ほほえみは、間違いなく、彼女のものだった。

「レスティア……」

　と、カミトは噛みしめるように、その名を呼んだ。

　あの〈精霊王〉の祭壇で、〈異界の闇〉に呑のみ込こまれかけたカミトを救うために、彼女はその身を犠牲にして消滅した。すべての力を、エストに託して──

　その彼女が、ようやく、カミトのもとに戻ってきたのだ。

「記憶、戻ったんだな……」

「ええ、お陰様で。本当はもう少し時間がかかる予定だったけれど、〈竜王〉に感謝しなくてはね──」

　レスティアは頷うなずくと、グレイワースに向き直った。

「いろいろ話したいことはあるけど、それはあとにしましょうか──」

「ああ、そうだな……」

　二人は魔剣を手にしたグレイワースと対たい峙じする。

「ずいぶん可愛らしい姿になったものね、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉。いい機会だわ、あなたのことは、昔から気に入らなかったのよ──」

　レスティアは挑発的な笑みを浮かべ、手の平ひらから漆黒の雷撃を放はなった。

　グレイワースは魔剣の刃でそれを弾き──

「奇遇だな。お前と会うのは初めてだが、なぜか、私もお前が気に入らん」

「ふふ、三年前とは違うのよ。私も、カミトもね」

「お、おい、レスティア……!?」

[image: ]

　無言の火花を散らす二人に、戸惑うカミト。

「ええ、わかってるわ──」

　と、レスティアは、つま先で地面を軽く叩く。

「私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　次の瞬間、レスティアの姿が光の粒子となって虚こ空くうに消え──

　闇色の刃をもつひと振りの魔剣が、カミトの前に突き立った。

『──真ま似ねしないでください、闇精霊』

　と、頭の中でエストの声がした。

『あら、あなたもいたのね──』

　レスティアはくすりと笑い、

『いまは仲良くしましょう、お姉ちゃん』

『慣れ慣れしく呼ばないでください、闇精霊──』

　……なんとなく、二人が喧けん嘩かするイメージが見える。

『あなたに預けた私の力、返してもらうわよ──』

　と、突然、カミトが左手に持っていた黒の双剣が消滅し──

　目の前に突き立った〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、禍々しい闇のオーラを放ちはじめる。

　エストに継承された闇の力が、レスティアのもとに戻ったのだ。

　だが、カミトの脳裏に疑問が浮かぶ。さっき、レスティアはグレイワースに向かって闇の精霊魔術を放った。あの力は、一体どこから──

　カミトは、地面に突き立った〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を抜き放った。

　柄つかが手にしっかりと馴染む。

「いくぞ、レスティア、エスト──」

『ええ』

『はい、カミト──』

　両方の手に構えた双剣に、カミトは渾こん身しんの〈神威カムイ〉を籠こめる。

　無限にわきあがる闇の精霊王レン・アツシユドールの力が、〈真実を貫く剣〉にそそぎ込まれてゆく──

（……どういうことだ？）

『──話は後と言ったでしょう？』

　闇の魔剣が、漆しつ黒こくの雷光を放ちはじめた。

　以前のレスティアよりも、はるかに力を増している。

　この力は、エストに匹敵するのではないか──

「ほう、まだそんな力を隠していたか──」

　グレイワースが、魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉を両手に構える。

〈絶剣技〉の構えだ。もはや、戦いの駆け引きを愉たのしむつもりはなく、ここで決着をつけるつもりなのだろう。

「グレイワース、俺は、あんたを取り戻す。絶対にだ──」

　カミトは、双剣を交叉させるように構えた。

　カミトにとっては、正真正銘、最後の一撃だ。

　ほんの数百分の一秒。永遠にも思える、その一瞬が過ぎ──

　二人は同時に動いた。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫し電でん〉！」

　グレイワースが、真しん紅くの斬光となった。

　絶剣の基本にして、最速の技。

　同じ技同士で激突した場合、互いの技ぎ倆りようの差が最も出る技だ。そして、唯一、有効な返し技の存在しない〈絶剣技〉である。

　カミトは、残りの〈神威カムイ〉すべてを足もとで爆発させ、加速した。

　カミトの左手で、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が激しい雷らい火かを放はなつ。

　それに対抗するように、右手の〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が眩まばゆく輝いた。

　そして、その瞬間がおとずれる。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉と〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣が、交こう錯さくする瞬間が。

　カミトが、交叉させた双剣を解き放った。

「〈絶剣技〉双剣ノ型──〈紫電・改〉！」

　二刀の剣けん閃せんが、グレイワースの魔剣と激突し──

　その深紅の刃を打ち砕いた。






あとがき









　──お前、思考がドラゴンすぎるぞ！




　志し瑞みずです。本書をお手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます！

『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第十五弾『ドラクニアの竜王』をお届けいたします。

　帝都でフィアナを救い出したカミトの前に現れたのは、少女の姿になったグレイワースだった。その圧倒的な力の前になすすべもないカミト。そこへ、ドラクニアの竜騎士レオノーラが現れて──

　と、そんなわけで、今回は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で別れて以来、出番のなかったレオノーラさんが再登場しました。レオノーラさんマジドラゴン。いろんな意味で肉食系です。また、今回は、いままで謎だったドラクニア竜公国にもスポットがあたります。ドラクニアに君くん臨りんする竜王〈バハムート〉の意外な正体とは──!?

　謝辞です。今回も素晴らしいイラストを描いてくださった仁に村むら有ゆう志じ先生、どうもありがとうございました。表紙のレオノーラのはいてない感が最高です（作者のわがままで扉絵に生足バージョンも描いていただきました！）。また、新規に描えがき起こしてくださった竜王のデザインも、本当に想像以上のものでした！

　コミック版を連載してくださっている氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生、いつもハイクオリティな漫画を描いてくださって、ありがとうございます。最新第五巻は、同じ二月発売なので、ぜひぜひ、読んでいただければと思います。カミトとジオ・インザーギの男の戦いが、がめちゃめちゃ熱くてカッコイイです！

　担当のＳ様、今回はスケジュール面で大変ご迷惑をおかけしてしまいました。いつも支えてくださりありがとうございます。

　近況です。セガさんのスマホゲーム『チェインクロニクル』のコラボシナリオを書かせていただきました。こちらはオリジナルキャラクターになりますが、もしよければ、ぜひ遊んでいただければと思います！

　恒こう例れいの人気投票ですが、十四巻の人気投票は、レスティア、エストが超僅きん差さの一位二位、三位がフィアナとなっています。お手紙やアンケートのご感想は、いつも大切に読ませていただいております。応援してくださっている皆様には、本当に感謝が尽きません。

　──というわけで、次回はこれまでの伏線が回収される〈教国〉編。

　第十六弾、『魔王凱がい旋せん（仮）』でお会いしましょう！
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二〇一六年　一月　志瑞祐ゆう




（『刻こく印いん讃さん歌か』を聴きながら）




















　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]はいてない！はいてない！

　　というわけで、15巻の表紙は仁村先生にレオノーラを描いていただきました。黒ストがすごく…すごくエロイです。エローイです。これではいてないってどういうことなの…？




　　『精霊使いの剣舞ＴＲＰＧ』

　　キーワードは『パンツを見せて、物理で殴る』。ＧＭのカミト相手にエッチなハプニングを起こしてリソースを稼ぐ画期的なシステムです。超楽しい。




　イラストレーター

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　本業の合間で絵を描いて生活中。

　　『盟約のリヴァイアサン』（ＭＦ文庫Ｊ）、

　　『Clover Day's』（ALcot）などを担当。




　　『精霊使いの剣舞』14巻から

　　桜はんぺん先生に代わりイラスト担当になりました。

　　よろしくお願いします。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／仁村有志

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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